
地域コミュニティ推進協議会事業評価表（令和６年度執行）

池田地域コミュニティ推進協議会

所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推進
協議会事務事業

100 交付金　   100
協議会の運営上必要な庶務的経費
の他、地域住民への啓発及び周知
に係る事務費。

コミュニティ推進課
自治振興費

地域防災体制強化等事
業

190 消耗品費   190

災害発生時に住民の安否確認が迅
速に行え、救助が必要な人を早く
発見できるよう「無事ですタオ
ル」を配布する。

自主防災組織の具体的な活動が模索されてい
た

防災訓練後に無事ですタオルの掲出訓練が実
施されたこともありました。

災害時に無事ですタオルを掲示することにより、救出活動等の効率
が確立された。

住民の方へ常に掲出するように周知が必要

「無事ですタオル」を
活用した掲出訓練を実
施したことで、災害時
の救出活動等の効率が
確立された。

危機管理課
災害対策費

地域掲示板設置事業 148 修繕料     148

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容を地域住民に知らせるた
め、掲示板を設置する。また、地
域団体と共に使用出来るようにす
る。

老朽化し使用できない部分があった。 掲示板補修。 掲示板の破損修復ができた。
掲示板を積極的に活用し、地域住民に情報を
伝える。

掲示板及び掲示物の美
観が保たれ視認性が向
上した。今後も一層の
活用を期待。

コミュニティ推進課
自治振興費

道路安全対策事業 180 修繕料     180
歩行者の安全を確保するため、見
通しの悪い道路にカーブミラーを
設置する。

池田小学校裏手の細い道路は見通しが非常に
悪く、車両や歩行者の出会い頭の事故が発生
する危険性がありました。

カーブミラーが設置されたことで、通行する
車両や歩行者が交差点付近の状況を事前に確
認できるようになり、安全性が向上しまし
た。

・児童や地域住民の通行時における安全意識が高まりました。
・ドライバーの視認性が改善され、交通事故の未然防止に繋がって
います。
・地域からの安心感の声も多く、学校周辺の安全環境整備に寄与し
ています。

経年劣化により、ミラーの視認性や取り付け
部分の強度に問題が発生する可能性がありま
す。
今後や定期的な点検を行い、異常を発見した
際には速やかに市に報告し、対応を依頼する
体制を整えることが求められます。

道路反射鏡の設置によ
り交差点通行の安全性
が向上した。

土木管理課
交通対策費

公園整備事業 2,474 修繕料   2,474

前年度に設置した池田駅前公園の
テーブルに日陰を確保できる屋根
を設置し、身近な公園にひと休み
できる場をつくる。

休憩できる場所が少ない。
テーブル・ベンチに日陰を確保できる屋根を
設置。

休憩したり弁当を食べたりと、沢山の方に利用されている。

休憩施設の設置によ
り、憩いの場、集合の
場として公園利用促進
に寄与した。

みどり農政課
公園費

五月山ハイキングコー
スサイン設置事業

300 修繕料   　300

五月山のハイキングコースに、行
先・距離等を表示し、ハイキング
を楽しめるコース作りを行う。散
策道の整備を行うことにより、地
域住民の自然に親しむ機会をつく
る。

従来の五月山ハイキングコースでは、案内板
や道標が少なく、満足度の向上や安全面にも
課題がありました。

主要な分岐点や目的地周辺にサイン（案内
板）を設置したことにより、コース全体の視
認性と利便性が向上しました。

ハイキングルートの明確化により、道迷いのリスクが軽減されまし
た。
・観光客や高齢者、子ども連れの登山者にとっても利用しやすい環
境となり、地域の観光資源としての価値が高まりました。
・地域住民の健康づくりやレクリエーションの場としての利用促進
にもつながっています。

・設置したサインの経年劣化や損傷が予想さ
れるため、定期的な点検とメンテナンス体制
の構築が必要です。
・自然環境の変化（倒木、崩落など）によっ
て案内表示が見えにくくなる可能性があるた
め、環境整備と併せた維持管理の取り組みが
求められます。

目印の少なかった分岐
点に設置され、迷うこ
とが少なくなることに
加えて、おおよその距
離が明示されたことで
ハイカーが安心して利
用できるようになっ
た。

みどり農政課
公園費

市民レクリエーション
大会事業

450 行事報償金 450

校区実行委員会が主となり毎年、
小学校運動場を会場としてコミュ
ニケーションの拡充とスポーツ意
識の向上に伴う健康づくりを目指
す。

コロナ禍等により実施されていなかったが、
再開に際しより多くの方が参加するよう準備
する。

次回開催に伴う問題点の抽出等を実施し次回
開催に備える。

参加者が多く、全般的には好評に執り行うことができ、住民の方も
多数参加いただき、地域の活性化になったと考えられる。

自治会に加入されていない方への参加促進方
法を検討する必要があると思われる

地域スポーツの振興、
地域住民へのスポーツ
機会の提供、住民同士
の交流を図ることがで
きた。

社会教育課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙等
発行事業

132 補助金     132

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容等を広く地域住民にＰＲす
るため、地域コミュニティ紙を全
戸に配布する。

継続事業（全戸配布） 年１回の発行、配布 地域の活動を住民に知ってもらう。

色鮮やかな紙面で読み
やすく、事業報告に写
真が掲載されていてわ
かりやすい紙面作成が
行われている。

広報広聴課
自治振興費

自主防災会合同防災訓
練・リーダー養成支援
事業

303 補助金     303

池小校区・自主防災組織連絡会の
主導により１４自主防災会が一同
に会する防災訓練を実施し、また
各防災会リーダーの養成を支援
し、地域の人たちの防災意識の高
揚を図ると共に他地域の人たちと
の連携を図る。

最近多発する大規模災害に自主防災会が、い
かに対応するか訓練を通して、その大切さが
望まれていた。

多発する災害への対応力の強化につながった
と考える

総合訓練に伴い、応急手当、簡易救助器具を使用した救出訓練等を
通じて実効性のある訓練が実施できた。

地域住民への災害時対応の周知強化

池小校区・自主防災組
織連絡会の主導により
１４自主防災会が一同
に会する防災訓練を実
施したことで、防災意
識の向上に繫がったと
ともに共助の推進に大
きく貢献している。

危機管理課
自治振興費

池田地域コミュニティ
推進協議会事務所運営
推進事業

1,062 補助金   1,062
協議会活動を円滑に行うため、事
務作業の支援を行うほか、地域住
民への啓発及び情報発信を行う。

・池田市綾羽2-2-1　森山ビル西2Fに設置
・専属女性事務員1名、男性会員1名で運営。

・継続運営中。 全体の活動が集約・管理されている。

事務作業については短
時間の開所で効率的に
処理されているものと
評価。地域住民への啓
発や情報発信について
は今後の展開に期待。

コミュニティ推進課
自治振興費

「ちいさな絵本館」推
進事業

1,305 補助金   1,305

絵本の読み聞かせを通して地域住
民の世代間交流を推進する。一層
の内容の充実（蔵書・イベント・
情報発信等）を図り、こどもたち
の豊かな成長を応援する。

創立15年目を迎えた継続事業。
スタッフによる献身的な対応により、イベン
トも特におはなし会は好評で多数の来場者に
楽しんでいただけている。

幼児連れの利用に特化された。（リピーターが多い）
貸出による効果。（家計・時間・絵本に接する機会増など）
子育て世代のコミュニケーションの場になっている。

池田市立図書館とのすみわけを行い、ボラン
ティアスタッフの育成をしつつ、子育て世代
のコミュニケーションの場として継続する。

子育て世帯のコミュニ
ケーション促進の場と
して地域に定着してい
るものと認識。支援者
の育成について、地域
の理解・協力のもと人
的資源の発掘に期待。

子育て支援課
自治振興費

いけだ学園畑プロジェ
クト（ＭＴＰ）等支援
事業

204 補助金     204

池田中学校に設けたふれあい農園
について、学生が主体となりなが
ら運営を行う。また「平和のつど
い」に参加し、児童との交流を図
る。

継続事業

平成３０年度に整地した畑地で作物を栽培
し、収穫を行った。（池田中学校）
畑プロジェクトにおいては、豊作でさくら幼
稚園児の芋掘りができた。

自然とのふれあい体験の交流を行うことができた。

農園の管理や「平和の
つどい」の開催を通じ
て、地域と学校の連
携・協働を深めること
ができた。

地域教育課
自治振興費

キッズランド支援事業 123 補助金     123

池田小学校で行われている「キッ
ズランド」で使用する用品及び教
材を購入し、充実したキッズラン
ド活動を支援する。

教材の痛みや数の減少、監視員の不足
教材の購入により、多くの児童に利用されて
いる

教材を利用して、のびのびと活動している
児童に教材を大切に利用するように指導す
る。

新たに遊具を購入する
ことで、キッズランド
活動の充実につながっ
た。

地域教育課
自治振興費

計

事　業　名
提案額（千円）

概      要

6,971 事業提案限度額　12,329千円　次年度繰越金額　5,358千円

事業の効果実施後の状況実施前の状況 市担当課の評価市の総合評価今後の課題等
協議会における評価方

法

校区内の地域団体から
要望を集約し、提案に
繋げられている点を評
価。掲示板や公園な
ど、ハード面の整備を
重点的に進められてい
る一方、コロナ禍を経
てソフト面の事業が固
定化してきており、今
後の事業展開に期待。

各部会毎で評価（客観
的な指標も用いた）協
議会役員会で最終照査
してまとめを行った。



秦野地域コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推進
協議会事務事業

100 交付金     100
協議会の運営上必要な庶務的経費
の他、地域住民への啓発及び周知
に係る事務費。

コミュニティ推進課
自治振興費

防犯カメラ新規設置事
業

340
電気使用料  10
機器借上料 312
電柱等共架料18

安全で安心な暮らしの実現に向
け、街頭犯罪件数のさらなる減少
を図るため、防犯カメラを設置す
る。

不審者等の確認ができなかった 防犯カメラの新規設置をした
防犯カメラを設置したことで、確認することができ、犯罪の抑止力
にもなっている

必要な個所に防犯カメラを設置していきたい

地域防犯のため、積極
的に防犯カメラを設置
いただいている点を評
価するとともに、費用
対効果を勘案した管理
運用を望む。

危機管理課
自治振興費

防犯カメラ維持管理事
業

328
電気使用料  10
機器借上料 312
電柱等共架料 6

安全で安心な暮らしの実現に向け
設置した防犯カメラの維持管理を
行う。

不審者等の確認ができなかった 設置した防犯カメラの維持管理をした
防犯カメラを設置したことで、確認することができ、犯罪の抑止力
にもなっている

必要な個所に防犯カメラを設置し維持管理し
ていきたい

継続的経費について理
解の上、適切な維持管
理を望む。

危機管理課
自治振興費

地域内会館設備改修事
業

1,023 修繕料   1,023
地域内会館の設備改修を行い、利
便性を向上させる。（南畑会館・
渋谷会館）

地域内２会館のカーテンが老朽化していた カーテンを新しく付け替えた きれいになったことで使いやすくなった 必要な設備の回収を行っていきたい

会館の美観向上に高い
効果があったものと評
価。利用者の増加に寄
与することに期待。

コミュニティ推進課
地域集会施設管理費

地域掲示板設置事業 385
修繕料　　 332
ｼﾙﾊﾞｰｾﾝﾀｰ活用事業
委託料      53

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容を地域住民に知らせるため
の掲示板を、地域団体と共に使用
するとともに維持・管理・運営を
行う。

継続事業：ガラス張りにした掲示板の清掃
新規事業：東畑公民館の掲示板が老朽化して
いた

シルバー人材センターに年２回清掃を委託
公民館の掲示板を新しいものに取り替えた

清掃することによって清潔さが保たれ見やすくなった
マグネットでガラスの掲示板は使いやすくなった

掲示板の管理について地域住民と考えていき
たい

清掃を行い適切に管理
いただいており、広報
に有効な手段になって
いるものと評価。

コミュニティ推進課
自治振興費

ＡＥＤ管理事業 352 器具費     352
地域内の各会館に設置したＡＥＤ
について、使用期限が切れる本体
の更新を行う。

地域内会館に設置したAEDの本体の使用期限が
切れる

使用期限が切れる南畑会館のAED本体を交換し
た

安心してAED本体を使用することができる 地域住民へAED講習会などへの参加の呼びかけ

本体の更新を行い常に
正常に使用できるよう
管理している。共同利
用施設にAEDを配置す
ることは、多くの住民
の安心感を得ることが
出来るため今後も引き
続きAED設置・管理要
領に基づき、救命講習
の受講に努めていただ
きたい。

健康増進課
保健衛生総務費

秦野小学校設備改修事
業

1,181 修繕料　 1,181
子どもたちや地域が安全で快適に
使用できるよう、学校施設の設備
改修を行う。

体育館とプレイルームのカーテンが老朽化し
ている

体育館とプレイルームのカーテンを取り替え
た

体育館とプレイルームのカーテンを取り替えたことで暗幕の効果が
上がった

小学校と連携をとり、過ごしやすい環境へ支
援したい

地域と学校が交流する
場の環境を改善するこ
とができた。今後も適
切な備品管理をお願い
するところ。

教育総務課
学校管理費

市民レクリエーション
大会事業

400 行事報償金 400
地域のスポーツ振興会と子供会等
の地域団体が開催する事業を支援
する。

毎年度地域の協力も受け、レクリエーション
大会の準備・補助を行っている。

支援することにより、スムーズな開催ができ
た。

地域住民の大きなイベントになっている。
子ども会の活性化に寄与している。

自治会、こども会入会者の減少は止まらな
い。今後とも地域住民の参加率向上を図り、
自治会、こども会等の発展につなげていきた
い。

地域スポーツの振興、
地域住民へのスポーツ
機会の提供、住民同士
の交流を図ることがで
きた。

社会教育課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙等
発行事業

400 補助金     400

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容等を広く地域住民にＰＲす
るため、地域コミュニティ紙を全
戸に配布する。

年３回の「秦野まちづくりだより」の発行 年３回の発行をすることができた。

「お聞かせください！みなさまのこえ」では、地域内での要望を聞
くことができ、「お伝えします！みなさまの活動」では、地域内で
活動されている団体さんが協議会の事業に参加協力いただけること
となった

今後も活動のPRを進めて地域住民とのコミュ
ニケーションを向上させていきたい。協議会
の会員の募集も含め、啓もう活動及び行事参
加者増加に努めたい。

季節に合わせたデザイ
ンで、内容も簡潔にま
とまっていて読みやす
い。LINEを活用した運
用をこれからも継続し
てほしい。

広報広聴課
自治振興費

合同防災訓練事業 100 補助金     100
小学校児童と地域住民が合同で防
災訓練を行い、防災意識を高める
とともに地域住民と交流を図る。

秦野小学校３年生、４年生児童、保護者、南
畑公園自主防災会合同防災訓練を支援する

６月に秦野小学校・PTA・南畑公園自主防災会
合同訓練を実施し、１１月に地域での防災訓
練を実施した。

防災訓練を実施したことにより、地域の安全について考えることが
できた。

色々な体験ができるよう、防災訓練の内容を
検討する

小学生と地域住民が合
同で防災訓練を実施し
たことで、防災意識の
向上に繫がったととも
に共助の推進に大きく
貢献している。

危機管理課
自治振興費

校区盆踊り大会事業 200 補助金     200
スポーツ振興会と子供会等の共同
開催である盆踊りを支援する。コ
ミュニティ意識の高揚を図る。

スポーツ振興会・子ども会等で開催してい
る。
コミュニティ意識の高揚をはかる為に積極的
に支援をする。

備品などで共同開催を支援しており、参加人
数も増加している。

備品を備え、スポーツ振興会・子ども会への支援が充実したと思わ
れる。

踊りや太鼓の継承、参加する側から開催する
側への転換期の支援など

地域振興、地元の交流
の場づくりに寄与して
いるものと考える。

シティプロモーション
課
自治振興費

地域イベント活性推進
事業

938 補助金     938
地域の交流と地域活性化を図るた
め、地域活動を推進・支援してい
く。

あおぞらdeはたのフェスタ、雪あそび
あおぞらdeはたのフェスタは地域の方々が参
加・来場し盛況であった。ふわふわゴリラも
好評。雪遊びを開催することができた。

あおぞらdeはたのフェスタを開催することで、地域住民同士の顔合
わせができ、親睦をはかることができた。雪遊びを開催すること
で、子どもたちは普段見なれない雪にふれることができた。

もっと地域住民主体でできるようなことを考
えたい。雪遊びは、今後も栄村外の地域を確
保したい。

地域の方々が多く参
加・来場されたこと
で、地域住民同士の顔
合わせや親睦が図れた
ことは、非常に良い事
業効果であったと考え
る。

シティプロモーション
課
自治振興費

イベント備品整備事業 704 補助金     704
地域の交流と地域活性化を図るた
め、地域活動を推進・支援してい
くための備品等を整備する。

地域活動をするにあたって、備品の使用期限
がきたり、整備が必要な備品があった

地域活動に必要な備品の整備：
消火器の買い替え、テント天幕・テント袋・
音響設備

あおぞらdeはたのフェスタや地域の盆踊りなどで役に立っている。 地域活動に必要な備品の整備をしていきたい

地域イベントに必要な
備品を整備したこと
で、一層、地域活動が
円滑になったと考え
る。今後も地域内で有
効活用していただきた
い。

シティプロモーション
課
自治振興費

はたのひろば兼事務所
管理運営事業

990 補助金     990

地域内のコミュニケーションを密
にすると共にコミュニティ会員相
互の事務の効率化を図るため開設
したはたのひろば兼事務所につい
て、管理運営を行う。

はたのひろば兼事務所の平日開所の継続
平日は13時～17時開所。毎月、ミニイベント
を行っている。

会員の会議・打ち合わせ以外に立ち寄る方もさらに増えている。は
たのひろばを利用したミニイベントの開催も盛況

コミュニティ活動の拠点施設として事務所機
能を充実させるとともに地域住民・地域団体
の利用も促進。

週5の開設を継続し、
コミュニティ機能の維
持に寄与しているもの
と認識。

コミュニティ推進課
自治振興費

はたのひろば兼事務所
整備事業

837 補助金     837

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容等を広くPRするためのSNS
開設に向けた備品整備を行う。ま
た、車いすの方でも来訪しやすい
よう、ひろば入口にスロープを設
置する。

IT化に遅れていた　事務所に車いすで入れな
い

タブレット端末を整備、事務所の入り口にス
ロープを作った

タブレット端末から情報発信ができるようになり活動が広く知られ
るようになった。スロープから車いすで事務所に入れるようになっ
た。

コミュニティ活動の拠点施設として事務所機
能を充実させるとともに地域住民・地域団体
の利用も促進。

利用者が安心安全に訪
れられる事務所として
より地域に開かれた場
所になることを期待。
情報発信についてはよ
り一層の活用を望む。

コミュニティ推進課
自治振興費

地域ギャラリー維持管
理事業

50 補助金      50

コミュニティ事業の情報発信、地
域住民の作品掲載、地域行事等の
広報を行うためギャラリー掲示板
の維持管理を行う。

１カ月ごとに作品を入れ替えている。
備品の不足。

１カ月ごとに作品の入れ替えを継続
備品の充実

季節感のある作品も多く、足を留めて見ているかたもいる。
備品を整備したことで、取り外し・掲示がしやすくなった。

作品集めはまだまだ必要を感じている。いろ
いろな作品を掲示・展示していきたい。

作品の展示を通じて、
地域のつながりが生ま
れているものと評価。

コミュニティ推進課
自治振興費

農業体験学習事業 400 補助金     400

地域の子どもたちに農業体験を通
じて、地域交流を深めるととも
に、食べ物の大切さ、作り育てる
喜びを体験し、農業への理解を深
める。

継続事業：貸農園を使い畑で作物を作る過程
を学習している

地域で貸農園を使い、玉ねぎを収穫し、土地
を耕しサツマイモを植えて育て、収穫した秋
には玉ねぎを植えた。

普段、土を触ることが少ない子供たちに、育てる楽しみ、作物の出
来方、大変さが伝わった。

できるだけ多くの地域住民に参加してもらう
よう啓蒙活動をしたい

農業体験を通じて、地
域での交流を広げるこ
とが出来た。

みどり農政課
自治振興費

事　業　名
提案額（千円）

概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等
協議会における評価方

法
市の総合評価 市担当課の評価

各部会からの報告を受
け、役員会でまとめた
ものを総会で決定す
る。

市の本来の予算では手
の届かない部分の設備
修繕について、利用者
のニーズを反映し早期
に改善することができ
ているものと評価。
イベント事業について
は継続ばかりを前提と
するのではなく、地域
のニーズを捉えなが
ら、適宜見直し・ブ
ラッシュアップを図り
続けていただきたい。



秦野地域花いっぱい運
動支援事業

110 補助金     110
地域と学校が一緒に花を育て緑化
を進め笑顔のあふれる地域にして
いく。

毎年渋谷中学校・地域団体と連携して行って
いる。

渋谷中学校の生徒が花を育てるための、花
苗・土などを支援した。南畑公園と渋谷公園
で花を植え、花壇を整備するため支援。

中学校内と南畑公園・渋谷公園が花いっぱいになり花壇がきれいに
なった。

今後も継続的に支援し、地域に還元して花が
あふれる街を目指していきたい。

緑化事業の継続と、地
域とのふれあいの場を
更に広げることが出来
た。

みどり農政課
自治振興費

自然学習講習会・昆虫
育成事業

155 補助金     155
地域特有の自然と触れあい、自然
を学び、幼虫育成により親子のふ
れあいの場を提供する。

平成22年度から継続事業。カブト虫養育場で
育った幼虫を掘り出し飼育、腐葉土の入替用
意。

カブト虫育成の講習会、養育場へ腐葉土の入
替。

養育場の土の入替をすることにより、自然のかぶと虫の産卵場所に
最適となっている。子供たちは生き物の大切さを学習している。.

かぶと虫の養育を通じて今後も子供達に自然
の大切さを訴えていきたい。

飼育体験や昆虫とのふ
れあいを通して、貴重
な自然学習の場を設け
ることが出来た。

みどり農政課
自治振興費

計 8,993 事業提案限度額　11,215千円　次年度繰越金額　2,222千円



北豊島地域コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推進
協議会事務事業

100 交付金　   100
協議会の運営上必要な庶務的経費
の他、地域住民への啓発及び周知
に係る事務費。

コミュニティ推進課
自治振興費

防犯カメラ新規設置事
業

61
電気使用料    2
機器借上料   56
電柱等共架料  3

安全で安心な暮らしの実現に向
け、街頭犯罪件数のさらなる減少
を図るため、防犯カメラを設置す
る。

今回　北豊島交番が統合の為　連絡所にな
り、警察官が不在となり、地域の住民から不
用心の交番に代わる防犯カメラ設置の要望が
あった。

地域の住民に安心　安全感を与えた。 犯罪等発生した場合、確認等が出来るようになった。
北豊島地域において、安心　安全を図るた
め、他に必要であれば設置要望をお願いした
い。

地域防犯のため、積極
的に防犯カメラを設置
いただいている点を評
価するとともに、費用
対効果を勘案した管理
運用を望む。

危機管理課
自治振興費

防犯カメラ維持管理事
業

251
電気使用料  10
機器借上料 239
電柱等共架料 2

安全で安心な暮らしの実現に向け
設置した防犯カメラの維持管理を
行う。

防犯上で不安な箇所であったが安全安心なま
ちづくりの一環として防犯上強力な機器防犯
カメラの設置要望があった。

令和6年度府道10号線に1基新設、（豊島北国
道アンダーパス荘園公園付近置）計3基　地域
住民にとって防犯上安心安全効果に大いに役
立っている。

地域の安全　安心に大いに役立っている。
設置維持管理費用が大変だが出来ればもう少
し地域の安心安全の為、増設したい。

継続的経費について理
解の上、適切な維持管
理を望む。

危機管理課
自治振興費

地域行事活動促進事業 85 行事報償金  85

地域行事（校区盆踊り大会・校区
秋祭り等）に必要な備品等の支援
を行い、地域内行事の活性化を促
す。

日本の伝統行事のまつり、盆おどり等住民の
情報交換が希薄になっている昨今　今後も地
域行事を大切にしていきたい。

まつり　盆踊り等　人口の減少、高齢化に伴
い資金面で取りやめる所もあると聞きます。
行事報償金　少額ではあるが執行することで
住民対話も高まり活気ある行事が行われるよ
うになった。

地域の行事に参加者も増え、行事報償金は少額であるが各地域とも
行事維持資金として役立っている。

地域　場所により条件の違う状態にあると思
うのでそれぞれの行事報償金支払先の意見等
聞きより良い方向に配慮する必要があると感
じる。

地域内での対話も行わ
れることで、地域活性
化・交流のきっかけに
もなっており、良い
ツールにもなっている
と考える。今後も各地
域イベントで行事報償
金を有効活用していた
だきたい。

シティプロモーション
課
自治振興費

ＡＥＤ管理事業 704 器具費　　 704
地域内の各会館に設置したＡＥＤ
について、使用期限が切れる本体
の更新を行う。

AEDは万が一の時に、人の生命をまもるもので
あり、出来るだけ多くの公共施設に設地しな
ければならない。

AEDは北豊島プラザ・住吉会館・北豊島会館・
荘園会館の４ヵ所に設置されていて、今年度
は、北豊島プラザと荘園会館（故障）のAEDを
入れ替えました。

プラザ等で実施される会議、イベントが安心して行える。
AEDは万が一の時に、人の生命をまもるもので
あり、出来るだけ多くの公共施設に設地しな
ければならない。

本体の更新を行い常に
正常に使用できるよう
管理している。共同利
用施設にAEDを配置す
ることは、多くの住民
の安心感を得ることが
出来るため今後も引き
続きAED設置・管理要
領に基づき、救命講習
の受講に努めていただ
きたい。

健康増進課
保健衛生総務費

街路灯強化事業 62
電気使用料　12
修繕料      50

安全・安心なまちづくりの一環と
して防犯対策強化を目的に街路灯
を整備する。

道路照明は、路狭小、道路交通並びに道路交
差部、防犯上問題がある場所の安全を解消を
図る必要がある。

通学路や交通量の多い狭あい道路の照明が不
十分であると思われるところの交通安全を図
り、今年度は豊島南に１基と基設置しまし
た。

道路照明を設置ならびに灯器の新設並びにリニュウアルにより、夜
間でも明るく安心して通行でき交通安全が図れた。

狭あい道路で道路照明の設置が必要であるた
め、年次ごとに設置を進めていく。

街路灯を適切に維持管
理することで、夜道の
防犯対策に寄与するこ
とができた。

土木管理課
交通対策費

防犯灯強化事業 1,797 修繕料   1,797

安全・安心なまちづくりの一環と
して、夜間の広場を明るくし、防
犯対策強化を目的に防犯灯を整備
する。

ソーラー・LED照明灯＜第3号機＞設置済（豊
島野公園・荘園１丁目第２公園）は、治安・
災害時の避難場所として、活動中ですが、北
轟木公園第1号機も早10年が経過。蓄電池も
（５年持てば良い方ではあるが）寿命をはる
かに超過しており交換が必要である為、蓄電
池交換の実施を申請。
予定…（R5/7月）　場所　北轟木公園第1号
機）　予算…13.2万円

ソーラー・LED照明灯（1基）設置工事　設置
＜第5号機＞
設置場所…荘園1丁目第1公園（豊島野公園・
荘園1丁目第2公園、北轟木公園、北今在家広
場よりの展開）
現在、LED証明（電源供給式）は設置済み。全
体的にチョット暗い感であり、治安面での不
安有。※設置条件（利用度、規模、等）によ
り設置に適しコミュニティ協議会PRに最適の
テーマである。
設置時期R6/6　予算…1,665千円

ソーラー街路灯の効果は大きく、治安、災害
時の避難場所としての効果が従来同様、安心
して期待できる。
10年をはるかに超えたソーラー・LED照明灯の
蓄電池交換を完了。＜対象下記２箇所＞
既設／１）平成24年7月実施「豊島野公園内」
１基
既設／２）平成25年8月実施「荘園１丁目第２
公園内」１基
結果…(R6/6/7)完了　場所　北轟木公園第1号
機1基
費用…132.0千円　参加者　作業者1名、関係
者2名
地域住民への「太陽光による、屋外用LED照
明」設置における効果大。
設置…R6.5/20～/15完了
費用…1,665千円　参加数…作業者13名（関係
者5名）

・設置後の年数から見て、いつ切れてもおかしくない状態にある。
・コミュニティ協議会としての導入取組みPR活動　看板設置、広報
誌での紹介
・早目の交換が必要です。
・現状品に対しては、明るくなって安心です！とのお礼の言葉を頂
く。

・設置後の環境の変化を積極PRする。
・今後、公園を含め設置可能箇所への導入展開活動をすすめる。
・コミュニティ協議会としてのの導入取組みPR活動に貢献すること
を期待。
説明用プレート設置、広報誌での紹介を実施。

・設置場所に対する近隣住民とのトラブル防
止の為、自治会を含め十分説明をする。
・定期的に点灯チェックを実施し、状況確認
を定期化する。
・初期不良等の確認を十分実施します。

公園内の防犯対策を通
じて、地域の防犯に対
する意識が高まってい
る。ソーラー照明灯
は、停電時でも一時的
に使用することがで
き、地域にとって有用
である。

みどり農政課
公園費

市民レクリエーション
大会事業

150 行事報償金 150
住民間のコミュニケーションを図
る、校区レクリエーション大会に
必要な備品の購入を行う。

野外レクレーションでもある事から、コロナ
感染対策を充分に考慮しながら開催しまし
た。
プログラムも皆さんが参加できるように順番
など内容を考えました。

令和6年10月20日(日)午前9時～12時半にかけ
北豊島小学校グラウンドで実施、多くの方々
の参加で幅広い年齢層の方々が楽しまれた様
子でした。

多くの地域住民が親睦を深め、健康増進とコミュニティの輪を広げ
楽しまれました。

参加予定人数の把握が難しかった。

地域スポーツの振興、
地域住民へのスポーツ
機会の提供、住民同士
の交流を図ることがで
きた。

社会教育課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙等
発行事業

321 補助金     321

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容等を広く地域住民にＰＲす
るため、地域コミュニティ紙を全
戸に配布する。

協議会の活動内容を地域住民に告知するため
の広報誌として年間3回、7,500部を作成して
各戸に配布。

コロナウイルス感染症の収束傾向に伴い、地
域コミュニティの活動も活発さを取り戻しつ
つある。
コミュニティ紙のさらなる発信と内容の充実
が期待されている。

協議会メンバーの間では活動は活発であるが、協議会の活動が一般
住民に浸透・認知されているとは言い難い。

①広報誌の内容の充実を図りたい。記事内容
に新鮮さが欠ける。
②協議会メンバーが高齢化の傾向にある。青
年や、小学生の父兄といった若い人たちが協
議会に入会したいと思うような、魅力ある紙
面構成・記事内容を目指したい。
③編集開始から発行までの期間が長すぎる。
短縮を図りたい。

季節に合わせたデザイ
ンで、内容も簡潔にま
とまっていて読みやす
い紙面作成ができてい
る。

広報広聴課
自治振興費

防災訓練開催事業 20 補助金      20

協議会拠点でもあり、各種教室等
で多くの人たちが集まるきたてし
まプラザでの非常時に対する防災
訓練を行う。

北豊島地域において、令和６年１月１日の石
川県の能登半島地震を始め、将来予想される
「東南海地震」地球温暖化に伴う異常気象に
よる、局地的豪雨等の災害に備える必要があ
る。

きたてしまプラザに危機管理課より講師を招
き、災害時の対応実演講習することで万一の
災害に住民が「命を守る」一助となる様、訓
練を実施した。
参加者　33名

幼児から高齢者にわたり、防災に対する認識が深まった。

防災は、地震・大雨・火災等様々な災害があ
り、それぞれに沿った防災訓練を実施してい
きたい。
又　繰り返し訓練を行うことで体に覚えさせ
る事が必要である。

災害時における地域の
防災力向上に期待する
とともに、地域住民を
巻き込んだ活動は、共
助の推進に大きく貢献
している。

危機管理課
自治振興費

地域防災体制強化等事
業

50 補助金      50
新設自治会への資機材配備を充実
させ、地域の防災体制の強化・推
進を図る。（第２荘園自治会）

校区に７自主防災組織があるが歴史の防災組
織　新しく設立された防災組織等があり、防
災設備も格差がある。必要とする防災設備も
資金の関係で困難であった。

今年度より補助金　少額ではあるが順次防災
設備の不足設備が購入等が出来た。（今年度
荘園２丁目防災組織）

一挙に防災設備を整える事は困難としても徐々に充実させていきた
い。

市の予算上設備投資は困難な様なので池田市
自主防災組織機材助成交付金申請等で防災設
備充実していきたい。

防災備蓄品の購入を行
い防災体制強化に取り
組んでいる。

危機管理課
自治振興費

避難行動ウォーキング
事業

18 補助金      18
避難場所や移動ルート、移動方法
の確認を行い、日頃からの安全へ
の意識を高める。

「最近災害が多発しております！」
【日々の安全確保の認識自覚】を身に着け
る。
１）避難場所の把握　２）移動方法　３）移
動ルートの問題点を熟知　４）移動訓練を実
施　☞　５）問題点の洗出をし改善活動を計
画しました。
＜計画＞開催１回／年　予定（R6/5月）、行
動「荘園」「豊島南」「住吉」地区～北小
「防災備品倉庫」　予算…1.8万円

【重点１】活動拠点、中心となる人物の選定
をしました。
１－１…今回の対象地区は、「荘園」「豊島
南」「住吉」地区に限定。
１－２…「リーダー」を高校、中学生!!「サ
ブリーダー」を小学生とする。
※災害時の学生の判断力／活動力と「幼児／
高齢者」を引率する能力に期待、任せまし
た。但し安全確保には、保護者にお願いしま
した。
【重点２】集合先は「北豊島小学校防災備品
倉庫」見学とする。
※最終的に「ルート図」「問題点メモ」を提
出願いました。
結果…R6/9/15am9:30～11:00完了　参加者…
34名　費用…21,465千円

①「第１回目の開催に、皆様のご協力頂いた事に深く感謝いたしま
す。
②身近な災害への対応力を付け防災意識充実の目的は、果たせたと
思います。
③今回の実践で「ルートでの危険個所・物・状況判明」「防災倉庫
保管品」を確認できたことは、大きな収穫です。

・避難訓練をも兼ねておりますが、事前準備
不足は歪めません。反省
・年少の子供さんから中学生まで、幅広い事
業の立案が不可欠であり、準備不足は、次回
開催の大きな課題とさせて頂きます。

中学生・高校生をリー
ダー、小学生をサブ
リーダーとして確立
し、災害時の学生の判
断力や活動力及び幼
児・高齢者を引率する
能力に期待し、訓練で
きたことは、非常に効
率的・効果的であり今
後に役立つものであ
る。

危機管理課
自治振興費

事　業　名
提案額（千円）

概      要 市担当課の評価実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等

各部会でまとめられて
いたものを役員会で決
定する。

一部の事業において事
業実施が叶わなかった
ことは遺憾であるが、
きたてしまプラザを拠
点に、さまざまな地域
の団体と連携した幅広
い事業展開を行ってお
られる点を評価。若年
層の加入による機動力
の向上を契機に、組織
力を高めていっていた
だきたい。

協議会における評価方
法

市の総合評価



きたてしまプラザ活用
事業

2,585 補助金　 2,585

地域住民相互の交流の拠点として
住民対象の文化教養教室、子育て
支援活動、中学生学力向上のため
に「池田ふくまるはばたき塾」開
講支援等を行うとともに高齢者等
憩いの場としての談話室の使用活
動を行う。

きたてしまプラザを地域住民相互の交流拠点
として、住民対象の文化教養教室（うたうプ
ラザ　気功護身術　囲碁将棋教室）子供支援
活動（あそびの広場　スマイルン）を続けて
いく。又談話室も完成し、本格的に高齢者等
憩いの場として有効活用していきたい。

今年度はコロナ禍の影響も少なくなり、通常
活動に戻しております。協議会の拠点として
又各種文化教室開催場所　子育て支援　地域
住民相互交流　親睦の場として開放運営する
目的で十分に活用されています。
（利用回数及び参加者 1,087回 10,048人 教
室 259回 2,959人）

当協議会の拠点として、地域住民にも認知され、利用者も多くなっ
てきております。

今後も多くの地域住民に利用される協議会拠
点として運営していきたい。
高齢者、地域の方々どなたでも気軽に利用で
きるプラザにしたいと考えております。

本施設を拠点に開講さ
れている各種教室や事
業は多くの方に利用さ
れており、地域住民の
交流創出に寄与してい
るものと認識。

総務課
自治振興費

きたてしまプラザまつ
り事業

60 補助金      60
協議会の活動状況を年に１回、地
域住民に広くＰＲすることを目的
として祭典を開催する。

北豊島地域コミュニティ推進協議会活動状況
PRの場として、新型コロナ、インフルエンザ
等感染対策を充分行い実施しました。

令和６年１１月１７日(日)１０～１２時に北
豊島プラザで実施。
１００人以上の参加があり楽しまれ好評でし
た。

多くの参加者で、住民のコミュニケーションが図られました。
準備、片付け時に男性の力が必要なため、事
前の協力依頼が必要でした。

地域行事を通して住民
さん同士コミュニケー
ションを図れることは
非常に大切だと考え
る。多くの方々が来場
され好評を受けたとの
ことで地域のお祭りと
して引き続きコミュニ
ティの創出に努めてい
ただきたい。

シティプロモーション
課
自治振興費

地域医療講座開講事業 10 補助金      10
高齢社会に向けて、認知症等の防
止・改善等に対する講座を開催す
る。

医療関係者による医療講座を受ける機会が少
ない中、地域住民に役に立つ医療関係の講座
を定期的に開講する。

R6/10/24　石橋巽地域包括支援センターの講
師を迎え、認知症予防健康管理口座を開講。
受講者52名。予防について理解できた。

認知症防止にはどのように対応すべきか勉強になった。

今回は地区福祉協議会にも声をかけ、今後も
合同で受講を進めていきたい。
来年度も講座内容を考慮し継続開催を進めて
いきたい。

認知症の方やその家族
が住み慣れた環境で自
分らしく暮らし続ける
ためには、認知症に対
する地域の理解を深め
ていくことが重要であ
るため、引き続き活動
を進めていただきた
い。

地域支援課
自治振興費

子育て支援事業 663 補助金     663

あそびの広場（年間49回）を開催
し、紙芝居や絵本、ＴＶシアター
等親子のふれあい遊びと子育ての
悩み等を関係者とともに語り合
う。

（ロケットキッズ）
０才から保育所を利用される方が多くなり、
ベビーマサージを再開してもロッケットキッ
ズ利用者増加には繋がりませんでした。
ベビーマサージを英語リトミックに変更し、
ランチタイム、おやつタイムを再開しまし
た。
あそびの広場は１日参加組数限定を解除し、
予約制を続けて実施しました。
（スマイルン）
子どもの成長に不安や心配を抱いているお母
さんや子どもとの関わり方、遊び方が分から
ないお母さんに、親子遊び（体遊び）を通し
て笑顔になる子育てを保育士がお手伝いでき
たらいいなと思って活動を始めました。

（ロケットキッズ）
ランチタイム、おやつタイムを再開すること
で、午前・午後を通して利用する方が増えま
した。また、みんなと一緒に食事すること
で、食事のマナーを守れるようになり、喜ん
でいるお母さんもいました。
英語リトミックの参加者が増えロケットキッ
ズの存在を広く知ってもらえました。
（スマイルン）
活動に必要な遊具を購入でき、支援内容も充
実し、幼稚園や保育所、療育に通うまでの遊
びの経験を積む場としてスマイルンを利用さ
れました。

（ロケットキッズ）
子育て中のお母さん達の情報交換の場所だけでなく、子育ての悩み
を一緒に考え合うようになり、気軽に今困っている事を話せる場に
なっていました。
（スマイルン）
子育てで悩む保護者が毎週関わりの経験を積むことにより、子ども
が確実に成長する姿を実感することが出来ました。それより、親子
の笑顔が増えた。また、子育て相談会を開催することにより、悩み
事を一緒に共有し、共感し合える時間を持つことが出来ました。

（ロケットキッズ）
英語リトミックの参加者が増えましたが、通
常のロケットキッズ参加に繋がらず、ロケッ
トキッズ利用者の増加が課題です。
（スマイルン）
子育てに悩み、困っている方に活動情報を伝
えることが出来るよう、子育て支援の関係機
関と繋がり協働していくにはどうするのか、
大きな課題があります。

親子の交流の場として
地域に定着しているも
のと認識。地域の社会
資源を発掘・活用しな
がら、新規の方の参加
を促すような取組を期
待。

子育て支援課
自治振興費

環境美化ウォーキング
事業

37 補助金      37

継続的に地域の清掃活動を行うた
めに必要な用具を購入し、子ども
たちを含む地域住民が地域美化運
動を展開する。

北豊島地域内の環境改善の為、地域を分割し
ゴミ等を拾いながら、ウォーキングを通じ
て、「ゴミの発生場所と分析」を実施しゴミ
撲滅美化活動と健康に気をつける。地域住民
と協力しあい、ゴミを出さない為の啓蒙活動
を強化する。＜コロナの猛威収まらず状況確
認対策要＞
　計画…2回/年予定（R6/9、R7/3）、場所…
「住吉、豊島北地区」。予算…3.7万円

本年度の「環境美化ウォーキング事業」は＜
すべて中止＞
実施日‥第1回目R6/9月は＜中止＞、計画変更
の理由はコロナ対策が最大の要因である。完
全なコロナウイルス対策をした上で実施する
べきでした。
第2回目…R7/3月も＜中止＞、今後は「コロ
ナ」から「インフルエンザ」の大流行によ
り、R7/1月～2月中＜A型＞⇒R7/2月中～3月＜
B型＞と感染が広がり、小中学生から高齢者ま
で拡大した為やむを得ず中止の措置をとる。
参加者…00名　費用…00.0千円
結果…第1回目/第2回目とも《中止》生命に危
険あり！！

ウォーキングにより、・気持ち・見る目の変化・四季の変化、地域
の変化を感じ、コロナ対策はそれなりに実行し十分な効果は得られ
ました。
・小学生、中学生の参加により継続性が期待出来たのではと感じま
した。

・コロナ・インフルエンザ対応に適した事業
活動を計画致します。
・子供～高齢者まで、安全で安心な活動を立
案し継続を心がけます。
・来年度以降は、開催時期の検討も十分考慮
します。

事業未実施により未評
価

環境政策課
自治振興費

環境にやさしいエコ
クッキング講習会開催
事業

40 補助金      40

食材調達から料理、楽しい食事、
後片付けまで、環境に配慮した家
計に優しいクッキングスタイルの
講習会を開催する。

＜キッチンからできる地球への思いやり＞を
テーマに、毎日の食材調達から料理、そして
楽しい食事、後片付けまで環境に配慮する
（エコロジー）だけでなく、「アレンジレシ
ピで効率よく使いこなし、色々な工夫で無駄
をなくしましょう
＜季節毎テーマ（ワンプレートクッキング＞
を立案！！
＜コロナの猛威収まらず、状況確認対策次
第。＞にて実施の可否決定
予定…１回/年（R6/8or R6/12月）　予算…
4.0千円

本年度の｛コロナ拡散状況を見て｝募集時に
コロナへの恐怖心を脱ぐへず、開催延期！！
その後、「コロナ」から「インフルエンザ」
の大流行により、R7/1月～2月中＜A型＞⇒
R7/2月中～3月＜B型＞と感染が広がり、小中
学生から高齢者まで拡大した為、やむを得ず
中止の措置をとる。生命に危険あり！！
＜参加辞退＞が相次ぎ、やむおえず本年は見
送りと致しました。
結果…中止　費用…0.0千円

「一貫したエコロジー」を身をもって実践が出来なかったのは残念
です。

日頃何気なくやっている事であるが、新鮮な
感覚にて自然に身につけてもらう。
感染症対策に対する対応も重要なファクター
として十分な対策要。季節感を考慮してもら
う。『継続が重要課題』であった。

事業未実施により未評
価

環境政策課
自治振興費

北豊島地域花いっぱい
整備事業

110 補助金     110

地域の子ども達が安全に遊べる場
の提供として、豊島北２丁目公園
に花壇を作り花を育て、地域住民
の憩いの場とする。また北小生が
育てた花を地域の施設に配布し、
地域全体に潤いをもたらす。

豊島北二丁目公園にて「地域の高齢者休憩
所、幼い子供たちの遊び場、若いお母さんへ
の憩いの場を提供」し、四季の変化を体感し
てもらう。地球温暖化の影響による暑さ対策
にも効果あると考えます。
予定…2回/年（R6/6,R6/11）　予算(2回分)…
5.0万

＜コロナ対策にて、コロナ感染防止可と判断
（例、検温・マスク・消毒。他）＞し実施致
しました。
実施場所…豊島北二丁目公園
園芸高校の先生/生徒さんの指導を受け、花壇
に季節にあった草花を植替え、いやしを与え
楽しんで頂く為実施。市役所の関係者も参加
頂く
誰でも、気楽に参加できる環境つくりによる
輪の展開を心掛けます。
結果…2回/年（第1回目R6/6/22、第2回目
R6/11/24）完了　費用…50.0千円
参加者…32名（関係者　子供…6名、園芸…6
名、市…2名）

地域・季節における美化活動への意識付けをＰＲ。花の植え方・育
て方等の実地講習を受け、花を可愛がる心に潤いを与え、子供が安
心して遊べる安全で清潔な公園と喜ばれております。花泥棒も多少
減り、徐々に効果が出てきた模様です。

①子供～高齢者まで、安心して和やかに過ご
せる場所の確保。年2回の花植え実施に園芸高
校の先生/生徒さん・地域住民の皆さんの一層
の協力を頂く事が必要です。園芸高校の先生
には、担当先の変動があり引継ぎ等の問題解
決も重要です。
R7年度担当交代です…

地域のつながりが薄れ
つつあるなかでも、園
芸高校と交流し、美化
活動への意識向上と共
に憩いの場が提供出来
ている。

みどり農政課
自治振興費

計 7,124 事業提案限度額　8,692千円　次年度繰越金額　1,568千円



くれは地域コミュニティ推進協議会

所　管　課

説明 科 目（目）

青パト隊パトロール活
動事業

272
修繕料      10
保険料      17
補助金     245

青パト隊による地域巡回活動を行
い、各種犯罪の抑止に努め、安全
な地域環境をつくる。

青パトでの呉服小学校区内巡回パトロール実
施により、各種犯罪の抑止効果を図る。

呉服会館敷地内に設置した青パト駐車場を拠
点に、隊員による巡回回数や巡回範囲の拡充
を図ることで地域の安全確保ができている。

呉服小学校区内の細い道まで巡回範囲を広げることにより、各種犯
罪の抑止効果に車両を活用できた。

より一層の巡回活動の充実を図る。
今後も引き続きパト
ロール活動の強化に努
めていただきたい。

危機管理課　一般管理
費
／
総務課　財産管理費

地域内会館設備改修事
業①

270 修繕料     270
地域内会館の設備改修を行い、利
便性を向上させる。（満寿美会
館）

地域内における会館施設の設備が老朽化して
いる。

地域内における会館施設の設備を改修し地域
住民の利便性を向上させることにより、利用
者の賛辞の声を届いた。

老朽化した設備を改装することにより高齢者も利用しやすくなり大
いに歓迎されている。

他の共同利用施設等の設備も改修を検討して
いきたい。

本事業によって、より
利用しやすい施設に
なったものと認識。

総務課
財産管理費

地域内会館設備改修事
業②

223 修繕料     223
地域内会館の設備改修を行い、利
便性を向上させる。（姫室・室町
会館）

地域内における会館施設の設備が老朽化して
いる。

地域内における会館施設の設備を改修し地域
住民の利便性を向上させることにより、利用
者の賛辞の声を届いた。

老朽化した設備を改装することにより高齢者も利用しやすくなり大
いに歓迎されている。

他の共同利用施設等の設備も改修を検討して
いきたい。

利用者のニーズに応じ
た設備改修が出来たも
のと評価。
会館利用者の増加に寄
与することに期待。

コミュニティ推進課
地域集会施設管理費

地域内会館備品整備事
業

132 庁用器具費 132
地域内会館の備品整備を行い、利
便性を向上させる。（姫室・室町
会館）

地域内にある会館施設の備品が老朽化してい
て安全面で不安がある。

共同利用施設の老朽化した備品を新規に買い
換える、改装、装備することにより、利用者
の賛辞の声を届いた。

老朽化した備品を新規に買い換える、改装、装備することにより企
画行事が円滑になり大いに歓迎されている。

他の共同利用施設等の備品も買い換えを検討
していきたい。

利用者の利便性向上に
資するものと評価。
会館利用者の増加に寄
与することに期待。

コミュニティ推進課
地域集会施設管理費

地域掲示板設置事業 453 修繕料     453

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容を地域住民に知らせるた
め、掲示板を設置する。また、地
域団体と共に使用出来るようにす
る。

地域内にある掲示板の老朽化が激しいため、
広報活動に支障があった。

老朽化した掲示板に変わり、新たに設置した
掲示板は、ワイドで大きなポスターも充分張
ることができ、住民からも賛辞の声があっ
た。

ワイドで見やすい掲示板に付け替えたため、地域の広報活動が活発
化した。

地域のお知らせや地域コミュニティ推進協議
会の活動も、この掲示板を通じて地域住民に
広く知らせることができる。今後も広報活動
の充実を図る。

掲示板の増設による広
報効果の高まりを期
待。今後適切な管理維
持をお願いするとこ
ろ。

コミュニティ推進課
自治振興費

街路灯強化事業 69
電気使用料  19
修繕料      50

夜間の事故や犯罪を未然に防ぐた
め、街路灯の設置及び維持管理を
行う。

地域内の街並みでうす暗い道路等に街路灯を
設置し、安全確保に努める。

地域内に街路灯を設置することにより、夜間
の安全を確保することができた。

市民が通行する道路に街路灯を設置したことで、地域住民から安心
して夜間の通行ができるとの喜びの声が聞こえてきた。

地域内のうす暗い場所等に安全確保のため、
街路灯の設置を進めていきたい。

街路灯の設置により、
地域内の夜間交通の安
全確保が図られた。

土木管理課
交通対策費

道路安全対策事業① 144 修繕料     144
歩行者の安全を確保するため、見
通しの悪い交差点にカーブミラー
を設置する。

交通事故等の危険をはらんでいる交差点に安
全な施策を推進して事故の防止を図る。

カーブミラーの設置により、安全性が向上し
た。

カーブミラーの設置により、子どもやお年寄りを交通事故から守れ
るようになった。

地域内には、まだまだ危険な個所が点在して
いるので、カーブミラーの設置を順次検討し
ていきたい。

道路反射鏡の設置によ
り交差点通行の安全性
が向上した。

土木管理課
交通対策費

呉小吹奏楽クラブ支援
事業

476 校用器具費 476
呉小吹奏楽クラブの楽器購入を支
援する。団体の活動支援を行う。

呉服小学校の吹奏楽クラブの楽器が老朽化し
ていて、正確な音程を出せない状態である。

老朽化した楽器を新規購入することで、古い
楽器を新しく入ってくる児童の練習用に活用
している。

新しい楽器演奏で技術の向上に役立つとともに、練習用の楽器がで
きたことで更なるレベルアップが図れ「日本管楽合奏コンテスト最
優秀賞」を受賞した。

年々老朽化する楽器を計画的に買い替えする
こがこれからも必要と思われる。

使用可能な楽器の一層
の充実により、児童の
演奏技術の向上に繋
がった。

教育総務課
学校管理費

市民レクリエーション
大会事業

350 行事報償金 350
地域のスポーツ振興会等が開催す
る事業を支援する。コミュニティ
意識の向上に努める。

地域のスポーツ振興会が開催している市民レ
クリエーション大会を支援する。

当協議会が行事報償金として支出すること
で、地域住民のコミュニティ意識の向上を図
る。

市民レクリエーション大会に当協議会が参画することで地域住民の
コミュニケーションの向上が図れた。

他地域の行事報償報奨金とも検討し、校区の
市民レクリエーション大会が活性化するよう
努める。

地域スポーツの振興、
地域住民へのスポーツ
機会の提供、住民同士
の交流を図ることがで
きた。

社会教育課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙等
発行事業

519 補助金     519

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容等を広く地域住民にＰＲす
るため、地域コミュニティ紙を全
戸配布する。

協議会の存在や活動内容について、地域全体
に広報することで理解をしてもらっている。

未実施
今後も益々内容の充実を図り、毎年実施して
いる事業のお知らせや協議会への参加を促進
していきたい。

事業未実施により未評
価

広報広聴課
自治振興費

合同防災訓練事業 240 補助金     240

不慮の災害時、地域住民と協力し
難局を乗り越えられるよう、住民
相互による協力関係を構築するた
め、呉服小学校区内の合同防災訓
練を実施する。

校区内での防災訓練は、８自治会で実施し
て、実際の災害が発生した場合を想定した上
で、地域住民同士が一体感を得ることができ
た。

呉服小学校の校庭で、合同防災訓練（８自治
会）を実施することで、地域住民同士が一体
感を得ることができた。

不慮の災害時、自主防災会と地域住民が協力して難局を乗り越える
事ができるよう、相互信頼の構築ができた。

防災訓練の内容をより充実させることによ
り、地域住民との信頼関係をさらに向上させ
ること課題と思える。

災害時における地域の
防災力向上に期待する
とともに、地域住民を
巻き込んだ活動は、共
助の推進に大きく貢献
している。

危機管理課
自治振興費

くれは祭り開催事業 700 補助金　   700

くれは祭りを各種団体と協働で開
催する。地域の人と人との繋がり
を深め地域コミュニティの活性化
を図る。

くれは地域内のコミュニィケーションの充実
を図ることを目的にPTAと合同で祭りを開催す
る。

呉服小学校において、くれは校区の住民であ
る子供からお年寄りまで楽しめるイベントを
開催した。地元の参加団体を募集し、店舗と
ステージ以外にも無料の子供用遊具を設置。

あいにくの雨でしたが、くれは小学校区の子供から大人まで参加し
てもらい大盛況だった。ステージや遊具は無料、店舗は格安の値段
だったので大好評だった。

地域内のコミュニィケーションを今後も積極
的に図り、地域のつながりを広げていきた
い。

地域内の各種団体とコ
ミュニケーションを取
りながら進めている点
が特に良い点と考え
る。関わる団体が増え
れば増えるほど調整等
大変かと思うが、引き
続きコミュニケーショ
ンを取りながら地域の
繋がりを広げていって
いただきたい。

シティプロモーション
課
自治振興費

地域イベント備品整備
事業

218 補助金     218
地域で開催されるイベント等に使
用する備品を整備し、地域の活性
化を図る。

地域で開催されるイベント等に使用する備品
を整備し、地域の活性化を図る。

地域で開催されるイベントに使用する備品を
整備できた。

イベント等に使用して好評だった。 必要な備品をそろえていきたい。

購入テントを地域で開
催されるイベント等で
使用することにより、
地域の活性化を図るこ
とができたと考える。

シティプロモーション
課
自治振興費

地域コミュニティ推進
協議会拠点管理運営事
業

2,599 補助金   2,599
呉服会館を地域コミュニティの拠
点施設として管理運営を図る。

共同利用施設呉服会館の一室を地域コミュニ
ティ推進協議会の活動拠点として、備品等の
整備を進めている。

地域コミュニティの拠点として、「WiFiの導
入」など地域活動の活性化が図られた。

協議会における役員会や各部会の活動が活発に展開され、地域分権
推進に大いに役立っている。

小会議室の再整備と備品購入で協議会活動の
更なる活性化を図る。

シルバー人材センター
を活用して、管理人不
在時の館内の安全確保
にも努めていただいて
いる。

コミュニティ推進課
自治振興費

リユース活動事業 60 補助金      60
家庭で不要になった子ども服等を
融通しあうことでリユースを推進
する。

衣服に名前を書いてしまっているような衣料
品は店舗での引き取りをしてもらえず捨てて
しまわなければならないので、融通しあう家
庭で不要になった子供服をリユースする

とても好評で、来年もぜひ開いてほしいとい
う言葉を頂いた。

地域分権の子育て世代への認知度が上がった。
どうしても衣類が余ってしまうので余った分
を施設等へ寄付したい。

特に子育て世代に有効
なリユース事業であ
る。対象世代のコミュ
ニティ形成にも有効と
考える。

環境政策課
自治振興費

道路安全対策事業② 330 補助金     330
児童が登下校の際に利用する通学
路にグリーンベルトを設置し、児
童の安全を確保する。

児童の登下校時に利用する通学路に、交通事
情の激しい危険な箇所があり、交通事故が発
生しないかと気になっていた。

グリーンベルトで歩行者の安全が向上した
地域内には、まだまだ危ない箇所があるの
で、順次設置に向けて対応したい。

グリーンベルトの設置
により、通行の安全性
が向上した。

土木管理課
自治振興費

呉服小学校花いっぱい
運動支援事業

180 補助金     180
地域と学校が一緒に実施する「み
んなで育てる花いっぱいプロジェ
クト」活動の支援を行う。

地域と学校が一緒になって花を育てる活動を
支援する。
満寿美町内にあるプランターの手入れ

「みんなで育てる花いっぱいプロジェクト」
活動を支援する。
満寿美町内に緑が増えた

呉服小学校と地域が一緒になって花を育てるプロジェクトに参加
し、子ども達が花を育てる喜びを感じ、感性豊かな心を育む事がで
きた。
地元の方々に好評を得た

感性豊かな子ども達を育てていく事業にも、
今後とも積極的に対応していきたい。

花を育てる活動で感性
を育み、且つ地域と学
校との更なる連携強化
が期待できる。

みどり農政課
自治振興費

グラウンドゴルフ実施
事業

90 補助金      90
高齢者と若者が一緒にグラウンド
ゴルフを行い、スポーツを通じて
地域コミュニケーションを図る。

グラウンドゴルフの普及とスポーツを通じて
の地域のコミュニケーションを図る。

担当するメンバーが高齢のため交代したので
準備段階

大会開催に向けて準備が進んだ
今後の広報活動や運営の方向性に検討の余地
あり。

計画通り事業を実施で
きなかったところ。用
具は購入されたので、
次年度以降のイベント
実施を期待する。

社会教育課
自治振興費

キッズランド支援事業 30 補助金      30
呉服小学校で行われている「キッ
ズランド」で使用する用品を購入
し、子育て支援を推進する。

地域内の呉服小学校のキッズクラブに遊具備
品を整備し、子育て支援を推進する。
要望が市民からあった。

地域内の呉服小学校のキッズクラブに遊具備
品を整備することにより、子供たちの環境が
改善した。

子育て世代の市民は日々負担増であるが、少しでも安心安全の助け
になっているので大いに歓迎されている。

今後も支援していく。

新たな教材等を購入す
ることで、キッズラン
ド活動の充実につな
がった。

地域教育課
自治振興費

計

事　業　名
提案額（千円）

概      要

7,355 事業提案限度額　7,675千円　次年度繰越金額　320千円

実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等
協議会における評価方

法
市の総合評価 市担当課の評価

各事業責任者の意見を
聴き、協議会で決定す
る。

コロナ禍による活動制
限が緩和される中、一
部の事業について実施
できなかったことは遺
憾。事業実施に当たっ
ては、あらかじめ事業
計画と役割分担を明確
にし、計画的な予算執
行と会員間の負担の偏
りがないようお願いす
るところ。



石橋地域コミュニティ推進協議会

所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推進
協議会事務事業

100 交付金　    100
協議会の運営上必要な庶務的経費
の他、地域住民への啓発及び周知
に係る事務費。

コミュニティ推進課
自治振興費

防犯カメラ維持管理事
業

585
電気使用料　 24
機器借上料  561

安全で安心な暮らしの実現に向け
設置した防犯カメラの維持管理を
行う。

交差点等の一部が死角になり、安全面に難あ
り、及び、不審者/犯罪者の逃走経路となるの
では等の指摘があり、継続を要望。

設置個所も増え、安全で安心な暮らしが出来
る。又、第三の目（者）による長期休暇（夏
休み/大型連休）等の不在期間中の見守りが可
能となる為、安心感あり。

設置個所が増えたことによる各犯罪抑止効果ありと判断します。…
継続

リースのような、安価な設投で、管理費の低
減を図る。
又、家庭用防犯装置費用支援/援助策を提案
し、各家庭への防犯装置設置希望者を募り、
自らの防犯意識向上を促進させ、地域一丸と
なった防犯対策を実施する。
又、他地域(行政)が取り組んでいるドローン
等（ドローンに替わる代替品…模索中）を活
用した防災/防犯体制及び地区放送（全戸への
緊急避難速報/警報）他携帯を活用した見守り
も再度提案/検討し維持管理(費用/資格免許/
教育含め)の促進。…継続

継続的経費について理
解の上、適切な維持管
理を望む。

危機管理課
自治振興費

地域行事等活動促進事
業

400 行事報償金  400

納涼大会等を実施する地域団体に
電気設備設営及び活動運営を支援
して、コミュニティ活動の充実を
図る。

納涼大会は地域にとって大切な意義のある事
業で地域の人々の重要なコミュニケーション
の場である。

年々、電気設備及び活動運営が高騰し支援す
ることにより多少の苦労は軽減されている。

電気設備等の支援をすることにより、ますます大勢の人々が集まり
楽しめることが出来ていると思う。

年々、種々雑多な物が値上がりし、来年度は
もう少し援助を増やすべきと思う。

納涼大会は石橋地域に
とって非常に大切で大
変盛り上がるイベント
であると認識してい
る。その中で電気設備
費用は必要不可欠なも
の。値上げに対しては
引き続き情勢を注視し
つつ検討していただき
たい。

シティプロモーション
課
自治振興費

道路安全対策事業 350 修繕料　  　350

歩行者が安心して通行できるよ
う、車のスピード抑制シートの設
置を行う（呉羽の里記念碑通
り）。

呉羽の里地域内において、紀念碑通りにおい
ては、交通量が多く歩行者の安全を確保する
必要があった。

歩行者が安心して通行できるように車のス
ピードが緩和させる効果について、今後とも
確認してゆく行必要がある。

シート設置後は、車からの眺めは、何かがあると確認でき、アクセ
ルから足を上げる感じになりスピードが出ないと感じられる。

現在１個所施工したが、１個所では瞬時に通
過してしまい何があったかわからないので、
複数個所の施工を実施し効果を上げる必要が
ある。

路面標示の設置によ
り、通行の安全性が向
上した。

土木管理課
道路維持費

コミュニティ倉庫設置
事業

848 修繕料　　  848
地域行事備品の保管倉庫を石橋小
学校敷地内に設置する。

不要になったパイプ椅子等を屋外での地域行
事に使用のための保管場所に困っていた。

会館や他の倉庫に預かってもらってる備品を
１ヵ所に集めることができた。

どこに何が収納しているのかがわかり、手伝う人々が作業しやすく
なった。

学校や他の団体に収納させてもらっている備
品は、できれば１ヵ所に集めたいが今の倉庫
では手狭である。

大容量の倉庫を整備す
ることで、備品を１ヵ
所で管理でき、利便性
の向上に繋がった。

教育総務課
学校管理費

石小吹奏楽部支援事業 1,730 校用器具費1,730
地域イベント等でも活躍する石橋
小学校吹奏楽部の楽器購入を支援
する。

石橋小学校吹奏楽部が、老朽化した楽器や借
りてきた楽器で練習をしていた。前年全国大
会に出場したことにより入部者が増え、楽器
が足らなくなっていた。

輝きのある楽器で演奏をすると部員達の練習
に向かう姿勢やる気があふれ出ていた。

不足していた楽器を買い足したことにより、全国大会では素晴らし
い金賞という結果を残してくれた。

全国大会に出場したことにより4年生の部員が
たくさん入部し、ますます楽器の数が足らな
くなっている。来年度も応援する可能性が出
てきた。

使用可能な楽器の一層
の充実により、児童の
演奏技術の向上に繋
がった。

教育総務課
学校管理費

市民レクリエーション
大会事業

250 行事報償金  250

地域のスポーツ振興会等が開催す
る事業を支援する。スポーツ意識
の向上とコミュニティ活動の充実
に努める。

校区の48年続いている事業で、大勢の地域の
子供達や人々が楽しみにしており、この事業
の大切さを痛感している。

この運動会を実施するとこにより地域の人々
がお互いにコミュニケーションを図り、近隣
の人々と言葉を交わし顔見知りになる。

地域の人々が顔見知りになり言葉を交わすことで、よりお互いにコ
ミュニケーションを図り地域活性の一助となる。

これからもますます皆が楽しみ喜ばれる大会
とするため、この会の充実を図るために援助
を必要とする。

地域スポーツの振興、
地域住民へのスポーツ
機会の提供、住民同士
の交流を図ることがで
きた。

社会教育課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙等
発行事業

441 補助金      441

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容等を広く地域住民にＰＲす
るため、地域コミュニティ紙を全
戸配布する。

コミュニティ各部会が行う事業や地域住民の
関心のある課題を周知することで、コミュニ
ティの存在と役割を知ってもらう事業。

年間２回のコミュニティ紙の発行事業で、旭
丘、井口堂及び石橋における石橋地域コミュ
ニティの活動内容と地域性を広く伝達でき
た。

地域ボランティアの活動、小中学校と地域のつながり、石橋コミュ
ニティ推進協議会の活動、等を広く周知することが出来た。

市の施策に沿った事業の状況、多世代交流拠
点建設の進捗状況、共同利用施設、等の記事
を扱いたい。

記事ごとに文責を示し
ているのが特徴的。防
災意識を高揚させる記
事やイベント情報が分
かりやすく掲載されて
いる。

広報広聴課
自治振興費

避難行動要支援者対策
事業

324 補助金      324

石橋小学校区の要支援者のうち、
要支援に同意された家庭に対し、
定期的に安否確認を行い、非常時
には避難誘導に努める。

地区住民の中には、支援を要していてもなか
なか行動にできず、なにか大きな災害時も現
況確認がしづらい状況であった

回数を重ねるたびに、要支援者とも顔なじみ
になり、近況を伝えてもらえるようになって
きた

現況調査の継続により、要支援者への見守りと不安や疑問等に委員
ができる範囲で対応をしている

訪問時に、要支援者から、災害時の避難につ
いて要望や質問を受けるが、各委員どこまで
要支援者の希望を聞くかと負担に思うケース
がある。この事業では、委員はあくまで要支
援者の現状を計画書に記入し行政へ提出し、
災害時に要支援者の安否が確認できるように
する手助けであることを、委員が理解し、重
荷に感じないことを検討していく

協議会を立上げ、事業
を実施していただいて
いる功績を非常に大き
く評価し、継続的な事
業の実施を行うことで
大規模災害が発生した
際の現況確認等に繋が
ることに期待してい
る。

危機管理課
自治振興費

地域防災体制強化等事
業

485 補助金      485

自主防災組織の体制強化を図るた
め、防災倉庫に防災備品を整備す
る。また、防災訓練を関係各所の
協力のもと実施する。

恵まれた環境下により、緊急時に誰が何をど
うするべきなのか知識及び経験が不足してい
るため、緊急時の対応が取れない（知らな
い）、又、有事の場合の避難及び避難所での
対応方法（わからない）等についての知識が
無い。

緊急時の対応（訓練ではあるが）体験及び各
種（新）知識の向上が図れた。
知らないが知った、わからないがわかったへ
変化した。
又、今回は起震車による地震体験も出来たの
で、良い経験が出来た。
・総勢約350名の参加
・炊出し訓練、試食実施
・釜石の奇跡ビデオ鑑賞、起震車による地震
体験、他各種訓練実施

地域住民、学校、施設他及び行政の協力の基、連携を取りながら訓
練が出来た。
参加者各自の経験となり記憶の片隅にでも残れば、いざという時の
助けになると期待する。
同じことの繰り返しではあるが、継続は力なりを念頭に継続実施は
必須。

各種の災害時（発生時間）に即対応が出来る
か、訓練内容（夜間含め）を変えつつ継続実
施する。学校の設備に頼らず、公園等にて何
も無い場所で一から炊き出し等が可能かやっ
てみる価値あり。又、傷の手当他、身近にあ
る品物を応用し、簡単に出来る方法（サビバ
ル）等も織り込んでの実施としたい。
次回は実際に体育館での素泊まりも実施計画
に追加を希望する。

小学生、中学生、地域
住民が合同で防災訓練
を実施したことで、防
災意識の向上に繫がっ
たとともに共助の推進
に大きく貢献してい
る。また、防災備蓄品
の購入を行い防災体制
強化に取り組んでい
る。

危機管理課
自治振興費

地域内会館備品運営事
業

470 補助金　    470
井口堂北会館に整備した備品の運
用を行う。

印刷機設置以前は各ボランティア団体は各
自、コンビニ等でコピー印刷し、時間的にも
費用もかなりの負担であった

設置以後は各団体がレジメ、チラシ等印刷す
る事が出来、非常に便利になり予裕が出来
た。
会館備品にしても必要な物を購入することが
可能になり、便利になった。

印刷する費用、時間が軽減出来、多いに助かった。特に多量のチラ
シ等印刷の場合、コンビニ等では他の人の迷惑になり、それがなく
なり仕事がしやすくなった。

井口堂北会館の二階ロビーに設置している
が、音がひびいたり、場所がせまく作業がし
にくい。他の部屋で会議等をしている場合も
多々あり、迷惑をかけているので設置する部
屋を作りたい

コピー機の設置場所に
ついては、引き続き検
討を求めるもの。

コミュニティ推進課
自治振興費

地域活動支援事業 40 補助金       40
地域の行事の備品運搬等の支援を
行う。

石橋校区納涼大会、住民運動会、三世代交流
事業の準備、後片付けに個人所有の軽トラッ
クを借りて使用していた。

レンタカーを使用して準備、後片付けを行っ
た。

レンタカーを使用することで、使用する時間が自由になり、万一事
故が起こった際も保険が必ず使えるので安心

今年度も個人所有の車を、所有者自身の運転
により使用している車もあるが、それがなく
なると今後金額が増えると予想される。

今後も一部のメンバー
に負担が集中しないよ
う調整いただきなが
ら、イベントの円滑な
運営に寄与いただきた
い。

コミュニティ推進課
自治振興費

リサイクル活動事業 30 補助金       30

ペットボトルキャップの回収リサ
イクルを行う。資源の有効利用を
図ると同時に住民の意識を高め
る。

一般のゴミとして捨てられていたキャップ
（ペットボトル）であった。

地域内設置の回収ボックスに入れる日常風景
が見られる。

集めたキャップが、道・公園のプランターになってもどって来てい
ることに気付いている人が増えていると感じる。

回収活動に加わってくださる地域住民の協力
を呼びかける。交流部会以外の型への協力参
加をどのようにしていくかということを話し
合っていきたい。

リサイクルの推進と市
民への啓発が効果的に
実現できていると認
識。今後のリサイクル
品の拡充にも期待した
い。

環境政策課
自治振興費

交通安全モラル啓発事
業

49 補助金       49
車・人・自転車の事故減少及びマ
ナー向上のため、交通安全モラル
教室を開催する。

道交法改正となったものの、いまだに、なが
ら（スマホ操作他）運転が見受けられ、いま
だに守られていない。
一旦停止無視/スピードの出し過ぎ/無灯火/等
も含め、注意喚起及び取締りが必要。
また、ヘルメットの着用も継続。

本年度もスケジュール他、段取り／調整出来
ず、自転車安全運転講習会の開催は中止。
道交法改正となり、改正内容をわかり易く集
約したチラシを作成／掲示し注意喚起とし
た。

幾分かはながら（スマホ操作他）運転が減少した気はするが、依然
目立つ。
各要所要所に立ち、立哨にて注意喚起が必要と感じた…他の違反行
為も同様。

課題はルールの周知徹底。
癖／習慣／軽視しすぎ等、自転車も車両
（車）であることを認識し、軽く考えず、
ルールを守るべく、立哨／チラシ等にて現場
にて注意する必要あり。
事故が起きる前に／起こす前に。

事業未実施により未評
価

交通道路課
自治振興費

地域美化整備事業 200 補助金      200

花や緑にあふれた「美しいまちづ
くり」を目指し、花を育てて、保
育所、学校、各施設にプランター
の花を贈呈する。

継続して地域の街路や公園に花をうえ、美し
い街づくりを行っている。

プランターに花を植えていただくための花を
配布し、地域の皆さんに心安らぐ空間を作っ
た。

地域の皆さんに心安らぐ場所づくりになった。
地域の皆さんの環境に対するモラル向上につながった。

植栽した花を長期にわたって維持することが
難しいので、花を選定するときに、注意する
必要がある。また、植栽後の花の管理を怠ら
ないことが必要である。

各施設における緑化を
推進し、環境や緑化に
対する意識の向上に寄
与している。

みどり農政課
自治振興費

事　業　名
提案額（千円）

概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等
協議会における評価方

法

事業を通して安全で安
心なまちづくりに貢献
されているものと評
価。運営面において
も、部会制がしっかり
と機能しており一部に
負担が集中することな
く、急な欠員にも協力
して事業執行できる体
制が構築されていると
認識。

各部会でまとめられた
ものを、役員会で決定
する。

市の総合評価 市担当課の評価



三世代交流事業 350 補助金　    350

異学年交流により上級生は下級生
をいたわり、下級生は上級生を慕
い敬う人間関係を幼少期から育成
する。

コロナ発生後、縮小して開催していたこの会
もいろんな行事が中止となるなか、子供たち
も大人たちも心躍るような楽しみがなくなり
近隣や地域の人々との繋がりが薄くなってい
た。

今年度も子供会と地域コミュニティ地域交流
部が中心となり地域福祉、民生、エイフ、ス
ポーツ振興会等が協働して石小校庭にて模擬
店やゲームコーナー等で楽しんだ。

石小吹奏楽部、石中吹奏楽部等のアトラクションを楽しみ普段接す
ることのない人達が共に一つの事業を成し得る為、協力し合いなが
ら汗を流し最後には子供たちの喜びや歓喜を聞き達成感を得て交流
することの大切さを知った。

毎年９月に開催していたが、今年は11月に開
催せざるを得なくなり日没が早く夕方ではな
く昼間に開催するとこを考える必要がある。

イベントの準備、開催
を通じて、地域住民同
士のつながりづくりに
寄与することができ
た。

地域教育課
自治振興費

計 6,652 事業提案限度額　 9,589千円　次年度繰越金額　2,937千円



五月丘地域コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推進
協議会事務事業

100 交付金　    100
協議会の運営上必要な庶務的経費
の他、地域住民への啓発及び周知
に係る事務費。

コミュニティ推進課
自治振興費

防犯カメラ新規設置事
業

57
電気使用料    2
機器借上料   52
電柱等共架料  3

安全で安心な暮らしの実現に向
け、街頭犯罪件数のさらなる減少
を図るため、防犯カメラを設置す
る。

校区内に24ヶ所の防犯カメラが設置されてい
た。

新たに1ヶ所の防犯カメラを設置し、全25か所
となった。

防犯カメラは犯罪被害の未然防止や犯罪の予防の有用性が認められ
ている。地域の安全で安心な暮らしの実現を目指すために有効と考
える。

住民から交通事故の映像が写っていないか開
示を求められ、応じないケースがあった。設
置を増やしてほしいとの地域ニーズはある
が、映像の開示について、運用に課題がある
と考える。

地域防犯のため、積極
的に防犯カメラを設置
いただいている点を評
価するとともに、費用
対効果を勘案した管理
運用を望む。

危機管理課
自治振興費

防犯カメラ維持管理事
業

864
電気使用料   34
機器借上料  824
電柱等共架料  6

防犯カメラの維持管理を行う。
令和2年度以降設置の4台の防犯カメラを管理
している。

新たに1台増えて、全5台となった。 － 特になし。
継続的経費について理
解の上、適切な維持管
理を望む。

危機管理課
自治振興費

緊急通報装置管理事業 1 電気使用料    1 緊急通報装置の電気代を賄う。 継続して緊急通報装置を管理している。 －
小学校や中学校への主要な通学路にあり、安心感があるとともに犯
罪の抑止効果が期待できる。

いたずら防止や解除の仕方など、公園利用者
や近隣マンション住民への周知が不十分で
あったために、近隣のマンション住民に注意
事項説明の機会をつくった。今後もこうした
機会を作ることを継続していくが必要であ
る。

緊急通報装置の運用
が、今後、犯罪抑制に
繫がることを期待して
いる。

危機管理課
自治振興費

地域コミュニティ推進
協議会拠点管理運営事
業

920

機器借上料      73
ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾁｬｰｼﾞ料 91
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ使用料  114
補助金         642

地域コミュニティ推進協議会の事
務所と、会員・地域住民が気軽に
集える拠点の運営を行う。

2019年8月に本協議会事務所を開設した。さら
に2020年9月、本協議会事務所を、「五月丘ま
ちづくりプラザ」（略称：まちプラ）として
地域に開いた。

まちプラは、地域住民が自由に立ち寄れるサ
ロンとして、地域情報を掲示するまちの情報
センターとして、また地域に関するご意見や
相談事などを直接伝えることのできる相談所
としての機能を有する。

事務所としての機能を発揮しているだけでなく、「五月丘まちづく
りプラザ（通称まちプラ）」として、地域に開いている。
開設して5年目となり、住民の貴重な声を直接聞くことができ、日
常の身近な情報が寄せられている。

共同利用施設五月丘会館内にあるため、閉館
日に入館できず、本事務所として使用できな
くなり、不便である。その他、複合機の更新
が必要。
地域の方の訪問が少なく、本来の目的である
まちの相談やまちの声を拾うことが十分達成
できていない。住民への周知も含めて、まち
プラの活用方法の検討が必要である。

コミュニティ機能の維
持に寄与しているもの
と認識。引き続き適切
な運営をお願いすると
ころ。

コミュニティ推進課
自治振興費

コミュニティベンチ設
置事業①

462 修繕料  　　462

高低差のある地域内の公園におい
て、階段の踊り場にベンチを整備
し、市民の休息と憩いの場をつく
る。（茶臼山公園・五月丘緑地）

五月丘地域内の公園は平地の公園が少なく、
道路よりも高い位置にあり、階段でアプロー
チする必要がある。公園を毎日の散歩ルート
として利用する住民も多く、階段の上り下り
で休息出来るベンチが欲しいという要望を五
月丘一丁目自治会さんから受けた。

住民の散歩ルートの中に休息スペースを設け
ることで、より散歩がしやすくなった。

住民の高齢化が進む中、本協議会では高齢者も元気に暮らせるまち
を目指し、高齢者の健康増進に取り組んでいる。公園を利用しやす
くなり、人との出会いや憩いの場所として活用されることが期待で
きる。

維持管理しやすい材料を選択したが、今後の
使われ方に注意が必要。

休憩施設の設置によ
り、憩いの場、集合の
場として公園利用促進
に寄与した。

みどり農政課
公園費

市民レクリエーション
大会事業

200 行事報償金  200
地域のスポーツ振興会等が開催す
る事業を支援する。地域コミュニ
ティ意識の高揚に努める。

校区スポーツ振興会主催の大会を支援する。
開催時間を短縮し、午前のみ実施。接触型の
協議を避けるなど感染対策に工夫を凝らしな
がら実施。

令和5年度と同様に午前のみの実施とした。大
縄跳びや綱引きなど、コロナ前の種目を復活
させ、工夫しながら実施することができた。

子ども達から大人まで楽しく競技に参加できた大会となった。
五月丘は少子化が進んでおり、子どもを含め
た関係者の参加者が減少している。ターゲッ
トを見直す時期にあると考える。

地域スポーツの振興、
地域住民へのスポーツ
機会の提供、住民同士
の交流を図ることがで
きた。

社会教育課
社会体育振興費

コミュニティベンチ設
置事業②

231 修繕料  　　231

地域住民の通路としても活用され
ている歴史民俗資料館敷地内の階
段の踊り場にベンチを整備し、休
息と憩いの場をつくる。

五月丘地域内の公園は平地の公園が少なく、
道路よりも高い位置にあり、階段でアプロー
チする必要がある。公園を毎日の散歩ルート
として利用する住民も多く、階段の上り下り
で休息出来るベンチが欲しいという要望を五
月丘一丁目自治会さんから受けた。

住民の散歩ルートの中に休息スペースを設け
ることで、より散歩がしやすくなった。

住民の高齢化が進む中、本協議会では高齢者も元気に暮らせるまち
を目指し、高齢者の健康増進に取り組んでいる。公園を利用しやす
くなり、人との出会いや憩いの場所として活用されることが期待で
きる。

上部緑地の高木が倒木しないように監視と剪
定が必要である。

五月丘緑地や歴史民俗
資料館の利用者に利用
いただいており、アク
セスする方への配慮向
上に一定寄与してい
る。

歴史民俗資料館
資料館費

地域コミュニティ紙等
発行事業

185 補助金      185

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容等を広く地域住民にＰＲす
るため、地域コミュニティ紙を全
戸に配布する。

本協議会の活動内容を地域住民に周知すると
ともに、地域住民に必要な情報を発信するた
めに、年に2回、まちづくり通信(広報誌)を発
行し、全戸配布をしている。

上記の通り。

本協議会の活動や地域での取り組みについて情報発信を行うととも
に、地域で活動する他団体を紹介した。広報誌を見て、会員の募集
や有償ボランティア募集への申し込みもあり、今後も地域住民に関
心のある内容を検討していきたい。

令和5年度から校正から完成まで外部委託して
いる。しかし原稿を書いたり、写真を選んだ
り、委託先と調整できるメンバーが限られて
いる。広報誌を作成できる人材の確保が課題
である。

落ち着いた色使いとレ
イアウトで、写真も多
く使用されていて、活
動内容が分かりやすい
ように工夫されてい
る。

広報広聴課
自治振興費

地域情報発信管理事業 61 補助金       61
協議会の活動状況やイベント情報
を地域住民に発信する。

年に2回、まちづくり通信（広報誌）を発行
し、全戸配布をしていた。

LINEにより毎月、何回でも情報発信できる。
イベントの中止や雨天時の別メニューでの開
催通知など、今日明日の情報をタイミングよ
く発信できる。またイベントへの参加応募や
ボランティア募集などにも活用できる。

LINEを通じて登録者（市民）が本協議会の活動やイベントに参加す
ることができ、イベントに参加した感想や意見・要望などを直接伝
えることができる。

LINEの登録者数が伸び悩んでいる。これは発
信頻度が原因と考える。しかし度重なる発信
はメンバーの負担になり、悩みどころであ
る。

イベントの開催につい
てSNSの特性を生かし
てタイムリーな情報発
信をしている。

広報広聴課
自治振興費

地域防災訓練強化事業 104 補助金  　  104

防災意識向上のため、自主防災組
織と合同で、またどこの組織にも
属さない人も一緒に、防災訓練を
実施する。

五月丘一丁目自治会自主防災・防犯隊と五月
丘五丁目自主防災団と合同で防災訓練を実
施。本協議会は自主防災組織のない地域住民
の受け皿となる。

令和6年度から春と秋の年2回開催とした。秋
は自然災害が起きた後のことを想定した模擬
訓練として、給水訓練と炊き出し訓練を行っ
た。秋は春以上の参加人数となり、住民の防
災への感心の高まりを感じた。

災害への備え、防災についての知識、そして災害に強いまちを目指
し、地域住民が共助できる関係構築の重要性を学んだ。

本校区は自治会の加入率が低く、自主防災組
織がない地域に住む住民が多いことが特徴
で、今後も本協議会が、災害に強いまちづく
りに向けて地域の共助的役割を果たせるよう
に活動していきたい。

災害時における地域の
防災力向上に期待する
とともに、幅広い年齢
層の地域住民を巻き込
んだ活動は、共助の推
進に大きく貢献してい
る。

危機管理課
自治振興費

地域防災体制強化等事
業

162 補助金      162
万が一の事態に備え、防災備品を
備蓄する。

指定一般避難所となる五月丘小学校に必要な
防災備品をリストアップし、順次、購入して
いる。

炊き出しのための防災食調理備品と防災テン
トを購入した。

防災に対する事前の備えを進めている。
今後も本協議会所有の防災備品を点検し、交
換が必要な備品や不足している備品を整備し
ていく。

災害時に備えた防災資
材の補充を評価し、今
後の有効性に期待して
いる。

危機管理課
自治振興費

盆踊り大会支援事業 250 補助金      250
地域団体が実施する、盆踊り大会
の運営を支援する。

校区スポーツ振興会主催の本大会を支援す
る。

天候にも恵まれてたくさんの方が来場され、
盛大なお祭りとなった。

本校区は地域イベントの少ない地域である。本大会は子どもからお
年寄りまで楽しめる、地域にとって貴重なおまつりである。今後も
支援を継続していく。

スタッフの高齢化と暑さの影響もあり、設営
が大変である。秦野地域コミュニティさんか
ら「やぐら」をお借りするなど、設営の省力
化を図った。今後も他地域とも連携した対策
が必要と考える。

地域の皆様が楽しめる
イベントとなってお
り、地域内の交流にお
いて貴重な機会になっ
たものと認識。やぐら
を借りるなど設営の工
夫が見られる点も大変
素晴らしい点であると
考える。今後も他地域
とも連携してよりコ
ミュニティの醸成に寄
与したイベントを開催
していただきたい。

シティプロモーション
課
自治振興費

五月丘フェスタ開催事
業

400 補助金      400

盆踊り、市民レクリエーションに
次ぐ地域住民の交流・ふれあいの
場としてフェスタを開催し、恒例
行事として定着させる。

毎年、五月丘小学校で実施。内容はフリー
マーケット、模擬店、スポーツゲーム、キッ
ズコーナー、ステージ。

今年度も地区福祉委員会さんが行うフードド
ライブに協力した。

本事業は、子どもからお年寄りまで幅広い世代が楽しめるイベント
で、地域住民が交流できる良い機会となっている。運営には地域で
活動するほとんどの団体の協力を得て実施する、地域連携事業であ
る。また地域の学校（五月丘小学校、渋谷中学校、渋谷高等学校）
と連携していることも重要である。

設営したテントが強風にあおられて飛んで、
子どもに当たった。大きな怪我にはならな
かったもののあってはならないことで、テン
トの風対策や当日の運営体制など、見直しが
必要である。

幅広い世代が楽しめる
イベントであると認
識。地域内の団体にも
協力を得て実施されて
いる点も非常に素晴ら
しいポイントであると
考える。なお、事故だ
けは決して起こらない
よう、これまで以上に
十分な対策を取って、
安全・安心でかつコ
ミュニティ醸成に寄与
したイベントとしてい
ただきたい。

シティプロモーション
課
自治振興費

コミュニティサロン設
置事業

310 補助金      310
地域の人々に情報交換や交流の活
動場所としてコミュニティサロン
を月2回設置する。

毎月2回、コミュニティカフェ五月丘(C.C.S.)
を開催している。

同上(毎回20～30名程度参加）
2012年度から本事業を始めて12年となる。地域に認知され、地域の
憩いのコミュニティカフェとして定着している。

長く続けていると地域の利用者も高齢化し、
お亡くなりになる方も年々増えている。同様
にスタッフも高齢化し、スタッフの減少につ
ながっている。
新しいお客さんを呼び込むしかけと展開が必
要である。

マンネリ化しないよう
様々な工夫を凝らしな
がら事業を継続いただ
いているものと認識。
新しい利用者を取り込
めるよう、積極的な広
報活動を期待するとこ
ろ。

コミュニティ推進課
自治振興費

事　業　名
提案額（千円）

概      要 市担当課の評価実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等
協議会における評価方

法
市の総合評価

SNSの活用など新たな
事業にも取り組みつ
つ、一方で事業を廃止
するなど、スクラップ
アンドビルドの姿勢で
毎年度事業の見直しを
行っていただいている
点を評価。ボランティ
ア報酬については、そ
の適切性及び必要性に
ついて慎重な判断をお
願いするところ。

各部会でまとめられた
ものを、役員会で決定
する。



高齢者等の居場所づく
り事業

226 補助金      226

独居老人の安否確認、認知症等の
予防、高齢者が生きがいを持って
生活できるよう支援する場を提供
する。

毎月第3日曜日に、「おしゃべり広場」を開催
している。

同上(毎回30～40名程度参加）

12月開催のクリスマス会には、毎年多くの地域の方が来場される。
今年度は渋谷高等学校アコースティック音楽部の演奏会を始め、サ
ンタクロース登場の他、ビンゴゲームなど、会場は大いに盛り上が
り、楽しいクリスマス会となった。本協議会では地域の学校との連
携に力を入れている。地域の学校に通う若い力を含めて、高齢化す
る地域を活気づけたいと考えている。

スタッフの人員確保。本事業の立ち上げ時に
は、民生委員さんと地区福祉委員会さんの協
力を得ていたが、協力者の高齢化に伴い、こ
の協力を得にくくなっている。

地域の学校との連携が
高齢者の生きがいづく
りに貢献し、地域全体
の交流と活性化を促進
している役割となって
いる。

高齢・福祉総務課
自治振興費

地域介護者支援事業 64 補助金       64

地域の高齢化が進む中、介護に不
慣れな男性の介護の担い手が孤立
しないよう、介護に関する基本知
識の座学及び調理実習を行い、同
じ境遇にある人同士の交流を図
る。

五月丘地域は高齢化が進んでおり、介護に不
安を抱える方が増えている。そこで介護に関
する知識や心得を学ぶ機会を提供するため
に、昨年度から介護教室を開催している。

今年度は認知症について学んだ（約30名参
加）。講師は認定ケアマネージャー、言語聴
覚士、地域包括支援センターの職員にお願い
した。

参加者アンケートの結果から満足度が高いことがわかった。

地域のためには継続すべきという声があるも
のの、内容が専門的で本協議会メンバーに
とって開催までの調整が負担であるという理
由で、来年度は実施しないことが決定した。
また、本協議会ではなく、本来、他団体がす
べきではないのかという意見も強くあったこ
とを報告する。

認知症の方やその家族
が住み慣れた環境で自
分らしく暮らし続ける
ためには、認知症に対
する地域の理解を深め
ていくことが重要であ
り、意義のある取組で
あると認識している。
今回は継続実施しない
ことを決定されたが、
今後、介護等に関する
地域での取組が再開さ
れることを期待してい
る。

地域支援課
自治振興費

子育て支援事業 38 補助金       38
未就学児を子育て中の親子と地域
の人たちが集い、安心して子育て
できる環境づくりを目指す。

五月丘に暮らす３歳以下の子どもをもつお母
さんが親子で参加する「ほっとサロン」をNPO
法人ママの働き方応援隊、ひだまり助産院の
協力を得て開催。

令和5年から地区福祉委員会さんの「子育てサ
ロン」と合同で実施している。

地区福祉委員会さんに子ども達の遊びやお楽しみタイムなどを担当
していただいたおかげで、お母さん達が「ほっと」できる時間とな
り、心を元気にすることができた。子育てやお母さん同士の情報交
換・交流の場となった。

五月丘地域は少子化が進んでおり、五月丘に
暮らす3歳以下の子どもをもつお母さんを探す
ことが非常に難しい。対象を広げるなど見直
しが必要と考える。

子育ての情報交換や母
子の交流の場となって
いるものと認識。新規
の方の参加を促すよう
な取組を期待。

子育て支援課
自治振興費

交通安全看板設置事業 49 補助金　     49
飛び出し危険個所に設置している
交通安全看板について、老朽化し
ているものを取り替える。

通学路の飛び出し危険個所に設置している
「飛び出しぼうや」が老朽化していた。

老朽化していた10箇所の看板を付け替えた。
住民に危険個所を知らせるとともに、五月丘が安全安心なまちづく
りに取り組んでいることを周知する効果がある。

今回単年度事業であるが、今後も通学路等の
交通安全対策には目を光らせていく。

老朽化した看板（飛び
出し坊や）の更新によ
り、危険個所であるこ
との再認識が期待でき
る。

交通道路課
自治振興費

花プロジェクト事業 180 補助金　    180
小・中学校関係者とともに協働で
地域の人々が花を育て、花を通じ
て人々の心を豊かにする。

五月丘小学校の授業の一環として、また渋谷
中学校のクラブ活動の一環として、年2回実
施。

(6月)小学校330株、中学校220株、花植えを実
施。
(10月)小学校1,000株、中学校800株、プラグ
苗移植を実施。
(12月)小学校及び中学校で出荷式を実施。校
区内の自治会やしぶたに学園、池田五月山教
会幼稚園、五月丘こども円、くすのき学園、
五月丘郵便局、セブンイレブン五月丘店に花
を配った。

学校で育てた花を地域の公共の場に植えて、街並みに花を添える。
学校と地域が連携して緑豊かなまちづくりに取り組んでいる。

前提として学校で子ども達が花を育てること
になっているが、実態としては植えた後の世
話を学校が行っており、子ども達は関与して
いない。出荷式もイベント化しており、小学
校が本事業の主旨を理解していないことにも
問題はあるが、事業の継続を見直す時期に来
ている。

引き続き地域住民と教
育現場が連携し、花に
溢れた街づくりと子供
の健全な育成に役立っ
ている。

みどり農政課
自治振興費

イベント運営事業 292 補助金　　  292
地域交流や地域活性などに重点を
置き、地域住民参加のイベントを
行う。

グランドゴルフ(年2回)、里山教室(年2回)、
五月山ハイキング、卓球教室を開催。

グランドゴルフ(6月(雨天中止)、11月(45名参
加)、3月(43名参加))、里山教室(6月(30人参
加)、11月(30人参加))、五月山ハイキング(1
月(80名参加))、卓球教室(2月(43名参加))を
開催。五月山ハイキングと卓球教室は、校区
スポーツ振興会主催のイベントでこれを支
援。

グラウンドゴルフ大会は、スポーツを通じた地域交流の機会として
いる。
里山教室は、五月山で間伐作業を体験し、子ども達には五月山の自
然や里山の大切さを伝えた。

6月開催の里山教室では、雨天のため雨プログ
ラムでの開催となった。梅雨の時期でもあ
り、開催時期の検討が必要である。

地域スポーツの振興、
地域住民へのスポーツ
機会の提供、住民同士
の交流を図ることがで
きた。用具も充実して
おり、引き続き実施さ
れることを期待する。

社会教育課
自治振興費

計 5,156 事業提案限度額　10,864千円　次年度繰越金額　5,708千円



石橋南地域コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推進
協議会事務事業

100 交付金   　  100
協議会の運営上必要な庶務的経費
の他、地域住民への啓発及び周知
に係る事務費。

コミュニティ推進課
自治振興費

防犯カメラ維持管理事
業

1,147

電気使用料    39
機器借上料 1,060
電柱等共架料  15
補助金        33

校区に設置した防犯カメラの維持
管理を行う。引き続き地域内の犯
罪の抑止と住民の安全・安心な生
活環境を確保する。

当地区には現在６台の防犯カメラを設置
防犯カメラが目立たないので　犯罪防止の抑
止力の効果が薄い。

カメラ設置に係る維持管理の為、定期点検を
実施
正確な情報提供に努めた
アルミプレート製の防犯カメラステッカーを
製作

地域内犯罪の抑止及び安心な生活環境を確保した。
必要に応じ、カメラの開示を実施した。
地域内犯罪の抑止力アップにつながった。

継続

地域防犯のため、積極
的に防犯カメラを設置
いただいている点を評
価するとともに、費用
対効果を勘案した管理
運用を望む。

危機管理課　自治振興
費
／
コミュニティ推進課
地域集会施設管理費

地域内会館清掃事業① 18 清掃委託料    18
地域内会館の清掃を行うことで、
会館を清潔に保つ。（空港会館）

日常の軽易な清掃は実施している。 年一回の業者の作業の実施を委託した。 作業の併用により会館の美化は保っている。 引き続き実施していく

会館の適切な維持管理
に寄与。利用者の増加
につながることを期
待。

コミュニティ推進課
地域集会施設管理費

地域内会館清掃事業② 119 清掃委託料   119
住み込みの管理人のいない地域内
会館の清掃を行うことで、会館を
清潔に保つ。（石橋会館）

石橋会館に住み込みの管理人がおらず、行き
届いた清掃が難しい状況である。清潔に保つ
ため定期的な清掃が必要である

年3回の業者の作業の実施を委託した。 会館の美化は保っている。 引き続き実施していく

会館の適切な維持管理
に寄与。利用者の増加
につながることを期
待。

コミュニティ推進課
地域集会施設管理費

地域内会館備品整備事
業①

550 庁用器具費   550
地域内会館（空港会館）の備品整
備を行い、利便性を向上させる。

現存テーブルは老朽化で脚が不安定で危険。
又キャスター無しなので移動が大変である。

10台の机を入れ替えする
キャスター付きで会議室の机の移動がスムーズで安全且つ楽になっ
た。

安定維持管理

会館の利便性が向上し
たものと評価。引き続
き適切な管理運営をお
願いするところ。

コミュニティ推進課
地域集会施設管理費

地域内会館備品整備事
業②

495 庁用器具費   495
地域内会館（石橋会館）の備品整
備を行い、利便性を向上させる。

・会議室黒板の老朽化2台及び壊れて修理不能
1台
・こども食堂の冷蔵庫1台あるが足りない。

ホワイトボード3台　冷蔵庫1台 会館の行事を支障なく催すことができた。 安定維持管理

会館の利便性が向上し
たものと評価。引き続
き適切な管理運営をお
願いするところ。

コミュニティ推進課
地域集会施設管理費

地域内会館設備改修事
業①

1,852 修繕料     1,852
地域内会館の設備改修を行い、利
便性を向上させる。（空港会館）

空港会館の蛍光灯が古く、本数も多いので
交換する手間がかかり、なお電気代も高くつ
いている。

大会議室、通路36本をLED照明に変えた。 明るく、電気代も安く機器寿命も長くなった。 会館利便性の向上・維持管理

他の公共施設に先駆け
た取り組みであり、利
用者の利便性向上につ
ながったものと認識。

コミュニティ推進課
地域集会施設管理費

地域内会館設備改修事
業②

350 修繕料     　350
地域内会館の設備改修を行い、利
便性を向上させる。（石橋会館）

多目的トイレにおむつ交換台がなく、乳幼児
対象の福祉団体の活動中に必要性があった。

横型おむつ台を設置 会館の行事を支障なく催すことができた。 安定維持管理

会館のみならず、隣接
する公園の利用者に
とっても有益な取り組
みと評価。より多くの
住民に使っていただけ
るよう、積極的な広報
活動をお願いしたい。

コミュニティ推進課
地域集会施設管理費

地域掲示板設置事業 320 修繕料       320

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容を地域住民に知らせるた
め、掲示板を設置する。また、地
域団体と共に使用出来るようにす
る。

石橋商店街に掲示板が少ない。 アルミ掲示板を設置
掲示板の利用により自治会の情報発信がより可能になり、地域団体
とともに使用できるようになった。

維持管理、活用方法の向上

掲示板の増設による広
報効果の高まりを期
待。今後適切な管理維
持をお願いするとこ
ろ。

コミュニティ推進課
自治振興費

街路灯強化事業 52
電気使用料　　 2
修繕料        50

安全・安心なまちづくりの一環と
して防犯対策強化を目的に街路灯
を整備する。

周辺に街路灯がなく、防犯上の問題が起こる
可能性あり。

街路灯を１灯設置した。 安全安心のまちづくりの一環で防犯対策の強化ができた。 維持管理を継続。
街路灯の設置により、
地域内の夜間交通の安
全確保が図られた。

土木管理課
交通対策費

道路安全対策事業① 145 修繕料       145
歩行者の安全を確保するため、見
通しの悪い交差点にカーブミラー
を設置する。

見通しの悪い交差点があり、危険。 電柱共架ミラーを１基設置した。
電柱共架ミラーの設置により歩行者の安全の確保がより可能となっ
た。

維持管理を継続。
道路反射鏡の設置によ
り交差点通行の安全性
が向上した。

土木管理課
交通対策費

道路安全対策事業② 89 修繕料        89

衝突事故の危険性がある道路に停
止を促す路面標示シートを設置
し、運転手に注意を促し歩行者の
安全を確保する。

衝突事故の危険性のある道路があり、危険。 路面標示シートを設置。 運転手に注意を促し歩行者の安全を確保した。 維持管理を継続。
路面標示の設置によ
り、通行の安全性が向
上した。

土木管理課
道路維持費

交通安全対策事業 644 修繕料　  　 644
石橋商店街に設置している自転車
走行注意の横断幕が老朽化してい
るため、新調する。

石橋商店街内自転車乗り入れ等の横断幕の老
朽化して、汚く、見えづらい。

商店街横断幕（ターポリン製）の入替設置工
事

商店街内の安全喚起に努めた。 維持管理を継続。

老朽化で見えづらく
なった横断幕の更新に
より、自転車の利用マ
ナー向上が期待でき
る。

交通道路課
交通対策費

公園整備事業 1,766 修繕料     1,766

子どもたちが安全で清潔に遊べる
よう、石橋駅前公園内の砂場を改
修し、メッシュフェンスを取り付
ける。

石橋駅前公園内の砂場が老朽化し、尚且つ犬
の糞などで汚く誰も遊ばず使用禁止状態に
なっていた。

砂場を改修し、周りにメッシュフェンスを取
り付けた。

子供たちが安全で清潔に遊べる場に再生した。 維持管理を継続。

遊具の老朽化が進む
中、地域が求める遊具
を設置することで、公
園利用促進に寄与し
た。

みどり農政課
公園費

市民レクリエーション
大会事業

200 行事報償金   200
地域のスポーツ振興会等が開催す
る事業を支援する。スポーツ意識
の向上に努める。

スポーツ振興を通して地区の事業として地域
の親睦に役立っている事業

石橋南小学校にて開催
地域のコミュニケーションを図り、又スポーツ意識の向上、健康増
進に努めた

継続

地域スポーツの振興、
地域住民へのスポーツ
機会の提供、住民同士
の交流を図ることがで
きた。

社会教育課
社会体育振興費

多世代交流支援事業 643 機器借上料   643
小学生と地域との交流の場づくり
や高齢者の健康増進のため、ロボ
ホンを導入する。

小学生と地域コミュニティとの交流（遊び、
勉強、趣味、運動等）の場所があまりなく、
地域活性に乏しい。

次世代学習ロボット（ロボホン）を導入
地域コミュニティの交流の場作りや高齢者の健康増進の一役になっ
た。

維持管理を継続。
ロボホンをきっかけと
した、地域住民同士の
交流が促進された。

地域教育課
教育振興費

地域コミュニティ紙等
発行事業

313 補助金       313

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容等を広く地域住民にＰＲす
るため、地域コミュニティ紙を全
戸に配布する。

地域コミュニティ推進協議会の活動内容を広
く地域住民にPRするため、地域コミュニティ
紙を全戸に配布する。

年間３回発行し、地区内全戸に配布した。 地域住民からの当会の活動状況の理解に寄与した。 継続。

提案事業の紹介のほか
に、偉人の名言紹介な
ど内容を工夫してい
る。色使いも落ち着い
た色で読みやすい。

広報広聴課
自治振興費

地域防災体制強化等事
業

99 補助金        99
自主防災組織への資機材配備を充
実させ、地域の防災体制の強化・
推進を図る。（空港地域）

自主防災組織への資機材配備がまだ不十分で
今後計画的に補充する必要がある。

トランシーバー2台、消火器5点他 防災機材の計画的な備え、補充による安心安全に寄与。 維持・管理の継続

災害時に備えた防災資
材の補充を評価し、今
後の有効性に期待して
いる。

危機管理課
自治振興費

地域行事等活動推進事
業

165 補助金       165
地域で開催される行事等を主催す
る団体に対し、活動に係る支援を
行う。

地域で行事を開催し、活動に係る支援を行う
ことにより地域活性化を図る。

地域で開催される行事等を主催する団体に対
し、活動に係る支援を行うことにより、地域
活性化した。

地域で開催される行事等を主催する団体に対し、活動に係る支援を
行うことにより、地域が活性化した。

継続支援。

石橋まつりでのやぐら
等の設営活動支援を行
うことにより、大盆踊
り大会が開催でき、非
常に多くの来場者が
あった。結果、地域活
性化を図ることができ
たと考える。

シティプロモーション
課
自治振興費

地域内会館管理運営事
業

190 補助金       190
地域内会館の管理運営を行い、会
館利用者の利便性の向上を図る。

会館フリーWi-Fi設備・コピー機設置の継続 会館利用者の利便性の向上に寄与した。 会館利用者の利便性の向上に寄与した。 継続。

会館の利便性が向上し
たものと評価。引き続
き適切な管理運営をお
願いするところ。

コミュニティ推進課
自治振興費

事　業　名
提案額（千円）

概      要
協議会における評価方

法
市の総合評価 市担当課の評価実施前の状況 実施後の状況

各部会（ブロック別）
でまとめられたものを
協議会で決定する。

地域ごとの異なる特色
を踏まえ、ブロック制
を取り、ハード整備を
中心にそれぞれの地域
からの要望をまちづく
りに繋げていただいて
いると評価。
一方で、協議会役員の
なり手不足が深刻化し
ているものと認識。持
続可能な組織であるた
めにも、若い世代が協
議会の運営に積極的に
関われる体制づくりを
お願いするところ。

事業の効果 今後の課題等



ごみ収集かご設置事業 63 補助金　  　　63
ごみ収集車が進入できない地域に
おける鳥獣対策として、ごみ収集
かごを設置する。

ごみ収集車が入れない場所の住民はごみを取
集車が通る付近まで各々持って行く現状。そ
の結果管理ができず、カラスの被害に遭い周
辺住民が困っていた。

ゴミ収集車が通る場所に専用のごみ収集かご
設置

清潔でカラスの被害も無くなった。 継続管理。

ごみの排出場所が適切
に管理されることで鳥
獣によるごみの散乱被
害が改善されたものと
認識。

環境政策課
自治振興費

石橋南地域花いっぱい
運動支援事業

242 補助金       242

石橋南小学校で花苗を育て、校庭
や地域の公園に植え替えること
で、まちの緑化を志すボランティ
アの育成や児童に命の大切さを伝
える。

石橋南小学校で花苗を育て校庭や地域の公園
に植え替えることでまちの緑化を志すボラン
ティアの育成や地域住民参加によるまちの活
性化、児童に命の大切さを伝える。（令和5年
度からの引継ぎ）

夏用、秋用の花の苗を植えた。
引き続き地域住民からの活動状況の理解を得られまちの緑化に寄与
した。

継続。

継続していくことで、
緑化の意識も高まり、
ボランティア精神の育
成に繋がる。

みどり農政課
自治振興費

計 9,562 事業提案限度額　14,746千円　次年度繰越金額　5,184千円



鉢塚・緑丘地区コミュニティ推進協議会

所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推進
協議会事務事業

100 交付金　    100
協議会の運営上必要な庶務的経費
の他、地域住民への啓発及び周知
に係る事務費。

コミュニティ推進課
自治振興費

防犯カメラ新規設置事
業

57
電気使用料    2
機器借上料   52
電柱等共架料  3

安全で安心な暮らしの実現に向
け、街頭犯罪件数のさらなる減少
を図るため、防犯カメラを設置す
る。

高校生に対する嫌がらせ事例が発生した。 安心して生活できる。 安心して生活できる。
防犯カメラがあることに安心せず、日頃より
防犯に心がける。

地域防犯のため、積極
的に防犯カメラを設置
いただいている点を評
価するとともに、費用
対効果を勘案した管理
運用を望む。

危機管理課
自治振興費

防犯カメラ維持管理事
業

224
電気使用料   10
機器借上料  214

安全で安心な暮らしの実現に向
け、街頭犯罪件数のさらなる減少
を図るため設置した防犯カメラの
維持管理を行う。

防犯カメラがあることで安心して生活ができ
る。

安心して生活できる。 安心して生活できる。
防犯カメラがあることで安心せず、防犯に心
がける。

継続的経費について理
解の上、適切な維持管
理を望む。

危機管理課
自治振興費

地域内会館備品整備事
業①

3,468 庁用器具費3,468
地域内会館の備品整備を行い、利
便性を向上させる。（才尊会館）

机や椅子が老朽化していた。 持ち運び、移動が便利になった。 会館の準備、片付けがたいへん楽になった。 大切に扱う。
本事業によって、より
利用しやすい施設に
なったものと認識。

総務課
財産管理費

地域内会館備品整備事
業②

1,701 庁用器具費1,701
地域内会館の備品整備を行い、利
便性を向上させる。（鉢塚会館）

机や椅子が老朽化していた。 持ち運び、移動が便利になった。 会館の準備、片付けがたいへん楽になった。 大切に扱う。

利用者のニーズに応じ
た備品更新が出来たも
のと評価。
会館利用者の増加に寄
与することに期待。

コミュニティ推進課
地域集会施設管理費

コミュニティ倉庫設置
事業

763 修繕料　　  763
地域行事備品の保管倉庫を鉢塚会
館敷地内に設置する。

地域イベントで使用する机や椅子を保管する
ところが無かった。

1か所にまとめることができた。
倉庫にまとめることで、皆が取り出せる位置を理解し、戸惑うこと
がなくなった。

整理整頓。前方の草刈り。

備品がまとめて管理で
きることにより、利用
者の利便性向上ととも
に、協議会としても管
理がしやすくなったも
のと評価。保管備品の
適切な管理をお願いす
るところ。

コミュニティ推進課
自治振興費

ＡＥＤ管理事業 365
消耗品費     13
器具費　　　352

地域内の各会館に設置したＡＥＤ
について、使用期限が切れる本体
の更新を行うとともに、定められ
た消耗品の交換をし、正常に使用
できるよう維持管理を行う。

地域の安全安心のため、AEDの維持管理は欠か
せない。

安心して使用できる。 安心して使用できる。
防止訓練などに参加を促し、AEDを操作できる
人を増やさなければならない。

本体の更新を行い常に
正常に使用できるよう
管理している。共同利
用施設にAEDを配置す
ることは、多くの住民
の安心感を得ることが
出来るため今後も引き
続きAED設置・管理要
領に基づき、救命講習
の受講に努めていただ
きたい。

健康増進課
保健衛生総務費

市民レクリエーション
大会事業

370 行事報償金  370
地域のスポーツ振興会等が開催す
る事業を支援する。地域コミュニ
ティ意識の高揚に努める。

スポーツ振興会や学校開放委員会が主となり
開催している。

スポーツを通じて、健康の維持を図ることが
できる。

スポーツを通じて、健康の維持を図り地域とのつながりを持つこと
ができる。

参加人数を増やす。

地域スポーツの振興、
地域住民へのスポーツ
機会の提供、住民同士
の交流を図ることがで
きた。

社会教育課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙等
発行事業

240 補助金      240

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容等を広く地域住民にＰＲす
るため、地域コミュニティ紙を全
戸に配布する。

年3回発行している。
配ってくれる方を得たことで、スムーズに発
行できる。

同じ内容をSNSにも投稿することで、広く告知することができる。
しっかり校正する。タイミングの良い発行を
心がける。ＳＮＳの活用。多くの地域の情報
を掲載。

内容が簡潔にまとめら
れているほか写真を大
きく使うことや色使い
がきれいであるところ
が良い。また、イベン
トの周知をSNSで月1回
程度行っているので今
後も継続して配信して
ほしい。

広報広聴課
自治振興費

地域防災体制強化等事
業

150 補助金      150

自主防災組織の体制強化を図るた
め、備蓄品の充実を図る。また、
防災訓練を関係各所の協力のもと
実施する。

年1回行っている。 災害に対する備えを心がけるようにする。 広く参加者を募ることで効果も大きくなると思われる。 参加者を増やす。内容の見直し。

災害時における地域の
防災力向上に期待する
とともに、地域住民を
巻き込んだ活動は、共
助の推進に大きく貢献
している。

危機管理課
自治振興費

地域イベント開催事業 748 補助金      748
花菖蒲まつりで移動動物園と野だ
ての会を開催し、来園者に楽しん
でいただく。

菖蒲祭りの時に同時に行っている。 野点会場も動物園も盛況であった。 野点のスタッフも定着している。動物園は長い列ができている。 お客さんの誘導。

花菖蒲まつりの中で移
動動物園と野立てを実
施することで、コミュ
ニティ醸成に寄与した
イベントとなっている
ものと認識している。

シティプロモーション
課
自治振興費

地域イベント備品整備
事業

1,434 補助金　  1,434
地域で開催されるイベント等に使
用する備品を整備し、地域の活性
化を図る。

地域イベントで使うテントが不足していた。
イベントの際、業者から借りることなくテン
トを活用できた。

気軽に住民が借りられ使用できる。 大事に扱う。

購入テントを地域で開
催されるイベント等で
使用することにより、
地域の活性化を図るこ
とができたと考える。

シティプロモーション
課
自治振興費

オータムフェスティバ
ル開催事業

200 補助金      200
緑丘小学校において校区全体の交
流を目的としたフェスティバルを
開催する。

お客さんを呼ぶ大きなインパクトが必要で
あった。

体育館でダンスフェスティバルを開催した。
午後からほとんどお客さんがいなかったが、午後からダンスフェス
ティバルを開催したことにより動員が増えた。

体育館内の照明。客席の配置。出演者の増。
グランドの店舗数増。

地域の交流によるにぎ
わいがうまれるイベン
トであるものと考え
る。

シティプロモーション
課
自治振興費

ふれあい落語会開催事
業

339 補助金      339
本格的な落語を身近に鑑賞できる
機会をつくるためのイベントを開
催する。

前年より開催場所を鉢塚会館に変更した。 桂文我さんに引き続きお願いしている。 安定的に１００名を超えるお客さんがいらっしゃる。
楽屋のこともあり、才尊会館３階では厳し
い。鉢塚会館が使用できない状況で開催可能
か不安。

リピーターだけでなく
初めて参加された方を
多く取り込めている。
また、アンケートでは
次年度も事業の継続を
望む声が多く、満足度
の高さが伺える。

人権・文化国際課
自治振興費

オペラ鑑賞会開催事業 750 補助金      750
わかりやすい日本語によるプロの
オペラを鑑賞し、親と子、地域住
民との交流を図る。

毎年芸術鑑賞会を行っている。
オペラシアターこんにゃく座による「ルドル
フといっぱいあってな」の公演。

子供たちも食い入るように観ていた。体育館が即興のオペラハウス
になった。

いろいろな本物の芸術に触れる時間を持って
もらいたい。

オペラを鑑賞する機会
は貴重であり、子ども
にとって音楽・芸術に
興味をもつ機会となっ
たものと思料。次回か
らアンケート結果や参
加者数等の資料の添付
をお願いしたい。

人権・文化国際課
自治振興費

高齢者等の居場所づく
り事業

50 補助金       50
家族の健康や介護、自身の不安や
悩みについて気軽におしゃべりす
る機会を設ける。

前年度より行っている。
令和６年９月、１０月、令和７年１月、３月
の計４回開催した。

家族の健康や介護、生活の不安などについて気軽に話し合った。
参加者を増やす。フォローできる題材を増や
す。

安心して話せる場が提
供され、不安の共有や
介護支援に関する理解
が深まる場を提供して
いただいている。

高齢・福祉総務課
自治振興費

事　業　名
提案額（千円）

概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等
協議会における評価方

法
市の総合評価 市担当課の評価

各部会でまとめられた
ものを役員会で決定す
る。

新たに開設したSNS
や、イベント告知に重
点を置いたコミュニ
ティ誌の活用がイベン
トの参加者増に繋がっ
ているものと評価。事
務や会計処理は適切に
行われているものと認
識しているが、協議会
内でのルールが曖昧に
なってきている部分も
あると聞いており、引
き続き改善に向けて取
り組んでいただきたい
ところ。



健康啓発講座開催事業
①

100 補助金      100
増加する認知症患者に対する正し
い知識と対処法、予防法等を啓発
するための講座を開催する。

従来より行っている。
令和６年６月、９月、１０月、令和７年１
月、２月の計５回開催した。

認知症に対する正しい理解と対処法、予防法などの知識をこの講座
を通したご理解を深めていただいた。

参加者を増やす。

認知症の方やその家族
が住み慣れた環境で自
分らしく暮らし続ける
ためには、認知症に対
する地域の理解を深め
ていくことが重要であ
るため、引き続き活動
を進めていただきた
い。

地域支援課
自治振興費

健康啓発講座開催事業
②

70 補助金       70

老若男女が体を動かしダンスを楽
しむことで、健康維持、ストレス
発散を図るとともに住民の交流を
深める。

従来より行っている。
令和６年７月、１１月、令和７年１月の計３
回開催した。

こどもだけではなく大人も楽しめるダンスレッスン。幅広い年齢層
が参加している。

参加者を増やす。

年代にかかわらず、楽
しくダンスをする時間
を共有することはコ
ミュニケーションをと
る良い機会であり、人
の輪を広げ身体と心の
健康推進に繋げていた
だきたい。

健康増進課
自治振興費

緑丘小学校イルミネー
ション支援事業

517 補助金      517
イルミネーションコンサート時に
使用するツリーライトのＬＥＤ化
を支援する。

白熱球のツリーライトが残っていた。 白熱球のLEDへの置き換えを行った 今回で全てLEDに変更した。
イルミネーション支援については、今回で一
応の区切りとする。

LED化を図ることで、
催しの充実につながっ
た。

地域教育課
自治振興費

親子ふれあいイベント
開催事業

142 補助金　    142
ジャングルジム組立経験を通し
て、親子や地域の絆を深めるイベ
ントを実施する。

親子で体験できる機会を増やすイベントを模
索していた。

子供たちや大人たちが協力し合ってジャング
ルジムを組み立てた。

参加者は貴重な経験ができたと思う。 集客。広報

イベントの開催を通じ
て、参加者同士のつな
がりづくりに寄与する
ことができた。

地域教育課
自治振興費

計 11,788 事業提案限度額　15,334千円　次年度繰越金額　3,546千円



神田地域コミュニティ推進協議会

所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推進
協議会事務事業

100 交付金　    100
協議会の運営上必要な庶務的経費
の他、地域住民への啓発及び周知
に係る事務費。

コミュニティ推進課
自治振興費

防犯カメラ維持管理事
業

2,386
電気使用料   87
機器借上料2,287
電柱等共架料 12

事故や犯罪を未然に防ぐ為の防犯
カメラが正しく機能するよう、保
守点検等の維持管理を行う。

29年度に神田消防分団近辺・脇塚の中国道下
の地下道に防犯カメラを2台設置
合計3台の維持管理が必要。
令和4年度に日中の空き巣事件にたんを発し、
地域全体に防犯カメラ設置したが、まだ不十
分なところがあった。

3台のカメラについては、令和元年度も保守点
検等の維持管理（電気料含む）費用が発生。
令和2年度は神田東公園設置分は撤去すること
になった。（道路公団との関連）
令和4年度に続き、5年度も追加で防犯カメラ
設置した。

防犯カメラの映像がキチンとみれるようになった。
事故抑止効果が期待できる。
「防犯カメラ作動中」の看板も効果が出ているのではないか。

さらなる設置場所の検討が必要か。
継続的経費について理
解の上、適切な維持管
理を望む。

危機管理課
自治振興費

地域行事等活動促進事
業

200 行事報償金  200
地域で開催される盆踊り等の行事
を支援し、コミュニティ意識の高
揚を図る。

神田小学校区盆踊り大会が、地域の寄付・市
からの定額支援で実施されており、出店等の
収益で予算不足をカバーしていた。

市からの定額支援より多くの金額の支援がで
きた。
令和５年度はコロナ騒動も収まり再開でき
た。

地域行事の活性化が図れた。
令和元年度は天候にも恵まれ２日とも実施できた。
令和２年以降コロナ関連で実施できなかったが、５年は再開実施で
きた。

令和元年度から行事報償金への変更した。
今後も継続して支援金額の検討が必要。

地域での交流の場の創
出になったものと認識
している。

シティプロモーション
課
自治振興費

地域内会館設備改修事
業①

812 修繕料    　812
地域内会館の設備改修を行い、利
便性を向上させる。（神田会館）

神田会館前広場は日陰の場所もなく夏には暑
くこどもの利用もすくない。
令和５年度は西部分のみであった。

会館前広場の東部分に人工芝を設置したとこ
ろ、こどもの利用者がさらに多くなった。

靴を脱いで裸足で遊ぶ子供が増えた。

親子、特に小学生の利
用者増については施設
管理課としても実感す
るところ。地域内での
さらなる認知度向上に
期待。

コミュニティ推進課
地域集会施設管理費

地域内会館設備改修事
業②

1,037 修繕料    1,037
地域内会館の設備改修を行い、利
便性を向上させる。（河原島会
館）

河原島会館の１階トイレが和式のトイレで
あった。

洋式トイレに改修した。 会館利用者から利用しやすくなったと好評。

利用者のニーズに応じ
た設備改修が出来たも
のと評価。
会館利用者の増加に寄
与することに期待。

コミュニティ推進課
地域集会施設管理費

地域内会館設備改修事
業③

865 修繕料   　 865
地域内会館の設備改修を行い、利
便性を向上させる。（中之島会
館）

中之島会館の２階和室の空調機が故障 空調機を取替。 会館利用者から利用しやすくなったと好評。

利用者のニーズに応じ
た設備改修が出来たも
のと評価。
会館利用者の増加に寄
与することに期待。

コミュニティ推進課
地域集会施設管理費

地域掲示板設置事業 323 修繕料    　323

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容を地域住民に知らせるた
め、掲示板を設置する。また、地
域団体と共に使用出来るようにす
る。

地域内掲示板は従来から地元町会・自治会の
要望で設置してきたが、脇塚地区の南側には
なかった。

地元要望に応じ、脇塚地区南地区に一基設置
した。

脇塚地区南側（中国道の南）にも各種情報が随時見れるようになっ
て好評。

他地区の設置要望を聞くことが必要。

掲示板の増設による広
報効果の高まりを期
待。今後適切な管理維
持をお願いするとこ
ろ。

コミュニティ推進課
自治振興費

街路灯強化事業 27 電気使用料   27
夜間の事故や犯罪を未然に防ぐた
め、街路灯の設置及び維持管理を
行う。

街路灯不足・照度不足が多く指摘されてい
た。
(放火事件発生を受けた自主防災会・消防団に
よる夜間パトロールで指摘)

20年度に町会・自治会から要望のあったもの
を中心に、街路灯新設・照度アップを実施、
校区内の夜間が明るくなった。
維持費も発生。

校区内の夜間が明るくなったことにより、放火等への牽制効果が出
ていると思われる。

町会・自治会組織の無い地域の街路灯強化が
必要。
継続して街路灯設置要望を受け付けるようＰ
Ｒも必要。
農地隣接の場所等に設置する場合は、高さ・
向き等の調整が必要。

街路灯を適切に維持管
理することで、夜道の
防犯対策に寄与するこ
とができた。

土木管理課
交通対策費

市民レクリエーション
大会事業

200 行事報償金  200
地域のスポーツ振興会等が開催す
る事業を支援する。スポーツ意識
の高揚に努める。

神田小学校区住民運動会が、地域の寄付・市
からの定額支援で実施されており、予算不足
を盆踊り収益等でカバーしていた。

市からの定額支援より多くの金額の支援がで
きた。
令和５年度は新型コロナ関連も収まり、午前
中のみではあったが実施できた。
令和６年度も午前中のみ実施。今後もこの方
向になる見込み。

地域行事の活性化が図れた。
令和２年・３年・４年と３年続いて実施できず。
令和５年度は午前中のみであったがおおぜいの参加を得て実施でき
た。

毎年、助成必要金額の検証が必要。

地域スポーツの振興、
地域住民へのスポーツ
機会の提供、住民同士
の交流を図ることがで
きた。

社会教育課
社会体育振興費

安全パトロール実施事
業

70 補助金       70
地域の安全・安心の向上のため、
パトロール隊が電動自転車でパト
ロールを行う。

ＰＴＡによる登校時の見守り活動は通学路を
中心に実施されていたが、下校時を含め校区
全体の安全パトロール体制がなかった。
Ｈ20年度からパトロールを開始することに
なった。

電動自転車による安全パトロール体制がで
き、ボランティアを中心に下校時の校区内安
全パトロールが実施された。(平成21年1月以
降)
平成30年度につづき、継続実施できた。
また、令和元年度に老朽化に伴いバッテリー
交換不可のため新規に３台購入。

安全パトロールによる直接の目につく効果はないが、地域住民に少
しづつパトロール実施が認識されてきて、防犯意識の向上に役立っ
ている。
また、ＰＲのためパトロール中の肩掛け襷も効果をあげている。

ボランティア人員の確保・増員が必要。

日々の地道な活動が地
域の安全確保に繫がっ
ている点を評価すると
ともに、本事業がより
一層の犯罪抑止に繫が
ることを期待してい
る。

危機管理課
自治振興費

神田フェスタ開催事業 150 補助金      150

盆踊り、市民レクリエーションに
次ぐ地域住民の交流・ふれあいの
場として、フェスタを開催し、恒
例行事として定着させる。

地域住民の交流・ふれあいの場としては、年1
回の盆踊り・運動会のみであった。

令和元年度も年３回の神田フェスタを開催予
定していたが、今年にはいってのコロナ感染
の問題で３月予定のフェスタは中止となっ
た。
令和５年度は昨年に続き２回実施できた。令
和６年度は、従来の年３回実施できた。

回を追うごとに参加者も多くなり、次回への期待の声が多くなって
きた。
久しぶりの神田フェスタということで大勢の参加で賑わった。

参加者の増加・高齢者が多いということで開
催場所の設定がむつかしくなってきた。(神田
地区中心部にある民間設備の利用も検討)

回を追うごとに参加者
が多くなってきたとの
ことで、地域の恒例行
事として定着してきて
いるものと考える。

シティプロモーション
課
自治振興費

地域内会館備品整備事
業

100 補助金　    100
神田会館にこども文庫を設置し、
絵本を見るために子どもが集まり
やすい環境をつくる。

神田会館には遊具以外にこどもが集まるよう
な備品がなかった。

こども文庫を設置し、絵本をみるためにこど
もが集まりやすい環境をつくる。
令和５年度にはコロナも収まり、こども文庫
を開設した。
掲示板にも開設案内のチラシを掲示した。

絵本追加購入実施した。こども文庫の利用者が多くでてきた。 新規絵本購入方法の検討も必要。

こども文庫の運用につ
いては、運営委員会と
協議を行ったうえで適
切な管理運営をお願い
するところ。

コミュニティ推進課
自治振興費

地域内会館備品運営事
業

154 補助金　    154
神田会館に整備した備品の運用を
行う。

パソコン・コピー機等がなく不便。(個人の機
器の使用・コンビニでのコピー)

ノートパソコン・複写機をリース、書類・パ
ソコン等の保管用の保管庫も購入。

個人の機器の使用もせずにすみ、協議会用書類も安くコピーできる
ようになった。

専用の事務室の設置、併せてファックス用の
電話設置が必要。
コピー機も他団体が利用できるように検討が
必要。

運用基準を設けたうえ
で、適切な管理運営を
お願いするところ。

コミュニティ推進課
自治振興費

神田地域コミュニティ
広報事業

847 補助金      847

神田地域コミュニテイ推進協議会
の活動内容や他団体、神田の行
事、歴史、文化をカレンダーに
し、地域のコミュニティ意識の高
揚を図る。

年3回の広報誌が唯一の広報手段であった。

神田地域コミュニティの活動内容や、神田の
自然・行事・文化等の写真を使ったカレン
ダーを作成し、全戸配布した。
令和２年度以降中断していたカレンダーの発
行要請が強く、令和４年度に再度カレンダー
を発行した。
再開が好評だったので、令和５年度も発行し
た。

神田地域内の写真等を通じて、神田地域のコミュニティ意識の高揚
がはかれた。

地域行事・自然等の写真を広く地域住民に公
募し、コミュニティ意識の更なる高揚を図る
ことの検討が必要。
住宅の増加を常にチェックし発行部数の検討
が必要。

地域への愛着心の形成
に寄与しているほか、
地域外の方からも好評
であり神田地域の広報
を担っているものと評
価。

コミュニティ推進課
自治振興費

神田地域花いっぱい運
動支援事業

100 補助金      100

地域内の公園に花壇を設置し、地
域ボランティアにて維持管理を行
いながら、緑化の推進を図る。ま
た神田小3年生とＰＴＡ、地域が
一緒になって花を育て、学校や街
に植えつける。

地域内の公園には花が少なく、手入れも不十
分であった。

公園３か所に花壇を設置、定期的に花の入れ
替え・水やり等ができるようになった。(神田
花の会メンバーが対応)
また、令和元年度から神田小学校３年生とＰ
ＴＡ，地域が一緒になって花を育て、学校に
植えたり、地域の施設・団体に贈呈すること
も始めた。

常にきれいな花がみれるようになって利用者から好評を博してい
る。

他の公園他花壇など必要な場所がないか検討
が必要。

地域住民や公園利用者
に、綺麗な花々が楽し
め喜ばれている。

みどり農政課
自治振興費

計

事　業　名
提案額（千円）

概      要

7,371 事業提案限度額　14,538千円　次年度繰越金額　7,167千円

市担当課の評価実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等
協議会における評価方

法
市の総合評価

各部会からの報告を受
け、役員会でまとめら
れたものを総会で決定
する。

近年は利便性向上を目
的とした共同利用施設
の改修について、続け
てご提案をいただいて
きたところ。校区内の
会館改修が一区切り
し、現在提案額の1/3
～1/4を占めている防
犯カメラの維持管理経
費も減少していく中、
今後については地域ビ
ジョンも踏まえた中長
期的な計画に基づく事
業提案をお願いする。



ほそごう地域コミュニティ推進協議会（細河地区）

所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推進
協議会事務事業

100 交付金   　100
協議会の運営上必要な庶務的経費
の他、地域住民への啓発及び周知
に係る事務費。

コミュニティ推進課
自治振興費

細河祭り運営事業 150 負担金     150
地域の活性化とコミュニティ意識
の高揚を図るため地域住民が細河
祭り運営事業を総合的に行う。

地域内のコミュニケーションをより充実させ
るために、まつり運営を支える必要がある。

地域住民の実行委員会が主体で運営を行っ
て、コミュニケーションを充実させることが
できた。

地域及び地域外との活性とコミュニティ意識の高揚。 地域での行事継続の取り組み方。

地域の祭りの継続を行
い、地域内外を問わず
多くの来場者とのコ
ミュニケーションを充
実させながら、多世代
間交流を通したコミュ
ニティ助成に寄与した
イベント作りに取り組
んでいるものと認識し
ている。

シティプロモーション
課
観光費

細河の自然を守る事業
①

41 管理委託料  41
ビオトープでのホタルの育成事業
を実施し、細河の環境資源を活用
した地域の活性化を図る。

ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟの整備継続中である。
整備は継続中であるがメダカ等生息の観察が
できる。

豊かな自然環境の保全を行い、地域の環境整備に効果あり。
自然観察・保全を行う諸団体とも交流を持つことができた。

引き続き維持管理を行うため、多額の予算が
必要となる。

継続した整備により自
然環境の保全に繋がっ
ているものと認識。

環境政策課
環境対策費

街路灯強化事業 8 電気使用料   8
細河地区の防犯灯が設置されてい
ない地域に設置した蛍光灯の維持
管理を行う。

街路灯の維持管理を継続し、防犯に努める必
要がある。

防犯灯がない地域にLED街路灯を継続して利用
できた。

夜道の防犯対策に寄与している。
LED電球は経済的であり、細河の植木植栽類にやさしい。

地域住民からの要望等のリサーチ。

街路灯を適切に維持管
理することで、夜道の
防犯対策に寄与するこ
とができた。

土木管理課
交通対策費

細河コミュニティ道路
維持管理事業

69 清掃委託料  69

細河の自然環境や地場産業等を活
用し、地域の活性化とコミュニ
ティ意識の高揚を図るため、コ
ミュニティ道路の維持管理を行
う。

設置した街路灯の電気代の支払いが必要であ
る。また、雑草や枯葉等で滑ったりして危険
である

電気代を支払った。また、急な個所も滑るこ
とがなくなり、安全に通行出来るようになっ
た。

散策する人が安全に通行出来る様になった。
維持管理が年々負担に成りつつあるので、事
業が負担なく出来るよう検討が必要

コミュニティ道路の清
掃や除草等により、適
切な維持管理を実施で
きた。

土木管理課
道路維持費

地域コミュニティ紙等
発行事業

386 補助金     386

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容等を広く地域住民にＰＲす
るため、地域コミュニティ紙を全
戸に配布する。

地域住民がどんな事業を実施しているのかが
わからないため、活動を知っていただき、関
心を高める必要があった。

年２回（７月、１月）発行。部会毎の事業報
告や親水公園・イベント案内・防犯情報な
ど、分かりやすく発信し、地域に関心を持っ
て頂けた。

地域コミュニティ活動の認識や防災の意識を高めている。
また、イベントの集客に寄与した。

より充実した内容にするため、マンネリ化を
防ぎ新会員の募集をしていく。地域の方が何
を考えているのか投稿コーナーを充実させて
いきたい。

写真がたくさん使われ
ていて活動の雰囲気が
分かりやすい。歴史
コーナーもあり、読み
応えのある広報紙作成
をしている。

広報広聴課
自治振興費

細河ホームページ管理
事業

120 補助金     120
細河の魅力や細河地区の取り組み
状況をＨＰを通じ発信、ＨＰの更
新を行う。

池田市内、近隣市、国内、国外では細河の知
名度はほとんどなく知名度を上げる目的・手
段としてHPを開設し公開した。

毎月2回（年間）広報部員にてHP更新作業を行
い出来る限り、地域の新鮮な情報の発信を
行っている。

内外から事業・行事などHPを見て細河に訪れる人が増えてきてい
る。

よりタイムリーに情報の発信を行いたい。
地元の事業（お祭り等）についても発信して
いきたい。

広報紙掲載の更新やア
クセスマップが整備さ
れている。今後も見や
すくタイムリーな情報
発信に努めてほしい。

広報広聴課
自治振興費

細河地域活性推進事業 2,235 補助金   2,235

細河の自然環境や地場産業等を活
用し、地域の活性化と、コミュニ
ティ意識の高揚を図るため、｢み
どりの郷」観光案内所の運営を行
う。

継続事業であり、事務所であるみどりの郷の
運営が必要である。

みどりの郷（火曜日は休館）は朝9時から午後
4時30分まで開館している。多くの方が訪れ、
地域の活性に貢献した。

みどりの郷への訪問者が多く細河の知名度を高め、地域活性化に貢
献。細河の自然を市民に提供し、地域活性に寄与した。

事務所詰め等のボランティアの募集。

案内所の運営をはじ
め、ふれあい朝市や河
川の美化活動等にも取
り組み、細河の活性化
に貢献・寄与したもの
と考える。

シティプロモーション
課
自治振興費

細河高齢者等配食サー
ビス事業

1,750 補助金 　1,750

配食を必要とする高齢者等に弁当
宅配のサービスを引き続き実施す
る。同時に、訪問、声かけを行
い、高齢者の見守りを行う。

継続事業であり、高齢者の声かけや子育て支
援を行う。

安価で美味しく好評であった。
細河地区の高齢化率は毎年上がる中で、見守り、声かけの実践で安
心しておいしい弁当を食べてもらっている。子育てが大変な妊婦さ
んにも提供し、子育て支援をする。

配達業務の人材を探している。
希望者が年々増える中、協議会予算の配食に
占める率が増額し、他の事業に支障をきた
す。

配食サービスによる見
守りにより、高齢者等
の安心と健康を支える
重要な取り組みとなっ
ている。

高齢・福祉総務課
自治振興費

細河の自然を守る事業
②

920 補助金     920
里山での竹や剪定枝の炭焼き活動
及び剪定枝リサイクルの調査研究
を行う。

里山保全活動を継続しているが、効率よく作
業をできないか検討した。

間伐した木材を運搬し、しいたけの原木と
薪、子供達向けの工作資材に利用している。

豊かな自然環境と竹林や雑木林の間伐による里山の保全を行い、地
域の環境整備に効果あり。

保全エリアが広いので会員以外のボランティ
ア募集方法の検討。多額の予算が必要とな
る。

事業継続には予算や人
的資源が必要である
が、里山の保全ととも
に地域の子どもたちに
とって貴重な自然と触
れあう機会が与えられ
ている。

みどり農政課
自治振興費

ほそごう地域花いっぱ
い運動支援事業

30 補助金      30

地域と学校が一緒に実施する「み
んなで育てる花いっぱいプロジェ
クト」活動の支援を伏尾台地区と
ともに行う。

継続事業で、伏尾台コミュニティと共に子ど
もたちが育てた花を細河地区に配る。

継続事業で、伏尾台コミュニティと共に子ど
もたちが育てた花を細河地区に配る。

地域の特別養護老人ホーム等公的施設の美化。 配った花の管理方法の確立。

引続き両地域の協働が
進むことで、連携強化
と地域美化が更に進む
ことを期待する。

みどり農政課
自治振興費

体験学習支援連携事業 400 補助金     400

地域と学校との交流を通した活動
を行うことにより、子どもたちの
知識や情操の発達・向上を図ると
ともに、これらの活動を通して、
地域への愛着心の涵養を図る。

食育、川遊び、森林の間伐等について、学校
と連携した活動が増してくる。

学校授業として、食育、川遊びを体験しても
らう。

自然とのつながりを生徒とともに学習することで、学校授業に寄与
しました。

地域と学校との関わりをさらに深める。

サツマイモや大根の栽
培・収穫体験、山林間
伐体験、余野川生き物
調査を実施すること
で、子どもたちに学び
や体験の機会を提供す
るとともに、地域と学
校の連携・協働を深め
ることができた。
他方、本事業の約8割
は人件費であり、NPO
法人に一括委託となっ
ている点については、
公金の適切な取り扱い
という観点から見直し
が必要。

地域教育課
自治振興費

細河地域子ども育成事
業

300 補助金     300

校区全体で子どもの育成を行い、
協議会と子どもが協働して、子ど
もとのふれあいの場を維持してい
く。

平成２４年度より継続して子ども達の活動支
援をしており、子どもが元気に育成する場を
提供している。

11月に芋ほり、3月にいちご狩りを実施した。
子どもの育成に寄与することができた。

子ども達の活動の充実を図り地域と子どもや親同士との触れ合いを
深める。

地域と子どもとの関わり。

芋ほり体験、いちご狩
り体験を行うなど、地
域の子どもと大人が関
わる機会を創出するこ
とで、地域全体で子ど
もの成長を支える体制
づくりに寄与すること
ができたと考える。
他方、各イベントの参
加人数が不明瞭であ
り、事業による効果を
検証できるよう改善が
必要。

地域教育課
自治振興費

計 事業提案限度額　6,509千円　次年度繰越金額　0千円

事　業　名
提案額（千円）

概      要

6,509

実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等
協議会における評価方

法
市の総合評価 市担当課の評価

各部会からの報告を受
け、役員会でまとめた
ものを総会で決定す
る。

地域の特性を十分に生
かし、各種の独自事業
をＮＰＯと協働で実施
しているものと評価。
補助金の執行にかかる
内容・内訳等について
は、協議会としてしっ
かりと把握し、精査い
ただくようお願いする
ところ。



ほそごう地域コミュニティ推進協議会（伏尾台地区）

所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推進
協議会事務事業

100 交付金　   100
協議会の運営上必要な庶務的経費
の他、地域住民への啓発及び周知
に係る事務費。

コミュニティ推進課
自治振興費

各部会からの報告を
受け、役員会でまと
めたものを総会で決
定する。

提案額（千円）
協議会における評価方

法

安全パトロール実施事
業

495

修繕料      95
保険料      46
自動車重量税 9
補助金     345

地域安全パトロールを実施し、地
区内の安全・安心の向上を図る。

　実施前は小学校の登校時に、主に民生委
員等による見守りがあった。平成20年9月
より実施し、当初小学校の登校日を中心
に、H20年は、1回1時間、1日6回のパト
ロールからスタートし、H21年は、1日4回
に組み直して実施した。
　H24年は、小学校の曜日毎、学年毎の下
校時刻に応じてスケジュールの見直しを
行った。H25年度は、1回1時間、1日2～3回
のパトロールを実施した。
　H26年度は、登校予定日、小学校の曜日
毎、学年毎の下校時刻の違いに応じて、よ
り細かくパトロールスケジュールの見直し
を行い、月曜日から金曜日の間、7時30分
から1時間、15時50分から1時間、19時から
1時間の1日3回のパトロールを実施した。
　H27年度以降は、小中一貫校のほそごう
学園に統合されたことにより、細河地区の
中学生、小学生はスクールバスで登下校す
ることになり、主に伏尾台地区の小・中学
生の登下校を見守ることになった。
　朝の登校時に定点立ちを主に行う挨拶運
動、下校時に合わせた午後のアナウンスを
行う走行によるパトロール、夜間アナウン
スが可能な時間帯の走行によるパトロール
を継続して行った。
　H27年10月以降、コミュニティプラザを
開設してからは、青パト車の駐車場をプラ
ザの南側に設定でき、隊員のアクセスが良
好になった。
　H30年、大遊協から提供された青パト車
が配備された。同時に、除隊の申し入れが
多くなり、隊員補充が全く進まず、2台の
パトロール車体制の構想が実現できていな
い。
　R1年、隊員の高齢化が進み、80歳になっ
たのを機に除隊の申し出が多くなった。R2
年以降は、免許証なしだが、同乗でパト
ロールをお願いして隊員補充を行なってい
る。
　事業開始時から使用している青パト車の
整備に、予定外の故障が発生しており、整
備費が嵩んだ。さらにR3年2月,3月と連続
してパンクに見舞われたので、安全確保の
ため、タイヤ４本を交換した。
　令和4年1月に、デイズのバッテリーが上
がり、バッテリーを交換し、100Vチャージ
器で定期的にバッテリーの充電点検を行う
ことにした。
　巡回スケジュールは、日中は、ほそごう
学園の開校日並びに登校・下校時間に合わ
せて行い、巡回のみならず定点パトロール
と挨拶を実施し、また、夜間の巡回を併せ
て行うように計画した。安全パトロール
は、通年、一回あたり１時間これを実施し
た。
　巡回時には、バス通りのみならず、伏尾
台の周辺地域ならびに公園を重点的に
チェックするよう心がけた。
R4、5年度は昼間担当の数名の隊員が体調
不良で除隊を申し出ており、昼間の出動が
激減した。補充のため、多数回の乗務をし
て頂く隊員に夫婦での乗務をお願いした。

　巡回スケジュールは、日中は、ほそごう
学園の開校日並びに登校・下校時間に合わ
せて行い、朝は二人乗務ができないため、
定点パトロールで挨拶を実施した。また、
昼間の出勤ができない日には、夜間の巡回
を早めて行うように計画した。安全パト
ロールは、通年、一回当たり1時間これを
実施した。
　巡回時には、バス通りのみならず、伏尾
台の周辺地域ならびに公園を重点的に
チェックするように心がけた。
　R6年度も昼間担当の数名の隊員が体調不
良で除隊を申し出ており、昼間の出動がさ
らに激減した。

　パトロールを継続して行った結果、空き巣等の防止に繋が
り、防犯カメラ事業との相乗効果も有り、毎年空き巣犯罪"0"
を更新できていたが、H27、28年度は侵入盗事件が各1件発生
した。また、29年、30年、31年度共に不審者情報が多数回寄
せられているため、巡回時には、バス通りのみならず、伏尾
台の周辺地域ならびに公園を重点的にチェックするよう隊員
に要請した。
　令和2年度からは、駐車違反やゴミ不法投棄、猫ことで度々
地域住民に呼び止められることが多くなったが、池田署や市
役所への連絡でしか対応することができない。
　朝のパトロールは主に定点立ちとし、小中学生を始めとす
る学生、通勤者らにあいさつの声掛けを積極的に行うことが
できた。
　下校時並びに夜間の巡回時には、車載スピーカーを用いた
放送により、登校下校時の子供の見守り、戸締まり方法、不
審なセールス、アンケート調査への注意、夜間の不法駐車禁
止を呼びかけることができた。
　R4、5年度は、長髪軽装の男性の不審者情報が度々寄せられ
たが、地域住民の散歩と判明したが、引き続き通報が相次
ぐ。
　R5年度、除隊の申し出が４名、死去１名あったが、新たに
２名入隊されたため、かろうじて現状維持が可能となった。
　R6年度も体調不良で、3名の除隊申し出があり、補充隊員な
しで何とか月～金のスケジュールを維持できた。

　毎年課題は同じく、隊員の減少と現隊員
からの出動の曜日や時間帯の変更の申し
出、さらに夕刻以降の乗務希望者が限定さ
れるため、運行スケジュールに空欄が多々
生じている。
　出勤が二人ペアが鉄則であるため、朝は
一人で定点立ちとし、昼間は運転免許を保
有しない65歳以上の高齢者の同乗をお願い
して運行スケジュールを凌いでいる現状で
ある。
　交通に閉鎖的な地域が幸いして、パト
ロールにおける事故は全くなく、このまま
安全にパトロールができることを願ってい
る。

昨年度に引き続き、
SNSや若年層向け広
報誌の作成の他、親
子向けのイベントを
増やすなどの取り組
みが実を結び、季節
イベント等における
参加者数も増え、認
知度向上につながっ
ているものと大きく
評価。一方で、運営
を行う側の人員は依
然不足した状態のま
まであり、担い手不
足は解消できていな
い。近年の生活環境
の変化による、地域
活動への参加者数減
少という社会的な問
題が顕在化した例と
捉えており、今後も
継続性を担保するた
めには、運営体制の
見直し、事業の取捨
選択なども必要であ
ると認識するとこ
ろ。

日々の地道な活動が
地域の安全確保に繫
がっている点を評価
するとともに、本事
業がより一層の犯罪
抑止に繫がることを
期待している。

危機管理課
一般管理費／自治振興
費
／
総務課
財産管理費

市担当課の評価実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等 市の総合評価事　業　名 概      要



地域行事等活動促進事
業

200 行事報償金　200
行事を通して住民間の交流拡大に
寄与するため、イベント開催の支
援を行う。

　子供会活動が衰退し、2丁目自治会、北
自治会では子供は大勢いるが、恒例の夏ま
つりで子供御輿の巡行が2丁目だけできな
かった。平成25年度に軽量であるが、本御
輿と同様の外観を有する子供御輿を新調す
ることが協議会で決定されて以来、子供会
の再編を含めて活動の強化を図る方策が
種々取られた。
　そして40周年記念となる夏祭りが平成26
年8月23日に開催され、新調の子供御輿が
大活躍した。育成者が子供会の活性化を真
剣に議論できる状況となり、27年度は2丁
目と3丁目の子供会が合併して子供会が無
かった2丁目北自治会の子供たちが2･3丁目
子供会に入会する強化策が取られることに
なった。
　第40回記念の夏祭りを開催するも自治会
活動のうち最も負担が大きいことから、平
成26年度末をもって自治会連合会が解散と
なり、平成27年度の夏祭りが自治会主催で
行われないことになった。
　しかし、住民有志による第41回夏祭り実
行委員会が立ち上げられ、夏祭りが平成27
年8月22日に開催された。また同じメン
バーによる第42回夏祭り実行委員会は、平
成28年8月27日に夏祭りを開催し、さらに
平成29年8月26日に第43回夏祭りが開催さ
れた。
　一方子供会は、１丁目子供会と２丁目か
ら５丁目まで全てが統合されたわんぱく子
供会の２組織になった。
　平成30年度も、住民有志による第44回夏
祭り実行委員会が立ち上げられて夏祭りが
平成30年8月25日に開催された。
　本協議会役員が組織した伏尾台夏祭り実
行委員会が主催し、R1年度も8月24日に第
45回伏尾台夏祭りが開催された。
　ほそごう秋祭りは11月3日に本協議会が
支援する伏尾台合同防災訓練と合同開催さ
れた。11月3日9時30分より合同防災訓練が
開催され、４５０名を超える参加者が７種
の訓練を受けた。ほそごう学園３年生、８
年生は全員参加して午後からの秋祭りの各
種イベントにも参加し、国際交流センター
のベトナムの若者たちや伏尾台地域住民と
の交流に貢献してくれた。
　夏祭りは、R2年度の第46回、R3年度の第
47回、R4年度の第48回、それぞれコロナ禍
のため中止となった。
　R5年度は、8月26日に第49回伏尾台夏祭
りが開催された。久しぶりの開催で人手が
多く、それと共にゴミが増加した。

　令和6年8月24日に、第50回伏尾台夏祭り
が開催できるように、夜間照明の設置費用
旧北高校駐車場警備費用の一部と子ども御
輿保険費用を補助しました。
　祭り当日は、午前8時より12時まで、１
丁目三角公園より子供御輿が巡航を始め、
1丁目を巡航し、西公園で子ども御輿が4,5
丁目へ引き渡され、次いで3丁目を巡航し
た。
　午後からの夏祭り第二弾としてのスポー
ツ振興会主催のゲーム大会を開催した。
　会場の伏小南校舎前に特設ステージを設
け、かつ、秦野地区より借用したヤグラも
設置した。午後５時からの音楽、ダンス、
よさこいなどがフェスティバル形式で開催
された。続いて、打ち上げ花火が行われた
後7時30分より盆踊りを主とする夏祭りが
開催された。
　伏尾台地区の子供はもちろん、細河地区
の子供たちのみならず、石橋、池田、川西
地区からもが多くの参加者があった。

　育成者が子ども会の活性化を真剣に議論できる状況とな
り、協議会の委員としても子ども会の新旧の校区長が毎年加
入していただき、さらに複数年度にわたり活動に参加しても
らっている。
　夏祭り実行委員会が自治会に開催協力と参加要請を行い、
さらに地域の団体、商店などに広告募集を行うなど、地域の
コミュニティ作りに貢献している。

　子ども会は、１つに統合されて運営され
るほど子どもの人数が減少している。R5年
の夏は猛暑であり、午前中の御輿、午後か
らのゲーム、夕刻のフェスティバルに参加
することが、極めて苦痛であるとの声が上
がったので、R6年度は、午前の早い時間か
ら短時間の御輿巡行のみ参加できるように
企画したが、事項委員長がこれを無視する
形になり、令和7年度から夏祭り不参加を
決めた。
　さらに、負担軽減策として午後からの
ゲーム大会を無くし、さらに、夏祭りの開
始と終了時刻を早めることで、子どもだけ
でなく、関係者の負担軽減を図った。
　住民有志による夏祭り実行委員会によ
る、フェスティバル形態の夏祭りの企画は
好評を得ているが、設営撤去が実行委員会
全体でなく一部の委員に全負担がかかるた
め、7年度は借用する櫓のみとすることを
決定した。

祭りが開催されたこ
とで、地域交流の場
の創出になったもの
と認識している。

シティプロモーション課
自治振興費



地域コミュニティ推進
協議会拠点運営事業

1,900
建物借上料 500
補助金   1,400

地域住民への協議会活動及び地域
分権のＰＲを目的として協議会活
動拠点の運営を行う。

　コミュニティ推進協議会の活動拠点とし
ての西公園事務所は、伏尾台周回道路沿い
で西公園南側と目立つ場所に看板と掲示板
を設置して広報活動を行っている。また、
西公園事務所は、地域の「防災・防犯委員
会」の活動拠点として、会議の他、年末の
防犯防火の巡回拠点として活用してもらっ
ている。さらに、地域内に季節毎の花を植
える活動を行う地区福祉委員会の「花の
会」の活動拠点として利用してもらってい
る。
　平成27年10月3日に伏尾台コミュニティ
プラザを開設してその中に協議会事務所機
能を移して、フリーサロン、子育て支援
ルーム、まちの情報センターの運営を行
なった。このプラザ事務所には光ケーブル
を引きコピー・ファックス複合機を備えて
事務所機能を充実させた。
　西公園事務所とプラザ内事務所との両方
で活動を実施した。西公園事務所は、元来
老朽化してた床の損傷が進行したため、東
側の半分の床の張り替えを行なった。
　平成30年度の伏尾台創生会議2020の事務
や打ち合わせ、会議なども本事務所、コミ
プラで行われた。西公園事務所は、伏尾台
地域に入ってすぐの目立つ立地条件のも
と、webでのグーグル地図にも「伏尾台コ
ミュニティ推進協議会」と表示されてスト
リートビューには黄色い看板が目立ってい
たが、強風の台風で落下寸前となり、直ち
に撤去した。
　平成31年度(R1)は、地域活性化事業の伏
尾台　山びこコンサート、落語の開催をコ
ミプラで行なった。夏祭り実行委員会の事
務や打ち合わせ、会議なども本事務所、コ
ミプラで行われた。コミプラ内の子育て支
援ルーム、フリーサロン、まちの情報セン
ター、協議会事務所への来訪者は、平成28
年度は7,903名、平成29年度は7,870名、平
成30年度は7,597名、平成31年度(R1)は
7,386名であった。
　令和2年度は、実績で4,929名である。子
育て支援ルームのみの利用者は1,155名で
あり、フリーサロンなどへは3,774名が来
訪された。
　一方、コミプラ内のエアコン１機が故障
し、高額の交換作業が発生したが、事務費
などの切り詰めなどで何とかしのぐことが
できた。
　令和3年は、実績で4,500名であり、子育
て支援ルームのみの利用者は623名であ
り、フリーサロンなどへは3,877名が来訪
された。本年は、新型コロナ感染症拡大防
止のため、支援ルームを閉めたり、利用制
限を行なったため、支援ルームの利用はコ
ロナ禍前の3割程度と激減し、プラザ全体
で40%程度の減少であった。
　令和4年度は、新型コロナ感染症拡大防
止のため、支援ルームを閉めたり、利用制
限を行なったため、支援ルームの利用は約
750名で微増であったが、プラザ全体では
6,234名と大幅に増加した。
　らくらく送迎サービスと共におでかけサ
ポートグリスロの実証実験の拠点としてコ
ミプラを活用できた。
　令和5年度は、5,208名の利用を頂いた。
減少理由は、高齢者のコロナ禍自粛が常態
化したものと推定される。

　協議会事務所を活動拠点としこれを運営
するため、建物の整備を行い、活動に伴う
水道代・電気代を支払った。また、PRを行
うホームページ更新維持のためインター
ネット回線を維持し、活動の事務を行うた
めのコピーや通信事務を行った。西公園事
務所とプラザ内事務所との両方で活動を実
施した。
　また、コミプラでは、伏尾台防災防犯委
員会や各自治会の事務や打ち合わせ、会議
などもコミプラが利用されている。よっ
て、新型コロナ感染症の第５類に移行後
も、引き続き自動体温計とアルコール消毒
液を設置して、安全第一で運営を行った。
　さらに、月曜日から金曜日のコミプラの
開館日に、３交代でスタッフが留守番を行
い、キオスク端末利用者への応対、送迎
サービスの予約受付を行い、閉館後にホー
ルとトイレの清掃を行い、コミプラの維持
管理を行った。
　西公園事務所は、コミュニティ推進協議
会はもとより、防災・防犯委員会並びに地
区福祉の花の会の活動拠点として、それぞ
れ活用されている。

　コミプラ内の子育て支援ルーム、フリーサロン、まちの情
報センター、協議会事務所への来訪者には、名簿に記載をお
願いしており、R6年4月1日からR7年3月31日までの実績で、
6,213名の利用を頂いた。増加理由は、学園生をはじめとした
子どもたちの毎日の利用、イベント参加者、キオスク端末の
利用者増など全ての年齢層の増加が認められて、R4年度の利
用者水準に戻った。
 　来訪者のうち、子育て支援ルームを主目的とした利用者
は、約1,422名（R4 750名、R5 940名）とこれも大きく増加し
た。

　コミプラのフリーサロンの利用者数は、
コロナ禍で減少したが、これが回復し増加
し、キオスク端末の利用も順次増加し、さ
らに、トイレのみの利用も多くなってお
り、換気と消毒を定期的に行う必要があ
り、日に数度のトイレ掃除を行う必要があ
る。
　コミプラホールでは、ほそごう学園生の
利用が高齢者の利用を上回る傾向にあり、
それに伴い床が靴底の砂で損傷することが
多くなり、ワックスでは対応が困難になり
始めた。
　子育て支援ルームの利用は年々減少して
おり、人口減少で未就園児の絶対数が少な
い上、2歳児から預かる施設の利用も進む
こともあり、減少は避けられない。しか
し、R6年度は、伏尾台住民以外の利用とリ
ピート利用が増加したため大きく増加して
いる。
　一方、子育て支援ルームのファミリーサ
ポート事業の会場として利用できるように
しているが、これに伴う利用者の増加には
結びついていないので、利用促進方法を考
えていきたい。
　また、はぐのさとの教室を利用して、親
子ランドを設備し、支援ルームを利用でき
ない幼稚園児以上の年齢の子度たちが、水
遊びで利用できるようにしたところ、多く
の利用をいただいたので、コミプラ前の公
園を借りて、水遊び場の開設を検討した
い。
　プラザ事務所としては、コミュニティプ
ラザがボランティア支援を含む「まちの情
報センター」としての機能は十二分に発揮
できているので、コミプラには、建築協定
連合委員会の事務局も配置しており、今後
ともまちの不動産情報、特に空き家対策事
業などさらに広範囲の情報センターとして
機能させたい。
　コミプラの留守番役のスタッフ、現在10
名（掃除スタッフ兼務２名）でローテン
ションを組んでいるが、減少の上、依然と
して絶対数が不足し、募集を行うも応募が
全くない。

幅広い世代の住民が
集い、また気軽に立
ち寄れる地域の拠点
として、住みよいま
ちづくりに大きく貢
献しているものと評
価。利用者が年間
6,000名を超える一
方で、管理側のス
タッフ人員が手薄で
あり、一部のメン
バーに負担が集中し
ているようにも感じ
る。利用者とスタッ
フがどちらも同じ住
民であることを理解
してもらい、プラザ
の今後のあり方につ
いて、地域全体で考
えることを検討して
ほしい。

コミュニティ推進課
自治振興費



コミュニティサロン設
置事業

600
建物借上料 500
補助金  　 100

地域の人々が立ち寄り、世代を超
えた交流の活動場所としてコミュ
ニティサロンを伏尾台コミュニ
ティプラザに設置する。

　伏尾台には２つのコミュニティセンター
があるが、利用には事前予約が必要であ
り、散歩の途中に立ち寄り休憩する処、待
ち合わせや談笑する処、急に自治会の役員
同士が打ち合わせする際など、気軽に利用
できる施設がなかった。
　平成27年10月伏尾台マンションの1階店
舗部分を改修し、「伏尾台コミュニティプ
ラザ」を設け、その中に有償、無償のボラ
ンティア活動の供給者、需要者に対して、
情報の発信収集並びに斡旋、調整を図るた
めのボランティアセンターを含むまちの情
報センターを設置運営した。プラザ内に設
けた子育て支援ルーム、フリーサロン、ま
ちの情報センター、協議会事務所への来訪
者には名簿に記載をお願いした結果、10月
3日より平成28年3月31日までの実績で3200
名を超えた。
　平成28年度は7,903名、平成29年度は
7,870名、平成30年度は7,597名、平成31年
度(R1)は7,386名であった。
　里山の植物を紹介しているグループの展
覧会場として利用された。
　総務省の推進事業で、池田市の伏尾台送
迎サービス社会実験の会場として10月から
12月に利用され、協議会会員がボランティ
アとして参加した。
　地域交通の未来を考える公開講座の会場
として利用された。
　宿題カフェ会場として利用されている。
　夏祭り実行委員会の会議、事務に利用さ
れている。
　ほそごう学園の地域学習の会場として利
用されている。
　高齢者の居場所つくり意見会の会場とし
て利用した。
　山びこフェスタの落語の会、音楽会の会
場として使用した。
　令和2年1月より始まった「伏尾台送迎
サービス」、地域内限定の無料の送迎サー
ビスにおいて、送迎の始点、終点のポイン
トとして機能している。
　令和2年度は、実績で4,899名である。子
育て支援ルームのみの利用者は、1,155名
であり、フリーサロンなどへは3,744名が
来訪された。
 また、伏尾台送迎サービスが国交省の日
本版MaaS実証実験の中に組み入れられて令
和2年12月～令和3年2月に実施され、実験
拠点として利用された。
　令和3年度は、実績で4,500名であり、子
育て支援ルームのみの利用者は623名であ
り、フリーサロンなどへは3,877名が来訪
された。新型コロナ感染症拡大防止のた
め、支援ルームを閉めたり、利用制限を行
なったため、支援ルームの利用はコロナ禍
前の3割程度と激減し、プラザ全体で40%程
度の減少であった。
　令和4年度は、令和2年1月より始まった
「伏尾台送迎サービス」、地域内限定の無
料の送迎サービスにおいて、送迎の始点、
終点のポイントとして機能しており、
R2.12-R3.2の国交省の日本版MaaS実証実験
に続いて、R4.10-12に、トヨタグループの
協力のもと、お出かけサポートグリスロの
定時定路線の送迎サービス実証実験の送迎
の始点、終点のポイント、待機拠点として
機能した。
　R5年度は、4月1日より翌年3月31日まで
の実績で5,208名である。そのうち子育て
支援ルームのみの利用者は、約940名で
あった。

　利用の形態は、日課の散歩の途中で休憩
を取る方、待ち合わせやバスの時間待ちを
行う方、フリースクールに通う生徒との待
ち合わせを行う保護者、趣味の裁縫などを
グループで行う方、自治会やサークル活動
の打ち合わせ、ほそごう学園生の宿題をグ
ループで行う生徒、試験前の高校生グルー
プ、談笑するグループ、読書、昼食をする
親子、孫と絵本を見る高齢者、買い物帰り
に商品を仕分けする方、食事をする学生な
どまさにフリーサロンとして利用されてい
る。
　サロンは、らくらく送迎の始点、終点の
ポイント、待機拠点として機能している。
もちろん、らくらく送迎の情報提供、登録
受付場所としても機能している。
　また、池田市の総合窓口の臨時会場とし
て、マイナンバーカードの発行受付会場と
しても利用された。

　伏尾台コミュニティプラザ内に設けた子育て支援ルーム、
フリーサロン、まちの情報センター、協議会事務所への来訪
者は、4月1日より翌年3月31日までの実績で6,213名である。
　そのうち子育て支援ルームのみの利用者は、約1,422名で
あった。

　利用者を増やすために、積極的に地域の
住民が主催するイベント、講演、各種教室
などの企画とともに、単純な利用者の増大
を図るのではなく、地域の年齢構成を考慮
した子供から大人の多世代交流を促進して
コミュニティを形成できる、イベント開催
を想定する必要がある。

幅広い世代の住民が
集い、また気軽に立
ち寄れる地域の拠点
として、住みよいま
ちづくりに大きく貢
献しているものと評
価。利用者が年間
6,000名を超える一
方で、管理側のス
タッフ人員が手薄で
あり、一部のメン
バーに負担が集中し
ているようにも感じ
る。利用者とスタッ
フがどちらも同じ住
民であることを理解
してもらい、プラザ
の今後のあり方につ
いて、地域全体で考
えることを検討して
ほしい。

コミュニティ推進課
自治振興費



まちの情報センター運
営事業

600
建物借上料 500
補助金   　100

地域のあらゆる情報を提供しボラ
ンティア活動者に対して情報発信
や斡旋を調整、またコンビニ交付
サービス端末を設置したまちの情
報センターを伏尾台コミュニティ
プラザに設置する。

　伏尾台にはコミュニティセンターやバス
停の掲示板があり、自治会からのお知らせ
などが掲示されているが、ボランティアの
需要や供給に関する情報収集や提供がな
かった。
　平成27年10月伏尾台マンションの1階店
舗部分を改修し、「伏尾台コミュニティプ
ラザ」を設け、その中に有償、無償のボラ
ンティア活動の供給者、需要者に対して、
情報の発信収集並びに斡旋、調整を図るた
めのボランティアセンターを含むまちの情
報センターを設置運営した。プラザ内に設
けた子育て支援ルーム、フリーサロン、ま
ちの情報センター、協議会事務所への来訪
者には、名簿に記載をお願いしており、10
月3日より平成28年3月31日までの実績で
3200名を超えた。
　平成28年度は7,903名、平成29年度は
7,870名、平成30年度は7,597名、平成31年
度は7,386名で、子育て支援ルームのみの
利用者は、2,176名であり、フリーサロン
などへは　5,210名が来訪された。
　令和2年度は、実績で4,899名である。子
育て支援ルームのみの利用者は、1,155名
であり、フリーサロンなどへは3,744名が
来訪された。
　令和3年度は、実績で4,500名であり、子
育て支援ルームのみの利用者は623名であ
り、フリーサロンなどへは3,877名が来訪
された。
　令和4年度は、実績で6,234名であり、子
育て支援ルームのみの利用者は750名であ
り、フリーサロンなどへは5,484名が来訪
された。
　令和5年度は、実績で5,208名である。子
育て支援ルームのみの利用者は約940名で
あり、フリーサロンなどへは約4,088名が
来訪された。

　フリーサロン内の壁を掲示板として活用
し、まちの情報を、「地域学校行政」「地
域環境」「安心安全」「協議会」「コミプ
ラ」「子育て支援」「各種支援」「ボラン
ティア活動」のカテゴリーに分けて種々掲
示している。各種の活動紹介の依頼や、ポ
スターの掲示を願い出られるなど多くのグ
ループに利用されている。
　ほそごう学園、フリースクール、地区福
祉、社協、池田署、防犯委員会、人権文化
交流センター、池田市公益活動促進協議会
の広報紙などを展示している。
　市のキオスク端末が設置されて、行政証
明書の発行手続き、写真印刷やコピーに住
民が利用している。
　キオスク端末の利用者は毎月順次増加し
ている。
　R6年度はフリーサロン内の東側の壁一面
にコルクボードを掲示板として活用し、前
年度の屏風型でキャスター付きの3連ホワ
イトボードを2組、同様の1枚の独立型と組
み合わせて掲示形態を柔軟に変化させる事
ができた。
　新たに、パーソナルモビリティ車両の展
示を行い、試乗会など通して高齢者の地域
内移動促進の情報提供を行っている。

　伏尾台コミュニティプラザ内に設けた子育て支援ルーム、
フリーサロン、まちの情報センター、協議会事務所への来訪
者は、4月1日より翌年3月31日までの実績で6,213名である。
子育て支援ルームのみの利用者は、約1,422名であり、フリー
サロンなどへは約4,791名が来訪された。

子育て支援環境整備事
業

780
建物借上料 500
補助金  　 280

幼児をもつ母親の子育て環境改善
とコミュニケーションの場づくり
を行うため、スペースの確保と用
品等の拡充を図る。

　平成22年度より、伏尾台第1コミュニ
ティセンター内の一室を使用し、幼児向け
の備品を整備し、乳幼児を育てる母親に気
軽に集まれる場所として提供し、これを運
営する子育て支援グループを立ち上げた。
その後も毎週、部屋が開設される日時を決
めて、無料登録制で参加者を募集する方法
で運営している。
　平成26年度は、会員は67組(134人)、ボ
ランティア会員(12名)で構成され、伏尾台
第1コミュニティセンターの小会議室を週2
回借りて、子育てサロン「フレンズ」を開
設した。年間、121組(延べ242人)の利用が
あった。　上記活動の他、七夕とクリスマ
ス時期の年2回、入園前会員宅を訪問し
て、手作りカードの贈呈、子育ての悩み等
の聞き取りを行う活動を、延べ82回(延べ
246名)行った。子育てサロン「フレンズ」
を卒業した会員による「親子で遊ぶ会」を
8月と12月実施し、23組(延46人)の参加が
あった。
　平成27年度は、4月から9月は32組、伏尾
台第1コミュニティセンターの小会議室を
週2回借りて子育てサロン「フレンズ」を
開設した。母子99名、スタッフ72名、延べ
171名の利用があった。10月3日より、伏尾
台コミュニテイプラザが開設されて、子育
て支援ルームにて活動を行う。10月3日か
ら3月末までの半年間では、子育て支援
ルームにて、母子1202名、スタッフ241
名、延べ1443名の利用があった。
　平成28年度は、登録会員数は76組、利用
者数は母子2,276名・スタッフ393名の延べ
2,669名であった。平成29年度は、登録会
員数は80組、利用者数は母子・スタッフの
延べ2,377名であった。
　平成29年度は、登録会員数は80組、利用
者数は母子・スタッフの延べ2,377名で
あった。
　平成30年度は、登録会員数は90組、利用
者数は母子・スタッフの延べ2,309名で
あった。
　平成31年度は、登録会員数は85組、利用
者数は母子・スタッフの延べ2,176名であ
り、社協のファミリーサポート事業との連
携を進めた。
　令和2年度は、子育て支援ルームのみの
利用者は、1,155名であり、フリーサロン
などへは3,744名が来訪された。
　令和3年度は、子育て支援ルームのみの
利用者は623名であり、フリーサロンなど
へは3,877名が来訪された。新型コロナ感
染症拡大防止のため、支援ルームを閉めた
り、利用制限を行なったため、支援ルーム
の利用はコロナ禍前の3割程度と激減し、
プラザ全体で40%程度の減少であった。
　令和4年度は、実績で6,234名であり、子
育て支援ルームのみの利用者は約750名で
あり、フリーサロンなどへは5,484名が来
訪された。
　R5年度は、子育て支援ルームのみの利用
者は、約940名であった。夏休みには、兄
弟姉妹が揃うため、未就園児以下を対象と
するルームの利用は減少するため、親子ラ
ンドと称して、旧伏小の教室を利用して水
遊びができるよう、年齢制限を外して開催
したところ、7回で160名の利用があった。

　子育て支援ルーム登録会員数は、未就園
児が成長して幼稚園児となる家庭が多くな
るとともに減少しているが、述べ940名の
利用があった。
　夏休みには、兄弟姉妹が揃うため、未就
園児以下を対象とするルームの利用は減少
するため、親子ランドと称して、旧伏小の
教室を利用して水遊びができるよう、年齢
制限を外して開催したところ、6回開催で
120名の利用があった。

　子育て支援ルームの使用に関する規則、
感染症予防措置、清掃も後片付けも利用者
が一定程度行うことを理解してもらう努力
を続けていく必要がある。
　子育て支援ルームの利用は年々減少して
おり、人口減少で未就園児の絶対数が少な
い上、２歳児から預かる施設の利用も進む
こともあり、減少は避けられない。しか
し、伏尾台住民以外の利用が増えてきてい
る。
　一方、子育て支援ルームのファミリーサ
ポート事業の会場として利用できるように
しているが、利用者の増加には結びついて
いないので、利用促進方法を考えていきた
い。
　また、はぐのさとの教室を利用して、親
子ランドを設備し、支援ルームを利用でき
ない幼稚園児以上の年齢の子供たちが、水
遊びで利用できるようにしたところ、多く
の利用をいただいたので、コミプラ前の公
園を借りて、水遊び場の開設を検討した
い。

母子交流の場として
地域に定着している
ものと認識。運営
者・利用者の間で、
本事業の趣旨の共通
認識と相互理解を図
り、子どもにとって
安全・安心な環境を
整備するとともに、
地域で子どもを育む
風土醸成の実現を期
待。

コミュニティ推進課／
子育て支援課
自治振興費

　フリーサロンは、日々は子育て支援ルー
ムに訪れる母子、ほそごう学園の生徒が中
心に利用しており、山びこフェスタのイベ
ントの際や自治会、伏尾台夏祭り実行委員
会などの会議の際には、伏尾台住民が多く
利用されており、「まちの情報センター」
としての機能は十二分に発揮できている。
　今後もボランティア活動のみでなく、ま
ちの不動産情報や空き家対策事業などさら
に広範囲の情報センターとして機能させた
い。
　R5年度導入した屏風型でキャスター付き
の3連ホワイトボードを2組サロンに配置し
て写真展、展示会など、同様の1枚の独立
型を子育て支援ルームの開催イベント告知
などに活用することを進めたい。
　パーソナルモビリティ車両の展示は今後
も継続させていきたい。

地域の情報拠点とし
て認識され、コミュ
ニティのつながりに
寄与しているものと
評価。新たに設置し
たパネルボードも、
会員自らが工夫を凝
らして施工し、経費
削減・美観向上に努
めていただいたもの
と認識。今後、一層
の活用を期待。

コミュニティ推進課
自治振興費

　協議会主催のフレンズを中心に、ホップ君、自主サークル
ひよこと連携しての場となっている効果は大であり、細河地
区や、池田市内、里帰り母子の利用も増え、ほそごう地域の
親子の絆が深まる効果が出ている。
　よって、母子交流の場として定着し、孤独な子育てから親
子を守るという目的を達成することができている。
　なお、令和3、4年度に、感染予防に対する意識が少ない母
親が多く、清掃も後片付けも利用者がある程度行うことをお
願いするも、綺麗で便利な施設があれば利用するが、掃除や
片付けまではしたくないと明言する母親が多く、ルームが住
民の管理下にあり、一人のボランティアの負担が大きいこと
が理解できず、市の施設だから自分たちは掃除はしないとい
う意識がとても強いことに驚いた。
　そこで、使用形態を改善するためと称して、ルームの清掃
や配置換えを行う５か月間、使用制限を行ない、利用者との
話し合いを行い、ある程度の管理側と利用者側の理解が進
み、結果、年間の利用者数の増加に繋がった。
　ところが、R6年度その世代の未就園児が育って、次の世代
になるとさらに若い母子となり、また前述の利用するだけの
傾向が強く現れてきている。



　平成29年度から定着した、上半期、下半期の年間２回、カ
ラー版で個別の全戸配布の広報紙とすることで、協議会活動
の紹介やアンケート回収には効果があったが、相変わらず協
議会入会、安全パトロール隊員の応募などの広報に関しての
効果は見られない。
　一方で、平成30年3月末発行の広報紙第18号は、地域分権制
度の10年とこれからの活動を紹介した特別号保存版としてお
り、８年間の活動を紹介した第13号と同様に全戸配布以外に
約1500部を余分に印刷しており、協議会活動の紹介紙として
活用できた。
　特に、年度末並びに年度始めに、ほそごう学園教職員への
地域分権制度と伏尾台地域の活動に関しての講義の機会を得
た際にはテキストとして活用できた。
　R4年～6年度も、ほそごう学園での講師の依頼を受けた際
に、学園生へのテキスト、参考資料として活用できた。
　令和6年度は、全世代向けの広報誌を年2回に加え、若年層
に興味を持ってもらえる紙面の広報誌A4版を2回発行した。
　さらに、伏尾台地域通信管理事業にて、e-mail、ホーム
ページ、SNSなどで広報誌とともに活用できるように、インス
タグラム、LINEを提供し、広報誌に導入用のQRコードを記載
して利用を促した。

　過去、コロナ感染症拡大の最中では、集
会やイベントの開催が困難となり、広報誌
を通じての活動の報告は重要であった。し
かし、その後平常化した際、イベントの告
知、案内などには、webを介しての情報の
受発信の方が、特に若年層には効果的と考
えて実施してきた。
　さらに、高齢者を含む全世代向けの広報
誌を年２回、若年層に興味を持ってもらえ
る紙面の広報誌を年に４回程度発行する際
に、インスタグラム、LINEとの連携を想定
したコンテンツなど、新たな誌面構成を実
施して、単なる広報誌を発行するだけのマ
ンネリ化を払拭したい。
　また、定期的かつタイムリーな発行ルー
チンが守られず、経緯した事が過去にあっ
たことから、年５～６回の発行は、綿密な
計画性が重要となる。

表紙に写真を大きく
使用してインパクト
がある。内容も充実
し、色鮮やかで見や
すい紙面作成の工夫
をしている。新たに
若年層向けにA4版の
広報紙を発行してお
り、SNSとの相乗効
果を生んでもらいた
い。

地域コミュニティ紙等
発行事業

280 補助金     280

地域コミュニティ推進協議会の活
動内容等を広く地域住民にＰＲす
るため、地域コミュニティ紙を全
戸に配布する。

　伏尾台では、広報紙の発行に際し、紙面
の作成、印刷、地域全戸配布の全てを、会
員のボランティアで実施し、費用は紙とイ
ンク代の実費のみであったが、協議会員へ
の負担は極めて大きかった。
　平成26年度の第12号広報より市の広報紙
と共に全戸配布した。さらに、2月末に市
の広報紙と共に、平成19年に発足し8年を
経過した伏尾台コミュニティ推進協議会の
活動の成果を地域の地図を用いて紹介した
第13号広報を全戸配布した。
　さらに伏尾台地域活性化事業で行う年3
回の「山びこフェスタ開催案内」ポス
ター、回覧の広報活動を会員の手配りで実
施した。
　平成27年9月末に市の広報紙と共に第14
号、新設の伏尾台コミュニティプラザの様
子を表紙にした広報を全戸配布した。
　平成28年2月末に市の広報紙と共に第15
号、子育て支援ルームの様子を表紙にした
広報を全戸配布した。
　平成29年3月に、「伏尾台[子育てにやさ
しいまち]宣言」の横断幕が設置され、ラ
イトアップ機器が装着された新吉田橋の様
子をカラー表紙にした広報紙第16号を伏尾
台地区の全戸に配布した。
　平成29年8月26日の第43回伏尾台夏祭り
の夕方の様子をカラー表紙にし、平成29年
度の本協議会が行なった実施事業をカラー
写真で紹介し、下半期の行事予定を記載し
た広報紙第17号を同10月に伏尾台地区の全
戸に配布した。
　平成30年3月末、平成19年に発足し10年
を経過したコミュニティ推進協議会の活動
の成果を、青パトが走る年表の表紙と見開
きページの地域地図を用いて紹介し、今後
に向けての活動方針と歴代会長のコメント
を記載した広報紙第18号を全戸配布した。
　平成30年10月7日の第39回伏尾台大運動
会の様子をカラー表紙にし、平成30年度の
本協議会が行なった実施事業をカラー写真
で紹介し、下半期の行事予定を記載した広
報紙第19号を同10月に伏尾台地区の全戸に
配布した。
　平成31年3月末、平成最後の１～3月に開
催した創生会議の土曜祭の会場となった旧
伏尾台小学校南校舎を表紙にし、見開き
ページに協議会の下半期の活動、平成31年
度の提案事業、地域創生プランが創生会議
から協議会に引き継がれる旨の報告を記載
した広報紙第20号を全戸配布した。
　令和元年年11月、第30回やまびこフェス
タの落語風景を表紙にして、コミ協の上半
期の活動を報告し、下半期の活動予定を広
報している広報誌第21号を全戸配布した。
　令和2年3月末、「はぐのさと」オープン
記念際のコンサート風景を表紙にし、防
災、子育て、高齢者の居場所つくり、地域
交通インフラ整備、などの活動を広報し、
旧伏尾台小学校の跡地活用の具体化をコミ
協が進める旨について広報し、令和2年1月
より「伏尾台送迎サービス」、地域内限定
の無料の送迎サービスが開始されているこ
とを広報している広報紙第22号を全戸配布
した。
　ふしおだい第23号は、令和2年12月に全
戸配布され、令和2年1月より開始されてい
る「伏尾台送迎サービス」無料のらくらく
送迎の降車風景を表紙にして、国交省の
MaaS実証実験が開始されたこと、山びこ寄
席と音楽ライブ並びに防災訓練が「はぐの
さと」で開催されたことを報告し、コミプ
ラの子育て支援ルームの活用を広報してい
る。
　ふしおだい第24号は、令和3年3月末に全
戸配布され、ほそごう学園の卒業式のため
に祝登りを設置した後に撮影した学園前風
景を表紙にし、旧伏尾台小学校の跡地活用
の具体化をコミ協が進めた、はぐのさと
リサイクルショップの紹介と共に、貸出教
室などについて広報し、国交省のMaaS実証
実験は終了したが、無料の「伏尾台送迎
サービス」は今後も継続して行われること
を広報している。
　令和3年度は、本事業は提案されていな
いが、ふしおだい第25号を令和4年3月末に
全戸配布した。伏尾台の四季の花を表紙に
したもので、コミ協って、何なのですか？
Q&A形式で、コミュニティ推進協議会の活
動を紹介して、過去の活動これからの活動

A3版広報紙を2回、A4版広報誌を2回、伏尾
台地域に全戸配布した。
　ふしおだい第31号は、令和6年10月に全
戸配布され、8月24日の第50回伏尾台夏祭
りの様子を表紙にして、4月6日の桜まつ
り、6月22日のふしおだいフェスタ、7月27
日の浴衣の着付け教室、8月3、4日の避難
所設営キャンプ、9月25日の詩の朗読会の
様子を報告している。さらに10月から12月
のイベント予定を広報した。
　FUSHIODAI NEWS vol.1は、初めてのA4一
枚の両面紙で広報するもので、令和7年1月
に全戸配布され、コミ協の紹介を行ってい
る。
　FUSHIODAI NEWS vol.2は、令和7年3月に
全戸配布され、伏尾台桜まつりの予定を広
報している。
　ふしおだい第32号は、令和7年3月に全戸
配布され、伏尾台の各所の桜を表紙にし、
伏尾台ハロウィン、手芸教室、餅つき大
会、巻き寿司教室、折り紙教室、山びこ寄
席の様子を報告している。さらに、伏尾台
での団体活動を紹介した。

広報広聴課
自治振興費



地域情報発信管理事業 80 補助金      80
協議会の活動状況やイベント情報
を地域住民に発信する。

　伏尾台の協議会活動の広報、山びこフェ
スタの開催告知、各種イベントの開催予告
などの情報は、主に年２回発行の広報誌、
並びに都度、掲示板などに貼るチラシ、ポ
スターなどで告知しており、地域内の住民
向けで限定的であった。
　また、広報誌のバックナンバーは、伏尾
台で暮らす。HPに掲載していた。
　地域内外に向けて広くかかる情報を発信
し、また、協議会やイベントに対する住民
等からの問い合わせを受ける手段が構築さ
れていなかった。
　そこで、令和5年度はLINEの公式アカウ
ントを新規開設し、協議会が行う各種のイ
ベントの開催告知や参加者の募集に、積極
的に利用し、地域コミュニティ紙発行事業
での年3回の広報誌に、導入用のQRコード
を記載して利用を促した。

　令和６年度は、前年度からのLINEの公式
アカウントを引き続き維持し、LINE
instagram Facebook HPアンケートの利用
促進のため、地域コミュニティ紙発行事業
で、全世代向けの広報誌を年2回、若年層
向けの広報誌A4版を2回発行した際に、広
報誌に導入用のQRコードを記載した。
　広報誌、イベント紹介などの協議会活動
の情報を発信した。

　インスタグラム、LINEにて情報提供したところ、協議会活
動に関心を持つ、池田市内外の方々から見学などの申し込み
があった。
　音楽落語などの山びこフェスタのポスタ―を紹介すること
ができた。
　また、避難所設営訓練キャンプの開催告知と参加申込に関
し、池田市内複数地域からの問い合わせ申し込みがあった。
　10月下旬のハロウインイベントの開催告知と参加申込に関
し、地域内からの問い合わせ申し込みがあった。
　３月の伏尾台桜まつりに関して開催告知を行ったところ、
多数の集客効果が得られた。

　令和７年度は、広報誌発行事業におい
て、従来の高齢者を含む全世代向けの広報
誌を年２回、若年層に興味を持ってもらえ
る紙面の広報誌を年に４回程度発行するこ
とを想定している。
　紙面の発行とインスタグラム、LINEとが
連携した形態でコンテンツの内容、情報発
信時期などを考慮して、効率の良い情報発
信と情報収集を行う必要がある。

イベントの周知を積
極的に行っている。
Instagramと
Facebookのリールを
活用し、地域を紹介
している工夫など新
たな取り組みを継続
してほしい。

広報広聴課
自治振興費

動を紹介して、過去の活動これからの活動
課題を紹介した。
　ふしおだい第26号は、令和4年12月末に
全戸配布され、8月から12月まで実施され
たイベントの写真を表紙にしたもので、第
48回伏尾台夏祭り、9～11月の3回連続やま
びこフェスタ、第41回伏尾台大運動会、総
合防災訓練とほそごう秋まつり、特色ある
公園づくり住民座談会、子ども会とのコラ
ボの掃除、おでかけサポートグリスロ実証
実験を紹介した。
　ふしおだい第27号は、令和5年4月に全戸
配布され、はぐのさと（旧伏尾台小学校）
の活用が進んでいることの紹介写真と共
に、教室を貸し出しスペースとして紹介し
ている。R5年1～3月のやまびこ寄席の報告
を行った。さらに、R5年度の活動予定とし
て、夏休みに親子の居場所として親子ラン
ドを開催する旨紹介し、コミプラに新たな
掲示システムを導入することも紹介した。
また、協議会のR5年度の実施予定事業を紹
介した。
　令和5年度は、年3回の発行に変更し、e-
mail、ホームページ、SNSなどで広報とと
もに活用できるように、まず、インスタグ
ラムを提供した。
　ふしおだい第28号は、令和5年9月に全戸
配布され、初めて野外で夕刻からの山びこ
フェスタの様子を表紙にして、夏休み向け
の親子ランド、伏尾台の夏祭り用ステージ
の背景画を子供達が描く様子、夏祭り、初
めて宿泊行事の避難所設営訓練キャンプの
開催を報告している。
　ふしおだい第29号は、令和6年1月に全戸
配布され、11月22日に旧伏小で開催された
伏尾台生誕50周年記念事業の様子を表紙に
し、手芸教室、人形劇、山びこ寄席、朗読
会、総合防災訓練、秋祭り、初めてで大盛
況の餅つきの様子、子ども会も参加した歳
末警戒パトロールを報告している。
　ふしおだい第30号、令和6年4月に全戸配
布され、3月22日のリニューアルオープン
後の遊具で遊ぶ子供達の様子を表紙にし
て、新しい北中央公園の様子とともに子育
て支援ルームの利用案内を掲載し、山びこ
寄席、折り紙教室の開催を報告し、伏尾台
桜まつりで桜マップの作成のための写真募
集を広報している。

　伏尾台防災･防犯委員会は、地域の５つ
の自治会より配分される50円×1200戸以下
の予算で運営されている。毎年の総合防災
訓練は、参加人数が300名程度で自治会か
らの配分予算では厳しい状況である。(R1
年度1074戸毎年減少)
　平成30年度は、4月21日防犯教室を開催
し35名が参加。6月18日大阪北部地震に伴
い地域内の安全確認、点検を行った。
7月8日、４箇所の防災備蓄倉庫の資機材点
検を行った。
8月4日に、災害時安否確認対策として災害
時声かけ協力員の登録制度を整備して、88
人の登録を得た。
8月25日は、伏尾台夏祭り会場で延べ45名
が、無線機を使用して交通整理、巡回警備
を行い安全に夏祭りが開催された。
10月6日に安否確認・避難誘導マニュアル
訓練を行い58名の参加を得た。10月19日に
普通救命講習受講13名参加。
11月4日はほそごう学園にて8年生全員が学
校行事参加し防災総合訓練が行われ350名
の参加を得た。11月15日、大阪府警本部交
通管制センターの見学会を開催し、23名の
参加を得た。
12月27日,29日,30日の年末特別警戒には延
べ110名が参加した。
2月2日、大阪府警本部主催の特殊詐欺撲滅
特別キャンペーンに参加、18名の参加を得
た。
3月2日、安否声かけ協力員とともに合同の
阪神淡路での声かけ避難誘導・避難所体験
講習会を開催し、60名の参加を得た。
　平成31・令和1年度は、4月25日午後７時
より防犯教室を開催、45名が参加。
　6月2日、防災サイレン鳴動聞き取り訓練
に22名参加。
　8月3日、災害時避難所開設と運営訓練で
59名が参加した。



防犯防災啓発事業 200 補助金　   200

地域住民の防犯･防災意識を高め
るため、体験訓練を行うとともに
巡回パトロールを啓発するための
用品等を購入する。

59名が参加した。
　8月24日は、防災・防犯委員会が伏尾台
夏祭り会場で、延べ37名にて交通整理、巡
回警備を行い安全に夏祭りが開催された。
　9月19日、消防署にて普通救命講習を９
名が受講した。
　11月3日は、ほそごう学園にて防災総合
訓練が行われ、参加者は450名に達した。
ほそごう学園の複数学年が全員参加し、細
河の消防団の参加し、旧伏小内の国際研修
センターのベトナム人の若い男女25名も参
加し、地域一帯の防災訓練が実施できた。
　12月27日,29日,30日の年末特別警戒に延
べ105名が参加した。
　R2年2月以降は、コロナ感染症予防のた
め、会議などを全て中止した。
　令和2年度は、コロナ感染症予防のた
め、会議は書面審査による総会(5月9日)の
開催を行った。全ての会議を書面通知に替
え、R3年3月定例会のみ、年度末会議とし
て開催した。
　訓練活動は、6月21日、資器材の点検使
用訓練に12名参加。11月1日に旧伏尾台小
学校職員室で、「密にならない避難所運営
訓練」を隊員のみ38名で行い、市が備蓄し
ていた間仕切りテントを借用してこれが有
効なことを確認し、補助金で購入を予定し
ていた備蓄品として、間仕切りテントを購
入した。
　住民とほそごう学園生徒との総合防災訓
練は、３密を避けるために中止したが、炊
き出し用のLPガス窯と寸胴鍋は、予定どお
り補助金にて購入した。
　啓発活動として、12月29日と30日20時か
ら50分間、伏尾台地域の年末警戒パトロー
ルを、密にならないよう分散して延55人で
実施した。
　令和3年度は、事業提案を行っておら
ず、コロナ感染症予防のため、会議は書面
審査による総会(5月8日)の開催を行った。
全ての会議を書面通知に替えた。
　訓練活動は、6月20日の資機材の点検使
用訓練は中止した。10月31日に旧伏尾台小
学校職員室で、「密にならない避難所運営
訓練」を隊員のみ40名で行い、R2年度の補
助金で購入した間仕切りテントの使用訓練
を行った。
　啓発活動として、12月29日と30日20時か
ら45分間、伏尾台地域の年末警戒パトロー
ルを、密にならないよう分散して延45人で
実施した。
　令和4年度は、コロナ禍であるが、総会
(5月14日)の開催を行った。全ての定例会
議を書面通知に替えた。特に、R5年3月定
例会を中止して、R5年4月1日に年度末会
議、防犯教室を開催し、30人の参加があっ
た。
　訓練活動は、6月19日、資機材の点検使
用訓練に20名参加。11月6日にほそごう学
園で総合防災訓練を行なった。4年生、8年
生をはじめ住民ら450人の参加を得た。
4,8年生には特にマイタイムラインの作成
訓練を受けてもらい、R2年度購入の間仕切
りテント、4年度の簡易ベッドを使用し
て、避難所設営訓練を実施した。
　さらに、R2年度購入の炊き出し用のLPガ
ス窯と寸胴鍋を用い、約500人分の炊き出
し訓練が実施できた
　啓発活動として、12月27日に歳末警戒発
隊式に20人、29日には子供会の参加があ
り、50名でパトロールを行い、30日は30名
で、伏尾台地域の年末警戒パトロールを、
密にならないよう分散して実施した。
　Ｒ５年度、防災防犯委員会の会議、防犯
教室の開催は、池田市防犯委員会と連携の
もと実施された。
　以下、協議会との連携で補助金を使用す
る事業を実施した。
　８月５日～６日に開催した避難所設営訓
練キャンプは、５日夕刻に委員会とキャン
プ参加の親子と併せて５０名がマイタイム
ラインの学習後、避難所の設営を行い、親
子１４名が旧伏小職員室内に設営した間仕
切りテント内で宿泊体験した。
　１１月５日、ほそごう学園にて、４年生
と８年生全員の参加を得て、伏尾台自治
会、細河消防分団、危機管理課の協力を得
て防災総合訓練を行い、炊き出し訓練の成
果の豚汁提供数で、３５０名の参加者を得
た。
　１２月２７日に歳末警戒発隊式に１５
人、１２月２９日、３０日の年末特別警戒
には、子ども会から子どもと保護者の参加
があり、延べ１１０名が参加した。パト
ロールに参加した子どもたちは、大声で火
の用心、戸締り用心を連呼し、終了後の参
加賞に大喜びであった。

　防災防犯委員会との連携で訓練活動、啓
発活動、研修活動を本事業にて実施した。
　８月３日～４日に開催した避難所設営訓
練キャンプは、３日夕刻に委員会とキャン
プ参加の親子と併せて５５名がマイタイム
ラインの学習後、避難所の設営を行い、親
子１９名が旧伏小職員室内に設営した間仕
切りテント内で宿泊体験した。
　１１月１７日、ほそごう学園にて、５年
生と８年生全員の参加を得て、伏尾台自治
会、細河消防分団、危機管理課の協力を得
て防災総合訓練を行い、炊き出し訓練の成
果の豚汁提供数で、４００名の参加者を得
た。
　１２月２９日、３０日の年末特別警戒に
は、ボーイスカウト、子ども会から子ども
と保護者の参加があり、延べ１２０名が参
加した。

　令和６年度の活動は、避難所設営訓練キャンプ、総合防災
訓練、年末警戒パトロール、防犯教室の開催のみであった。
　避難所設営訓練キャンプでは、購入備蓄した間仕切りテン
ト、簡易ベッドが実際に使用され、子どもたちには良い思い
出ができた。
　総合防災訓練では、昨年に続けて、間仕切りテント、簡易
ベッドの避難所設営訓練、炊き出し用のLPガス窯と寸胴鍋を
使用した、炊き出し訓練を行うことができ、今後継続して有
効活用できる。
　年末警戒パトロールは、地域の安全を高齢者と共に考え体
験できるため、さらに昨年より大幅増の子ども会、ボーイス
カウトの参加が得られ、好評であり、今後さらに拡大して継
続開催できる。

　コロナ禍が続いた結果、備蓄資機材の使
用訓練や見学会などの要望に応えられない
状態が続き、災害時の安否声かけができる
体制の確立のために不可欠な近所づきあい
を深める活動ができない現状をどう解決す
るかが問われてきた。
　しかし、R4年からは、ほそごう学園、子
ども会との連携により活動を通してた世代
交流を図る事ができてきているので、連携
を深めたい。
　ただし、活動を担ってもらう伏尾台防
災・防犯委員会においても、高齢化で除隊
する委員が増加し、R4年度、90名から一気
に70名台に激減し、さらにR6年度は、60名
までに減少したことが大きな課題となって
いる。

地域住民の防犯・防
災意識の向上に繫が
る活動の実施を評価
するとともに、購入
備品等の有効活用及
び更なる地域住民を
巻き込んだ活動に期
待している。

危機管理課
自治振興費



伏尾台創生会議2020宣
言広報事業

30 補助金      30

伏尾台創生会議2020で採択された
伏尾台「子育てにやさしいまち」
宣言を広報するため、新吉田橋の
ライトアップとサイン設備を維持
管理する。

　市の公募により平成28年1月に組織され
た伏尾台創生会議2020は、平成28年3月26
日に伏尾台地区再生のための提言を市に提
出するとともに、伏尾台「子育てにやさし
いまち」宣言を行なった。
　この宣言を聞いた伏尾台住民が、伏尾台
の入り口である「新吉田橋」のライトアッ
プと上記の宣言を広報するサイン設備を寄
付してくださることになり、平成28年11月
末に設備が完成した。
　市への寄付設備の贈呈が行われたが、11
月からの電気代などの維持管理はコミュニ
ティ推進協議会が行うことになった。

　「新吉田橋」のライトアップ装置は、コ
ンピュータ制御によるLEDライト設備で、
予め設定された日没から夜明けの夜間のみ
点灯されるため、比較的安価な電気代で維
持できた。
　また、伏尾台「子育てにやさしいまち」
宣言が書かれた横断幕を住民の手で、点検
することができた。しかし、退色が進み、
汚れが目立つようになっている。

　新吉田橋の欄干に設けられた横断幕は、国道423号線の北行
き車線から容易に視認できるため、伏尾台地区がここにある
こと、子育てにやさしいまち宣言した地区であることを国道
往来者に広報できている。
　1丁目に居住し、出産した30代夫婦は、横断幕を見て地域を
見学し、保育所などが近いことから居住を決めたという。同
様の意見を複数聞いた。
　また、夕方から夜間に帰宅する伏尾台住民は、ライトアッ
プされた新吉田橋を見ることで、我が家に帰ってきたことを
実感できると、好評である。

　協議会としては、電気代の支払いのみの
管理しかできない。住民にとっては、横断
幕の点検はできるが、その清掃や修繕など
は不可能である。
　特に、横断幕を取り付けている部分の橋
の欄干がかなり汚れている。新吉田橋自体
の保守を考慮すると、R7年度で設置後9年
を経過して10年目を迎えるため、抜本的な
解決策を検討する必要がある。
　また、ライトアップ装置の点検維持も住
民には行うことができないが、故障等は発
生していない。

新吉田橋のライト
アップにより、伏尾
台地区のにぎわい創
出に寄与している。

土木管理課
自治振興費

伏尾台地区活性化事業 280 補助金     280
地域住民を対象としたミニコン
サートなどのイベントを実施し地
域の活性化を図る。

　毎年２～３回の音楽コンサート、１～３
回の落語会を開催し、既に２２回開催して
きた。季節を感じられるイベントとして地
域に「ふしおだい山びこフェスタ」と認知
され定着している。
　平成28年度は、野外コンサート1回、室
内コンサート3回、小児科専門医との座談
会1回、落語の会1回を開催した。
　平成29年度は、室内コンサート3回、小
児科専門医との座談会1回、落語の会2回を
開催した。
　平成30年度は、室内コンサート2回、落
語の会2回を開催した。
　平成31年度は、室内コンサート2回、落
語の会1回、屋外コンサート1回を開催し
た。これまで31回の山びこフェスタを開催
した。
　令和2年3月上旬に予定した落語の会を新
型コロナウイルス感染症の拡散防止のため
中止して以来、令和2年前期も引き続き、
イベント開催を中止した。
　10月25日(日)午後から旧伏尾台小学校職
員室にて、第３２回山びこ寄席　二人会を
開催した。11月2日(日)午後から旧伏尾台
小学校職員室で、福留敬とアブサント室内
合奏団(演奏者7人)による第３３回音楽ラ
イブを行った。
　令和3年度は、事業提案限度額削減のた
め、事業提案できなかった。
　令和4年度は、新型コロナウイルス感染
症の拡散防止のため、換気を行うコミプラ
入室に際し、人物特定、検温、手のアル
コール消毒を行い、座席間隔を取り50人定
員とし、マスク着用で着席していただく形
で、山びこフェスタを、音楽3回、落語3
回、合計6回開催した。
　R5年度は、7、11、2月の3回の落語、1月
に朗読劇、計5回の山びこフェスタを、コ
ミプラにて開催した。9月に音楽会を、旧
伏小南校舎前の屋外で開催した。

　R6年度は、6月の音楽会を旧伏小南校舎
前の屋外で開催した。1～3月の3回の落語
の山びこフェスタを、コミプラにて開催し
た。
　コミプラでの開催は、密を避けるため。
定員を50名として広報したが、毎回60名を
超える入場者を得た。
　6月12日(土)アニソンMAGUMA　歌とトー
ク　リピート山中
　1月25日(土)落語の会　桂雀三郎　桂鯛
蔵
　2月22日(土)落語の会　桂楽珍　笑福亭
喬明
　3月22日(土)落語の会　林家菊丸　笑福
亭笑有

　特に、音楽会は初の15時から子供向けイベントと2部のコン
サート開催で、たこ焼き、かき氷の屋台と飲料販売もあり、
雨であったが、4時間の開催で述べ300名の参加を得た。
　落語会は、それぞれ60名超えの盛会であり、地域住民の憩
い並びに交流を深めることができた。

　例年のとおり、参加者は異口同音に伏尾
台で生で音楽や落語が楽しめて良かったと
言い、継続要望が多かったが、本年度も参
加者にボランティアスタッフを呼びかける
が、応募が全くなかった。
　過去、広報の仕方や音楽のジャンルで参
加される方の顔ぶれが変わり、参加人数が
異なり、天候に左右されやすいことなど集
客に課題が多かった。
　今回、音楽会は雨天であり、会場を旧職
員室で行ったが、子供向けイベントを行
い、屋外にテントを張り、たこ焼き・かき
氷の屋台と飲料販売を併設した効果があ
り、盛況となった。従って、落語、音楽な
どのジャンルにとらわれない内容や開催方
法などを検討する必要がある。

悪天候の中、テント
の活用や屋台の出店
など工夫しながら運
営いただいたことか
ら、多くの来場者数
を得られたものと思
料。次回からアン
ケート結果やイベン
トごとの来場者数等
の資料添付について
お願いしたい。

人権・文化国際課
自治振興費



ほそごう地域花いっぱ
い運動支援事業

30 補助金      30

地域と学校が一緒に実施する「み
んなで育てる花いっぱいプロジェ
クト」活動の支援を細河地区とと
もに行う。

　地区福祉委員会並びにほそごう地域コ
ミュニティ推進協議会（細河地区）と共同
して、ほそごう学園が行う地域花いっぱい
運動、7年生と3年生がパンジーなどを育て
て、大きくなった苗を地域の学校、保育
所、老人ホームなどに配り、やさしい環境
作りを行う運動を支援していた。大阪府の
補助金が打ち切られたため不足分を補う必
要があった。

　必要金額を細河と伏尾台で２分して負担
することができた。本年度もビオラ、キン
センカ、アリサムのプラグ苗を約2000株を
育成用土、肥料等を用いて、３年生と７年
生の生徒が共同して、府立園芸高校生の指
導のもと、予定どおり育成することができ
た。育成した苗は、令和6年12月17日に、
贈呈出荷式をほそごう学園で行い、地域の
学校、保育所、老人ホームなど17施設に配
り、また、地域内の歩道の花壇に植えるな
ど、やさしい環境作りを行うことができ
た。

　ほそごう学園、地域の地区福祉委員会並びにコミュニティ
推進協議会が全て共同して、3年生と7年生が行う学校、保育
所、老人ホームなどへ花の贈呈活動を支援することができ、
地域全体の活動として定着してきた。

　義務教育学校のほそごう学園とともに、
地域全体の活動としての意義が高まるた
め、今後とも継続して支援したい。

ほそごう学園と地域
住民、そして細河地
域との連携強化によ
り、地域美化の意識
が進んでいくことが
期待できる。

みどり農政課
自治振興費

計 6,379

多世代交流支援事業 180 補助金     180
幼児から高齢者までの地域住民が
集える行事を行い、多世代交流を
図る。

　R4年度は、子ども会を中心に、幼児から
高齢者までの地域住民の多世代交流の行事
を行う事業提案を行ってきたが、コロナ禍
と子ども会側の日程調整ができずに、計画
が実施できなかった。
　また、協議会側のスタッフ不足で計画立
案に至らなかった。
　R5年度は、人形劇鑑賞、餅つきぜんざい
大会、伏尾台桜まつりを実施した。

　幼児から高齢者までの地域住民の多世代
交流をの行うため、「じいじばあばと一緒
に、体験、寺子屋」とのコンセプトで、鑑
賞体験、料理体験、茶会体験を行った。
　4月6日　伏尾台桜まつり　70名
　7月27日　着付け教室　4名
　9月25日　詩の朗読　25名
　10月19日　ふしおだいハロウィン　100
名以上
　11月15日　手芸教室　10名
　12月7日　餅つき大会　250名以上
　1月19日　料理教室　30名
　2月12日　折り紙教室　10名
　3月23日　伏尾台桜まつり　中央公園
100名以上
　3月29日　伏尾台桜まつり　西公園　200
名以上

地域のロケーションを利用したハロウィン、桜祭り、時節感
のある餅つき体験とぜんざい試食いずれも内容と工夫次第
で、幼児から高齢者までの地域住民の多くの方の参加が得ら
れるようになった。
　寺子屋の教室には、ようやく小中学生の参加が見られるよ
うになり、多世代交流が叶った。

地域教育課
自治振興費

伏尾台地域送迎サービ
ス事業

624 補助金     624

主に自宅とバス停間の送迎を行
い、交通弱者の地域内への積極的
な外出及び帰宅を支援し、地域内
交流の増進を図る。

　伏尾台の住民、特に自家用車などを持た
ない、高齢や病気などで運転ができない、
伏尾台センターへ買い物や通院で通う場合
に徒歩以外に交通手段を持たないなどの地
域内交通弱者に対しての救済手段が全くな
かった。
　そこで、「伏尾台送迎サービス運営委員
会」を組織したボランティアグループが、
軽自動車車両のリース代、燃料費、各種保
険に要する費用の一部を市のアクティブシ
ニア補助金制度で負担し、令和2年1月から
3月に、伏尾台地域内限定で無料無償で送
迎する「伏尾台らくらく送迎」が行われ
た。
　送迎車両の運転を無償ボランティアで行
う「伏尾台送迎サービス運営委員会」を協
議会内に取り組むことで、軽自動車車両の
リース代、燃料費、各種保険に要する費用
の全額を協議会が事業費として負担するこ
とで、「伏尾台らくらく送迎」を令和2年4
月以降も継続実施した。
　コロナ禍の最中のスタートとなったが、
地域住民に送迎サービスの再開を告知し
て、事前個人登録制とし、伏尾台コミュニ
ティプラザに申し込みの電話をかけること
で、送迎サービスを受けることができるよ
うにした。
　送迎車両は、リース契約を行う軽自動車
を利用する。送迎ドライバーは、予め事務
局に乗務可能な日時を登録しておき、利用
者の申込日時とのマッチングを図り、送迎
を行った。
　一方で、本事業の今後の継続を考えて、
国交省の日本版MaaS実証実験の実施地に組
み入れられるよう、市の担当部局に令和2
年6月末までに立候補をお願いした結果、
選択されて令和２年12月～令和３年２月に
実験が実施された。
　MaaS実証実験中にキャンペーンの効果も
あり、登録者数は190名を超えた。送迎申
込回数は、本年度内で520回を超え、送迎
人数は800人を超えた。
　令和3年7月末時点で、登録者数は200名
を超え、送迎申込回数は800回を超え、送
迎人数は1070名を超えた。
　令和4年度は、キャンセルを含め321件の
申し込みがあり、1086名の送迎を行った。
　令和4年1月にトヨタグループより、7人
乗り電動車(GSM)で定時定路線走行を行う
無予約型の送迎サービス実証実験の申し入
れがあり、前日までの予約型「らくらく送
迎」を行いながらの同時並行で、「おでか
けサポートグリスロ」として、10月末から
12下旬まで実証実験を行なった。
　伏尾台１丁目と２丁目の３コースを走行
する「おでかけサポートグリスロ」実証実
験では、新規登録者約150名、395名の利用
があった。
　令和5年度は、129件の予約、465名の送
迎を行い、実働で日に2.8人の送迎となっ
た。
　利用者の大幅減少の原因は、令和5年1月
頃から、電話予約が可能で定期的に利用さ
れていたヘビーユーザーの多くが、一斉に
入院あるいは施設に入られるなどで、利用
予約がなくなったことによる。

　令和6年度は、537名の送迎を行い、実働
で日に2.9人の送迎となった。
　令和5年より70人ほどの増加ではある
が、稼働日平均では微増である。前日まで
の予約がご自身で可能な方の利用に限ら
れ、グループ利用でも、予約者は限定的で
ある。
　利用のためのユーザー登録は、300名と
増えてはいるが、当日予約の利用を多く望
まれる方が多く、ドライバー不足で対応が
不可能であるため、新規登録者の前日まで
の利用申し込みは少ない。
　相変わらず、コープの買い物帰りの人、
数井医院からの帰りの人が、コミプラを訪
れて、送ってほしいと願い出られることが
増えている。予約についてお尋ねすると、
忘れていた、面倒だという返答が帰ってく
る状況で、高齢になる程、その傾向が強い
ようである。
　予約なし「おでかけサポートグリスロ」
の経験から、高齢者が大半の地域住民が望
んでいるのは、予約なしのオンデマンド交
通であると言える。

　伏尾台地域内限定で無料無償で送迎する
「伏尾台らくらく送迎」を、ドライバーと
利用者ともに、地域の高齢化率が年々上昇
する中で、辛うじて実施できている。
　なんとか協議会で事業を維持している間
に、市が事業主体として予算化し、地域の
団体あるいはタクシー会社に事業委託する
形態の事業、デマンド交通、有料有償の
「伏尾台らくらく送迎」事業化を検討して
いただきたい。と言い続けてきましたが、
これは、人口増加が望めない自治体の永遠
の夢であり続ける現実があり、他の民間資
金の活用を模索したい。
　伏尾台のような坂の街、高齢化が進む町
では、有償有料のオンデマンド交通が不可
欠であると考えられます。
　現在では、百以上の自治体で社会実装さ
れている種々のオンデマンド交通システム
の中から、伏尾台の実情に合うシステムの
構築は可能であると考えます。

ボランティアドライ
バーの確保や新規
ユーザーの獲得等
は、引続き課題であ
る。また、R6年度12
月で使用車両のリー
ス契約が終了し、R7
年1月以降は代替車
両で移動サービスの
継続をしてきたが、
車両が古いことから
維持の課題も感じて
いる。

交通道路課
自治振興費

事業提案限度額　8,771千円　次年度繰越金額　2,392千円

　令和4年度は、321件の予約、1068名の送迎を行い、送迎
サービスのリピーターたちには、伏尾台での生活に欠かせな
いサービスであるとの評価をいただいた。
　「おでかけサポートグリスロ」実証実験の開始前後に高齢
者を対象にアンケート調査が、日本福祉大学の主導のもと実
施され、送迎サービスの利用が健康寿命の延命に効果がある
ことが判明した。
　予約型「らくらく送迎」で1068名、予約なし「おでかけサ
ポートグリスロ」で395名の利用者は、ほぼ重複することな
く、個別の需要であることが判明した。
　ところが、令和5年に入ると、電話予約が可能で定期的に利
用されていたヘビーユーザーの多くの予約がなくなり、令和4
年度の半分以下の利用者数となった。
　令和6年度は、前年より70名増加の537名の送迎を行い、実
働で日に2.9人の送迎となった。前日までの予約を前提にした
運用では、高齢化が進むほど利用者は限定的となる事が明ら
かである。

費用対効果が良すぎるイベントを立案し、
事業費に不用金が出る傾向が続くが、やは
りスタッフ不足は解消されないため、事業
予算立てを見直す必要がある。
寺子屋、教室のイベントは、単に企画立案
しても、実践するスタッフに恵まれないと
中途半端な内容に陥り気味となるため、参
加者自身が、参加後に次のスタッフ、講師
となれるような内容構成を目指したい。

地域資源を活かした
イベントの準備、開
催を通じて、地域住
民同士のつながりづ
くりに寄与すること
ができた。


